





































ＭＦ文庫Ｊ

ディバースワールズ・クライシス２

九條斥








口絵・本文イラスト●えむけー

編集●児玉拓也



















ＣＯＮＴＥＮＴＳ



第一章　ただいま故郷、さらば故郷

第二章　エデングレイル

第三章　勇者も魔王も関係ない世界

第四章　支配者と妹

第五章　様々な世界の危機か、この世界の危機か











　俺おれの放った銃弾は、ヒトデナシのマザーを貫き、その身体からだを蒸発させた。突如としてこの世界に現れた、人間を捕食対象とする化け物、ヒトデナシ。マザーは、ヒトデナシの中でも生殖機能を持った特別な存在だ。マザーがいる限り、ヒトデナシは無限と言ってもいいくらいに増殖していく。──だが、逆に言えば、マザーさえ倒してしまえば、途端に寿命の短いヒトデナシは絶滅するだろう。そう考えた俺達は、やつらの住処すみかに飛び込み、今に至る。

　残弾は二発。そして、残るマザーは一体。しかし一発でも外していいと思ってはいけない。百発百中のコツは、常にそれが最後の一発だと思って引鉄ひきがねを引くことだと、この銃を俺に託した男は言った。

　親指で撃鉄を起こす。それに連動して弾倉が回転、この時のカチリという音が、俺の集中力をいつも高めてくれる。いつもって言っても、この世界でこの回転式拳銃リボルバーを手に入れて、長い月日が経たったわけでもないが。

　狙ねらいをつけ、引鉄にかけた指に力を込める。

「これで、終わりだ」

　火薬の発火音と共に、ヒトデナシの弱点である銀で作られた弾頭が、風を切り裂きながら疾駆した。そしてマザーに命中し、その身体を蒸発させる。数秒と待たず、マザーは完全に消滅した。

「勝った……のか？　アル」

　仲間の一人が声をかけてくる。呆あつ気けないと言われれば、確かにそうかもしれない。だが、そんなものだ。人類の命運を分けるような戦いでも、常にドラマティックな展開が待っているわけじゃない。

「結局最後まで、アルの一人舞台だったわね」

　また別の仲間が話しかけてくる。この世界でできた仲間達は、本当にみんないいやつだった。気が合うし、俺おれのことを深く詮索せずにいてくれた。

　でも、もうお別れだ。

「アル？　あ、アル！　なに、これ！　どうなってるの!?」

　突然俺を囲んだ魔法陣に、仲間達は驚かされたようだった。何も話してなかったからな、俺が異世界から来たことも、世界を救ったらまた別の世界に飛ばされることも。

「みんな、ここまでありがとう。この世界はもう安全だ。俺は、また別の世界に行く」

　こんな説明じゃ、何も理解できないだろうけど、世界を救ってから転移をするまでの時間はとても短い。最後にみんなから見せられるのが戸惑いの表情ってのも悲しいが、見送ってくれる仲間がいるだけこの世界はマシだろう。せめてみんなに残る俺の最後の表情はいいものにしようと、にっと笑顔を形作った。直後、もう見慣れたと言ってもいい光が俺を包んだ。

　次の世界に着くまでの短い時間の中で、俺は考える。次で何番目の世界だったろうか。もう数えるのをやめて久しい。呪いを受けて、三年の月日が経たっていた。まだ元の世界には戻れていないし、呪いについてわかったことは経験則から語れること以外はない。クロワとの再会の約束も、果たせる兆しはなかった。危機に瀕ひんした世界にしか飛ばされないなら、救われたクロワの世界にはもう行くことはできない。諦あきらめたわけではないが、正直手詰まりだった。

　次の世界こそは、何か元の世界に繋つながる手がかりを見つけられますようにと、願う。

　瞬間、なんだか懐かしい声が聞こえた気がした。










第一章　ただいま故郷、さらば故郷





「よっと」

　転移完了。足場を確認する。今回は、海の上や空中に放り出されてない。ほっと一安心する。前回も酷ひどかった。転移した先が女の子が入浴中の風ふ呂ろ場ばで、しかも直前の戦いのせいで俺おれの服はほとんど破けた状態、明らかに最悪の出だしだった。その後、その女の子がいるヒトデナシ調査部隊に入ることになって、世界を救うところまで行けたのだが──と、今は振り返ってる場合じゃないな。まずは状況を把は握あくしないと。

　ここは、木造建築の家屋のようだ。一歩歩くと、板張りの廊下が軋きしむ音がした。窓はあるが、夜の闇やみが広がり、まだ目が慣れていない俺に周囲を見渡すことはできない。けど、なんだろう、とても懐かしい匂いがした。

　と、背後から自分のものではない足音、人の気配があった。俺は慎重に振り返った。俺はまだこの世界について何も把握していない。いつもなら、聞き込みなどでその世界の情報を仕入れるのだが、ここは家屋の中だ。いるのはきっとこの家屋の住人だろう。さて、なんでこんな時間にここにいるのかの言い訳を考えないとな。最悪、記憶喪失と言い張ってごまかすか、逃走するという選択肢まである。

　だが、そんな選択肢は、次の一言で吹っ飛んだ。

「誰だれ？」

　言葉自体に俺を驚かせる要素があったんじゃない。至極当然の、予想されるべき問いかけだ。俺を硬直させたのは、その声だ。怯おびえと戸惑いをはらんでいたが、俺はその声に聞き覚えがあった。だが、少し自信がなかった。なにせ、その声を最後に聞いたのは、もう三年前になるのだから。

「俺は、アルだ」

　小さく俺は返した。相手の息を呑のむ音がした。もしかしたら、という思いが込み上がってくる。期待するな、俺。廊下は暗く、顔も見えない。背丈も、俺の──俺の知ってる妹とは違──

「お兄ちゃん、なの？」

　手が震えた。膝ひざもだ。それは感動のせいだ。心の震えが全身に伝でん播ぱしていた。胸に熱い郷愁の念が湧き上がり俺を満たす。俺は、一音ずつ確かめるように、ゆっくりと、俺の妹の名前を呼んだ。

「エピカ……？」

「お兄ちゃん！」

　妹は、俺の胸に飛び込んできた。間違いない、エピカだ。俺の妹だ。背は少し伸びたが、髪型は昔と全く変わっていない。おふくろの黒髪と、親父おやじの青い瞳ひとみ、俺おれと同じ特徴だ。疑う余地はなかった。俺もエピカを抱きしめ返した。

「お兄ちゃん……おかえり、お兄ちゃん」

「ただいま、エピカ」

　しばらく俺達は抱きしめあっていた。俺はエピカの柔らかい黒髪を撫なでた。絹のような触り心地、月光に照らされる艶つややかな色合い……。エピカははにかんだ。俺の胸に頬ほおをすり寄せてくる。先程までの戦闘の疲れが吸い取られるようだった。そうしているのがあまりに心地よくて、いつまでもこんな時間が続けばいい、と思っていた。が、エピカは、そうだ！　と腕を離し、

「お父さんとお母さん、起こしてくるね！　リビングで待ってて！　……お兄ちゃん、リビングの場所、覚えてる？」

「ああ、覚えてる」

「うん！　じゃあすぐに呼んでくる！」

　そして、廊下を駆けていった。

　だいぶ目も夜に馴な染じんできた。俺は柱に触れた。俺の、家。自分の家の柱をここまで凝視したことはない。けれど、木目の一つ一つが、なんだか懐かしく感じる。故郷。帰ってきたんだ。改めてそれを実感する。と、目尻に熱い雫しずくが溜たまって頬に流れ落ちた。俺はその雫を袖そでで拭ぬぐった。これから親父とおふくろにも会えるってのに、泣き顔じゃ格好がつかない。第一、俺らしくない。

　リビングに向かうため、階段を下りる。一段踏む度に軋きしむ音がする。なんでもない音のはずなのに、この家が、俺の帰宅を喜んでくれているような気がした。この家は大工の親父が作ったものだ。俺とこの家は兄弟だ。

　階段を降り切り、廊下を進んで、俺はリビングの扉に手をかけた。金属のノブのひんやりとした感触が、珍しいものでもないのに、俺に感動を与える。たぶん、身体からだが覚えてるんだろう。この家のことを。この世界のことを。三年もあったけど、三年しかなかったんだ。俺の身体や心の奥深くにある記憶にとっては。

　リビングに入って、椅い子すに座る。暗がりの中、壁にかけられた振り子時計が規則的なリズムを奏でる。過去の、異世界なんて知らない頃の自分に戻ったように感じた。

　時計を眺めていると、どたばたと複数の足音が近づき、扉が開く。真っ先にエピカが入ってきて、ランプに火を灯ともした。そういえばこの世界には、電気はなかったんだな。ないというより、自然現象以上のものじゃないんだ。

　そして、室内が淡い光に照らされると、恐る恐るといった風に、俺のおふくろが入ってきた。小柄なおふくろの肩越しに、がたいのいい親父も見えた。俺は立ち上がって、笑顔を見せた。元気でやってきたことを伝えるために。

「アル……なの？」

「ただいま、おふくろ。親父も」

「よく無事で帰ってきてくれた」

　およそ三年の対面だった。この家を出る時、長い旅になる、なんて言葉を残したのを思い出す。まさかここまで長くなるとは予想していなかった。

「背が、伸びたな」

「親父おやじは少し老けたか？　おふくろが美人なままで安心したよ」

　親父は肩を落とし、溜ため息いきをついた。

「アル、お前なぁ、俺おれの息子に期待するのもなんだが、もうちょっと再会の雰囲気を大事にしようと思わんか」

「柄じゃないっていうか、作ろうとして作るもんでもないだろ？　って、のわ！　お、おふくろ？」

「アル！　よかった、本当に……無事で」

　突然俺に抱きついたおふくろは、涙声でそう呟つぶやく。さっきおふくろに、相変わらず美人と言ったが、こうしてみるとその身体からだがとても小さく感じる。長い黒髪に吸い込まれそうな深い色をした瞳ひとみ。昔とそんなに変わってないのに。たぶん、親父の言うように、俺の身長が伸びたせいだろう。

　親父も寄ってきて、俺の髪をくしゃっと撫なでた。大工仕事で硬くなった親父のごつい手は、おふくろとは逆に大きな存在に感じた。

「疲れてるだろう。色々話したいことはあるし、お前もそうだろうが……今日は一旦寝なさい。さっきまで、戦ってたんだろう、何かと。そんな顔だ」

　確かにさっきまで、とある世界の命運をかけて、化け物ヒトデナシと死闘を繰り広げていた。けど、そんな顔ってどんな顔だよ。俺は苦笑し、返した。

「そうだな、俺の部屋はどうなってる？　物置にでもなってたりするか？」

　冗談めかして言いつつも、おかしい話ではなかった。まあ、それならそれで適当なところで寝ればいい。色んな世界を旅するうちに、どんな場所でも睡眠をとる力が身についた。意外と役に立つ場所は多い。

「お兄ちゃんが家を出た時のまんまだよ！　あ、でもわたしが毎日掃除してるから、埃ほこりっぽいとかはない、と思う！」

　しかし俺の予想に反し、部屋は元のままらしい。兎とにも角かくにも、平らな胸を強調するエピカは、記憶の中の俺の妹そのままで、なんだかほっとした。

「じゃあ、一眠りさせてもらうよ。帰ってこれて嬉うれしいけど、混乱してるってのもある。ちょっと落ち着きたい」

「なんなら風ふ呂ろも用意するぞ？」

「それは明日でいいや。この時間にってのもあるしな」

　淡い光に照らされる壁には、俺の親友の父親が作った振り子時計がかかっている。深夜といって差し支えない時間だった。

「そうか。じゃあ、おやすみ、アル」

「アル、おやすみなさい」

「おやすみ！　お兄ちゃん」

　昔なら、毎日聞いた挨あい拶さつだ。だが、そんな当たり前の挨拶だからこそ、俺おれの心は感極まって、声も震えてしまった。

「おやすみ、みんな。それと、改めて……ただいま」





　三年前、俺はこの世界を苦しめる「支配者」を倒そうとし、逆に支配者に「危機に瀕ひんした世界に飛ばされる」という呪いをかけられ、この世界を追い出されてしまった。

　だが俺は、飛ばされた世界を救うことで、また新たな世界に転移できるということに気がついた。飛ばされた世界を救い続ければ、いずれ元の世界にも帰ることができる、そう信じ、様々な世界を救ってきた。

　そして、およそ三年が経たち、俺はこの世界に帰ってきた。

　それはとても嬉うれしい。家族の無事も確認できて、飛び上がるほどに喜ばしいことだ。

　だが──この世界は、俺が帰ってこれてしまったんだ。それはつまり、この世界が危機に陥おちいっているということの証明でもあった。

　いや、それは驚くべきことじゃない。原因はほぼ間違いなく支配者だろう。三年前から変わっていないはずだ。

　俺が気がかりなのは、そう、この世界を救った時、俺がどうなるかだ。

　危機に瀕した世界に飛ばされる。その世界が救われたら、また別の危機に瀕した世界に飛ばされる。つまり、この世界を救えば、俺は、またこの世界から──

「……いちゃん」

　そこまで考えて、いや、そこまでしか考えられずに、気づけば俺は眠っていた。誰だれかが、ベッドの上の俺の肩を揺さぶっている。薄目を開けると、部屋が明るい。朝だ。だんだんと肩を揺らす力を強めるその人物を確認するために、俺は少し首を起こした。

「お兄ちゃん、もう朝だよー」

　仰あお向むけに眠っていた俺の腹に跨またがり、肩を掴つかんでいたのは、妹のエピカだった。俺が起きたことに気がつくと、エピカはぐいっと顔を寄せてきた。鼻先がぶつかりそうなくらい近い。肌き理めの細かい肌、髪の甘い香り。思わずどきっとしてしまう。て、あほか俺は。こいつは妹だ。

「やっと起きた？　お兄ちゃん、おはよう」

　身体からだをどけて、ベッドの脇わきに立つと、妹はにかっと笑った。窓から差し込む朝日で眩まぶしい。俺は目元を擦りながら、身体を起こした。

「……おはよう、エピカ」

「寝ぼすけさんなのは、変わってないんだね、お兄ちゃん。もう朝ご飯できてるよ？」

「ん」















　身体からだを起こし、立ち上がると、俺おれは一度大きく伸びをした。妹と一緒に、階段を下りる。リビングの扉を開けると、鼻に様々な香料の香りと、視界にテーブル一杯に並ぶ色とりどりの料理が飛び込んだ。親父おやじもおふくろも、すでに椅い子すに座っていた。

「なんだ？　このご馳ち走そうは」

　作ったのはおふくろで間違いないだろう。おふくろはこの町一番の料理店で長年働いており、おふくろの料理を味わいたいがために遠路はるばるやってくる客がいるほどだ。色々な世界を旅し、その分色々な文化の食事を食べてきた俺だが、おふくろに並ぶ料理は数えるほどしか食べていない。が、ここまで手間のかかりそうな料理を朝から作るなんて。

　おふくろは、頬ほおを掻かきながら言った。

「普通の朝ごはんを作ろうと思ったんだけど、ちょっと気合いが入りすぎちゃったみたい」

　俺が帰ってきたことを喜んでくれているのだろう。家族の誕生日とか、結婚記念日とか、あるだけの材料を使って料理する癖が、おふくろにはあった。どうやら、この三年間で治ってはいないようだ。普通の食事でもよかったんだけどな。

　俺とエピカは、隣り合って座った。俺の対面には親父がいる。俺の家、というかこの世界では大体の家庭がそうだと思うが、家族が全員着席したら、それが食事開始の合図となる。みんな一斉に料理に手を伸ばし始めた。

「体調はどうだ？」

「ぴんぴんしてるよ。よく寝れたから」

　野菜に包まれた肉団子をフォークで突き刺し、口に運び頬ほお張ばった。新鮮で瑞みず々みずしい野菜が、焼き上げた肉の重たさを感じさせない。親父おやじの質問に答えながら、俺おれは久しぶりにおふくろの料理を堪能していく。

「お兄ちゃん！　今日はね、わたしも手伝ってるんだよ！」

　エピカはそう言うと、あれやこれやと俺の取り皿に入れてくる。エピカが作ったものなのだろう。まずは一口。香ばしい匂いを立てる熱々の肉は、その予想を裏切らず口の中で下と一緒に解けてしまいそうなほど美味だった。俺が旅に出た頃は、全く料理なんてできなかったのに、いつの間に上達したのだろうか。

　しばらく、とりとめのない会話を続けていた。俺は聞きたいことが一つあった。切り出すかどうか迷っていたのだが、タイミングを見計らって、俺はそれを口に出す。

「ところで、支配者はどうなった？」

　この世界を苦しめる悪の権化。私欲のために誰だれ彼かれ構わず殺さつ戮りくする。相変わらずであれば、この世界のみんなが、明日の命を案じる日々を続けていることになる。

　みんなの食事を進める手が止まった。少し間をおいて、親父が言った。

「やつのことは、もう気にしなくていい。関係ないことだ」

「は？　それって、どういう……」

　雰囲気から察するに、支配者がいなくなった、倒されたという意味ではないだろう。──関係ないことだ。親父の言葉の意味を計りかねる。それは、どういう意味なのか。俺は親父に問うた。

「……トゥットくんが、話をつけてくれたんだ」

　トゥットは、俺の一番の親友で、支配者への反逆を俺と一緒に企てた仲間だ。頭のきれるやつで──そうだ、トゥットの安否を確認したい。

「今、トゥットはどこに？」

「親父さんを継いで、時計職人をやっているよ」

　トゥットに会いたい。いや、会わなくてはならない。

　俺が異世界に飛ばされてから、何があったのかを聞くために。





　時計屋アンディアーモの外観は、電気も蒸気機関もないこの世界の中にあってもなお、時代に取り残された雰囲気を漂わしている。ペンキの剥はげかけた煉れん瓦がの壁には蔦つたが走り、昼は日差しが届きにくい立地なのも手伝って、今にも倒壊しそうだ。といっても、これは俺が異世界に旅立った三年前も、ここに初めて訪れた十数年前も、そしてきっと俺が生まれる前も、こんな外観だった。つまり、ぼろく見えるのは見た目だけってことだ。そうとわかっていても、入った途端瓦が礫れきに埋もれてしまいそうな店に入るのは気が引けるだろうと思う。二重の意味で、よく潰れないものだ。

　建てられたのは数十年前。店主が雰囲気作りに熱心な人で、このような建築を希望したのだという。立地もこだわっていて、市場からはやや遠く、人通りもあまりないところにある。「時間の止まった世界」を演出したい、だったかな。現に朝方のこの時間、この通りには俺おれしかおらず、他所とは時間の流れが分断されているような錯覚まで覚える。一体どこから客が来ているのか知らないが、どうやらまだ営業は続いているようで安心した。

　なぜこの時計屋に俺がそんなに詳しいのかと言うと、ここが俺の親友の父親の店だから──という以上に、この店の建築を担当したのが、俺の親父おやじだからだった。俺とトゥットの関係だって、親父同士の繋つながりが深かったからというのが大きい。

　小さい頃は、勝手に時計のゼンマイを巻いて親父さんに怒られたり、短針や長針をいじって怒られたり……なんだか怒られた記憶しかなかった。けど、決して悪い思い出だとは思えない。怒られたいわけじゃないんだがな、と苦笑いをしつつ、俺は店の扉を開けた。来客を迎える錆さび付ついたベルが、耳に残る重い響きを奏でた。

「はい、いらっしゃ──、え？」

　店内の掃除をしていたらしい俺の親友が、こっちを向いて呆ほうけた面を浮かべていた。俺はにっと笑いながら、片手を挙げた。

「よっ」

「アル！」

　モップを放り出し、トゥットは俺に駆け寄った。短い金髪に、薄い茶色の瞳ひとみが特徴的な俺の親友は、大げさなぐらい口をあんぐりと開けている。元気そうで何よりだ。

「帰ってきてた、のか？　いつ？」

「昨日の夜。いやあ、俺も驚いた」

　言いつつ、店内を見渡した。内装は、細かな変化はあると思うが、雰囲気自体は三年前と何も変わっていなかった。規則正しく時を刻む時計が壁際に置かれ、あるいは掛けられ、そしてカウンターを挟む形で並ぶ机の上には懐中時計もある。店内の一角には花が飾られていて、甘い香りが店内を満たしていた。

「そうか。ほんとに、その、なんだ。感動してるんだが、表現する言葉が見つからない」

「そんな大げさな表現するもんでもないさ。帰ってきただけなんだからよ。ただいま、トゥット」

　俺が右手を差し出すと、少し間を開けて、トゥットも右手で握り返してきた。

「……はは、アルらしいな。おかえり、アル」

　手を離し、俺は個々の時計に目をやった。シンプルなものから、おしゃれなもの、デザインを凝ったもの、仕掛け時計など、その豊富さは相変わらずのようだった。むしろ、変わったのはトゥットのほうだ。一緒に支配者に反逆しようとしてた頃は俺より身長が低かったはずなのに、今は目線がやや上にある。俺の身長も伸びてるはずなんだがな……ちょっと悔しい。

「立ち話もなんだし、奥に行こう。父さんは出かけてて、昼過ぎにならないと帰ってこないかも。でも、きみが帰ってきたって聞いたら、驚くだろうな」

「帰ってくるのが遅いとかって、怒られそうな気もするけどな」

「間違いないね」

　俺おれとトゥットは、一斉に噴き出したした。

　三年振りにあって、もしかしたら以前のように気軽な仲に戻れないんじゃないか、なんて思っていたんだが、杞き憂ゆうだったみたいだ。トゥットは一度店を出て、看板を裏返し「準備中」にすると、店の奥に向かった。俺もついていく。

　そこには、依頼人などの客を通して商談をする部屋がある。そのために、絨じゆう毯たんがあったり、そこそこ上質のソファがあったり、棚に置かれた小物なんかも手が込んだ作りになっている。子供の頃はここがかなりのお気に入りで、汚さないことと来客があればすぐに出ていくことを条件に、トゥットとここで遊ばせてもらっていた。そしてお菓子や飲み物を零こぼしたりして、その度に怒られたのだが……出入り禁止にされたことはない。厳しさと寛容さを併せ持つ人だった。

「紅茶でも淹いれてくるよ。くつろいでて」

　トゥットはまた別の部屋に向かっていった。ソファに腰掛けると、テーブルの端に傷があるのに気づく。これは、トゥットの親父おやじさんの工具を勝手に持ち出して、自分の名前を彫ろうとした跡だったはずだ。拙い文字で、俺とトゥットと、もう一人親友の名前が刻まれている。もちろん後で怒られた。指で撫なでる。思えば馬ば鹿かばっかりやっていた。他の世界に飛ばされてからは、世界を救うことばっかりを考えてて、馬鹿をする心の余裕などなかったのかもしれない。

　お盆を抱えたトゥットが扉を開けて帰ってきた。お盆には、湯気を立てる紅茶が二杯、それとお菓子の詰まったバスケットが乗っている。紅茶の香りが懐かしい。この辺りの地方でしか採れない茶葉を使ったものだ。他の世界にはない、この独特な香りを嗅ぐと、子供時代の情景が想起された。

「もうご両親には会ったかい？」

「ああ。帰ってきた場所が家の中でさ、そのまま妹と出くわして、ていう感じかな」

　転移する場所は毎回ばらばらで、今回も偶然だった。そういえば、家族も寝静まってたあんな時間に、エピカはなんで起きていたのだろうか。俺の出した物音で起きたのか？　でも扉が開いた音もなかったし、俺が現れた時には廊下を歩いてた風だったけど。まあ、トイレに向かう途中とかだったのかもしれない。

　それよりも、だ。

「で、トゥット、帰ってきた挨あい拶さつってのもあるし、色々話したいことはあるんだが……それよりもまず、聞きたいことがある」

「なんだい？　あらたまって」

「支配者のことだ」

　にこやかに俺の対面に腰掛けたトゥットだったが、俺がそう言った途端に表情を凍らせた。家族と似たような反応だ。あまり触れたい内容ではないのだろう。でも、聞かなくちゃならない。

　トゥットは、どこか暗い表情で言った。

「もう、終わったんだ。少なくとも、僕らが危険な目に合うことは決してない」

「俺おれの親父おやじも似たようなことを言ってたぜ。それで、トゥットが話をつけたんだって一体どんな話をしたんだ？　あの支配者と」

　トゥットは黙りこくってしまった。

「危険な目に合うことはないって、どういうことだ？　虐殺は終わったのか？　他の仲間達は今何をしてるんだ？」

　顔を伏せ、トゥットは何も喋しやべらないでいる。仕方なく、俺は質問を変えた。

「俺がどうして帰ってこれたか知ってるか？」

「危機に瀕ひんした世界を救って、……それで、この世界に辿たどりついた、かな。正直、詳しい原理は全く想像できないけど」

　それは少し意外だった。

「知ってたのか」

「支配者に、ね。きみが異世界に飛ばされた後に、言われたんだ。このまま戦い続けて、自分を倒してしまったら、きみは一生この世界に戻ってくることはできなくなるだろうってね。正直、異世界という存在自体半信半疑だったが……きみが帰ってきたということは、本当にあるんだろうね」

「ああ、ある。そしてどの世界も、危機に瀕してた。例外なんてなかった。──だから」

　俺は一呼吸おき、諭すように言った。

「何かを隠しても無駄だ。この世界は、救われてない。じゃなきゃ、俺は帰ってきていない。支配者は、まだこの世界で何かしてるんだろう？」

　危機に瀕した世界に飛ばされる。なら、俺がこの世界に飛ばされたのは、この世界が危機であることのなによりも確かな証拠になる。

　トゥットは、またしても閉口した。そして、下を向いて、しばらくうなだれていた。が、頭を抱えて「ああああああもうっ」と呻うめきだした。と、突然顔を上げた。

「きみには隠しておきたかった。けど、きみの帰還が支配者の恐怖の証明になるなんて」

「やっぱり、無差別虐殺は続いてるんだな？　支配者とはどんな話をしたんだ？」

「話なんて。あいつが出した提案を呑のんだだけだよ。正直、それが正しいことだったのかどうか、僕には判断できなかったが……」

「どういう提案だったんだ？」

　トゥットはまたしばらく口を閉じていたが、今度のそれは言いたくないからではなく、言いたいことをまとめているんだということが、トゥットが右手で口を覆っていたのでわかる。トゥットが真剣になる時の癖だった。静かに待つ。

「前提として、支配者がいなくなり、平和になった場合、きみがこの世界に帰ってこられなくなることを告げられた」

　三年前、俺おれは「危機に瀕ひんした世界に飛ばされる」という呪いをかけられた。そして、その後飛ばされた世界で、その危機を救ったら、別の危機に瀕した世界に飛ばされることに気づいた。これを繰り返せば、支配者に苦しめられる自分の世界にも、いずれ戻れるのではないか。そう考え、世界を救ってきた。どうやら支配者は俺がこう考えることを知っていたらしい。本当に帰ってくると思っていたかどうかはわからないが。

「その後、今回反逆した僕達には、これから先虐殺に選ばないと宣言してきた。家族や、望むなら友人も含めて」

「直前に俺に言ったようにか？　それを信じたのか？」

「待て。支配者は、人質になるものがほしかったらしい。きみは異世界に閉じ込められ、支配者を倒せば帰ってくることはない。あの場にいたのは、きみが集めた仲間達だ。異世界っていうのは俄にわかには信じがたかったけど、それでも見捨てるようなことをしたくなかった。支配者の未知の力への恐怖もあった」

　その結果、俺は確かに帰ってきている。だから、俺はそのことにきつくは言えない。しかし、もやもやとしたものが残った。だが、とりあえず、俺達が安全という理由はわかった。虐殺対象から外されているわけだ。

「……それで、虐殺はやっぱり続いてるのか？」

　俺が帰ってきたというのもあるので、俺は期待薄に投げかけた。生いけ贄にえという名の下で行われる無差別虐殺。あの男がそう簡単にやめるとは思えない。

「そうだね。むしろ、ペースは上がったような気さえするよ。一日に、少なくとも百人、多い日は千人近く殺されてる」

　日に千人。俺は生唾を飲んだ。この世界は、俺の経験してきた数多くの世界と比べて、人口は多いほうではない。そんな数の人が死んでいけば、いずれ最後の一人が殺される日も遠くはない。もしまだペースを上げられれば、十年と持たないだろう。とてつもない危機だ。

「そこまでわかってて、トゥットは何か行動してるのか？」

「……今のところ、僕や僕の友人、家族、それにあの時の仲間達の中にも、支配者に殺されたやつはいない。だから」

「だから、自分とは無関係な人は殺されてもいいって言うのか？」

　苦虫を噛かみつぶしたような表情で、トゥットは返した。

「僕だって実態に気づかされた時は憤った。要求を呑のんだ自分を恥じた。アル、きみには悪いが、支配者を打ち倒そうと考えもした。でも、もう遅かったんだ。僕は……」

「遅かったって、何がだよ」

「僕は、結婚したんだ」

　俺はその突然の告白に面食らい、何度か目をぱちくりさせてしまった。少し温ぬるくなった紅茶を一気に喉に流し込む。むせた。落ち着きを取り戻し、とりあえず口を開いてみる。

「お、おめでとう？」

「ありがとう」

「えっと……相手は？」

「エテルノ。家も、きみのお父さんに依頼して建ててもらって、今はそこに住んでる。日中は、僕はここで働いてることが多いけどね」

　エテルノは、俺おれとトゥットの共通の親友で、幼おさな馴な染じみでもある。このテーブルにつけられた名前の跡の、三人目だ。昔から知ってる仲の二人が結婚したというのが、なんだか不思議な感じというか、いや、考えてみれば、そんなにおかしくもないし、むしろお似合いの二人だと思う。

　俺があんまりにも馬ば鹿かみたいな表情をしていたからだろう。トゥットは仕切りなおすように言った。

「と、とにかく！　相手は、人を異世界に飛ばすことができるような化け物だ。何もしなければ、僕達に被害が及ぶことはない。僕一人がどうなったって構いはしないが、エテルノにまでやつの生いけ贄にえにされてしまうなんてことには、絶対にしたくないんだ」

　俺は、強く言えなくなってしまった。いや、そもそも、ここに来たのは今のこの世界の状況を把は握あくしようとしたためであって、トゥットに協力を仰ぐのが目的ではなかったはずだ。つい、昔が懐かしくなって、強引に出てしまったが、もうあれから三年経たつんだ。事情だって、変わってくる。

　俺は席を立った。

「ちょっと、色々言い過ぎた。悪いな、責めるみたいなこと言っちまって」

「いや……こっちこそ、ごめん」

　部屋を出ようとした時、俺の背にトゥットが言葉を投げた。

「きみも、家庭を持って落ち着いたらどうだい。三年も異世界にいたんだし、きっと何かしがらみがあるだろうけど……全部忘れたほうがいい。僕達が生贄にされることはないんだから」

「ま、考えておくよ。んじゃ」

　アンディアーモを出て、最後にトゥットが言ったことを思い出す。

　家庭を持つ、ね。

　頭には、クロワが浮かぶ。

　もう一年くらい前だろうか。俺はとある世界で少女と出会い、恋をした。クロワだ。

　二つに結って分けた絹のような金髪と、太陽を反射して煌きらめく水面のような碧へき眼がんが印象的な彼女は、自分は勇者であるという暗示をかけられた、過酷な運命を辿たどる少女だった。俺だって、その毅き然ぜんとした立ち居振る舞いに、勇者だと思わされていたが、あれだって植えつけられた使命感に押し潰されないようにする無意識のせいだったのだろう。

　一緒に旅をして、強いところも、弱いところも見た。いつの間にか惹ひかれてた。けど、いずれ去る運命のせいで、気持ちを伝えることははばかられていた。そしたら、向こうのほうから告白されて──

　クロワはまだ、あの世界にいるんだろう。俺おれを待ってくれているんだろう。

　俺だって、また会いたいと思ってる。会えるって信じてる。

　会える。必ず。





　晩飯を食った。風ふ呂ろも入った。寝巻きに着替え、家族におやすみと言って、自分の部屋に入る。そして、そっと鍵を掛けた。

　静かに俺は新しい服に着替え始めた。衣きぬ擦ずれの音が、部屋の外に漏れないよう、慎重に、ゆっくりと腕を袖そでへと通す。昼の間に、伸びた俺の丈に合わせて、おふくろが買ってきてくれたものだった。色んな世界を旅してきたせいか、着慣れていたはずのこの世界の服が、なんだか新鮮に感じられた。

　暗がりの中、窓から差し込む星明かりだけを頼りに、自室を見渡した。数年間誰だれも住んでいなかっただろうに、花瓶の花は瑞みず々みずしく、机も椅い子すもベッドのシーツも整っていた。

　ベッドに寝転がる。目は閉じない。天井の木目を見つめた。壁掛け時計が刻む音が鼓膜を叩たたく。色んな世界を渡り、何度か思った疑問なんだが、世界によって時間の単位は変わっても、一日の体感時間はどこも同じように感じられた。同じように起き、同じように活動し、同じように眠ることが、どの世界でも可能だった。一年の周期も、数日程度しか差がないことが多かった。人間がいる世界ってのは、大体どこも似たような環境なのかもしれない。

　そんなことをしばらく考えた後、俺は上体を起こした。たぶん、そろそろみんな寝静まった頃だろう。

　俺は、家族に何も言わず、支配者を倒しに行くつもりだった。……正直、何を言えばいいのかもわからない。それに、支配者を倒せば、恐らく俺はこの世界から別の世界に飛ばされ、この世界に帰ってくることはないだろう。居心地の良すぎるこの家にいたら、この世界が危機に陥おちいっている現実から目を逸そらしてしまいそうだった。

　できることなら、この世界に帰ってきた時、家族なんて全く関係ない土地に転移できていたら、こんな中途半端な未練を残さずに支配者を討ちに行けたのかもな、なんて思いながら、俺はベッドの下の剣を取り出す。鞘さやから半ばほどまで刀身を抜く。思えばこの青剣とも長い付き合いになる。淡く、青く輝く刃は、俺の心境を表しているかのようだった。

「さて」

　剣を背負う。扉のノブに手を掛けた時、一度だけ部屋を振り向いた。数秒、まばたきもしないで、目に焼き付けるように。一呼吸おいてから、俺は自室を出た。

「お兄……ちゃん？　こんな時間にどうしたの？」

　廊下でエピカと出くわした。

「どうしたんだって、エピカこそどうしたんだ？　こんな時間に」

　俺おれは問い返すことで、ひとまず自分に向けられた質問を逸そらした。内心俺は驚いている。エピカは家族の中でも一番の早寝、早起きを心がけていたはずだ。とっくに寝ていたと思っていた。

　エピカは、やはり眠いのか、目元を擦りながら笑った。薄い桃色の寝巻き姿。

「神ノ杯エデングレイルに血を、ね。捧ささげてたの」

　神ノ杯──それは、この世界で言う、宗教、あるいは伝統、儀式、慣習……そんな感じのものだ。神ノ杯に血を捧げると、なんでも願いが叶かなうという。まあ、「神」の杯だなんて大層な名前がついているが、市場に出れば簡単に買うことができる、なんてことはないただの器だ。たまに凝った装飾がついたものも見かけるが、もちろん本当に願いを叶える力なんてない。俺だって年一回、自分の誕生日にちょっと指を切って垂らすだけだった。いわば願掛けみたいなものだ。商人が商売繁盛を願ったりな。

　こんな時間に、エピカは何を願っていたんだろうか？　エピカもそんなに熱心に血を捧げるほうじゃなかったはずだが。俺は訊きいてみた。すると、

「お兄ちゃんと、ずっと一緒にいられますようにって」

「……っ」

　胸が痛んだ。ここには、俺のことをこんなに思ってくれている妹がいる。なのに俺は旅立とうとしている。俺は、このまま旅だっていいのか？　それは正しいことなのか？

「それで、お兄ちゃんはどうしたの？　服も着替えて」

　息が詰まった。目が泳いでいることが、この暗くら闇やみでばれていないことを祈る。咄とつ嗟さに出た嘘うそは、なんとも下手で薄っぺらいものだった。

「さ、散歩だよ」

「こんな時間に？」

「寝付けなくってさ」

「剣まで持って？」

「あ……これは」

　俺は笑って剣を下ろし、ベッドの上に放り投げた。

「ちょっと前まで危険な世界にいたからさ。持ち運ぶのが癖になっちまってたのかな。いやー、うっかりしてた」

　自分で言ってて白々しいが、エピカはあまり興味がなさそうだった。

「ふーん……。ねね、散歩に行くなら、わたしもついていっていい？」

「え？」

「もっとたくさんお話したいの」

　エピカは俺の服の裾をぎゅっと握り締め、期待のこもった眼まな差ざしを向けてきた。まさか、俺がここを出ていくだなんて全く思っていない、そんな瞳ひとみ。その青色に、吸い込まれそうになる。

「あー、えっと」

　困った。断る理由が思いつかない。

　いや、それ以上に……もう少し妹と喋しやべってから旅に出てもいいんじゃないかなんて考えている、自分がいた。

「それとも、わたしがいたら、邪魔なのかな……」

　俺おれはエピカの髪をわしゃっと掴つかんだ。雑に撫なでる。

「な、なに？」

「その格好じゃ出歩けないだろ。さっさと着替えて来い」

「やった！　すぐに戻ってくるね！」

　廊下を駆けていくエピカの後姿は本当に無む垢くで、無邪気で、俺との散歩がどれだけ嬉うれしいのかと俺が呆あきれてしまうほどで。でもそれが俺にもなんとなく幸せに感じられて。

　その分、この世界に留とどまりたいという気持ちが高まってしまう。





「どこに行くの？」

　この世界にはまだ電気がない。正確に言えば、エネルギーとしての電気がない。雷は鳴るし、静電気も起きる。だが、電気というエネルギーを利用、あるいは貯蓄する技術がこの世界には存在しなかった。

　だから、家を出れば夜の町は暗くら闇やみだった。整備された街灯なんて、首都にだってありはしない。

「目的地はないな。適当にぶらつく感じにしようと思ってたけど、エピカはどこか行きたい場所とかあるか？」

「じゃあ！　わたし、花畑に行きたいな。そんなに遠くないし。覚えてる？　お兄ちゃんとわたしと、お父さんお母さんで、よく行った花畑」

「ん、いいぜ。時間が時間だし、行って帰ってくるくらいしかできないけどな」

「またそのうち、ゆっくり花畑で遊ぼうね」

「……そうだな」

　またそのうち、か。旅に出て、支配者を倒してしまえば、二度と来ることのない「また」だ。向かう花畑は、俺が小さい頃から、家族と来たり、エピカと二人で来たり、トゥットやエテルノ、他の友達と来たり……この町でも、特に思い出の多い場所の一つだった。

　夜風はあまり強くなく、気温も大して低くない。春の終わり、夏の始まり、暦は確認していないが、そんなところだろう。夜の過ごしやすい季節だった。

　でも、歩き始めるなりエピカは俺の腕にしがみついてきた。

「どうした？　寒いのか？」

「ちょっとでも近くにいたいなって。ずっと離れてたから」

　笑顔で言うエピカに、俺は言葉が返せなかった。

　俺は今どんな顔をしているのだろう。自分でもわからない表情をエピカに見せたくなくて、俺おれは前を向いて歩き出した。しばらく歩いていると、エピカが俺に話しかけた。

「背、伸びたね」

　その頃には、俺も平静を取り戻していた。腕にしがみついたままのエピカを横目で見る。白い肌、その頬ほおが少し骨ばって見えた。

「エピカも結構伸びたな。でも、少し痩やせすぎじゃないか？」

「そ、そうかな？　えへへ」

　記憶の中の幼いエピカは、もっと柔らかそうな頬を持っていて、肥満ではないが、健康的な肉付きをしていたように思う。今のエピカはどこかおぼろげで、儚はかなげだ。夜の雰囲気のせいだろうか。

「お兄ちゃんは、こっちに帰ってきて、どう？」

「どうって言われてもなあ……。大して町並みは変わってないし、家も、アンディアーモも変わってなかった。でも、エピカも成長して、親父おやじも老けて、トゥットはエテルノと結婚してるし。おふくろは相変わらず美人だけど。変わるもの、変わらないもの、色々あって驚かされてばっかりだよ。何か、まだ俺が知らない変わったこととかあるか？」

「いっぱいあるよお。んとね、そうだなー、チリエージョおじさん覚えてる？」

　俺は頷うなずいた。うちがひいきにしてるパン屋で、子供の俺が行くと、おまけにパンを一つつけてくれるものだから、それを見越した親父がよく俺におつかいをさせていた。今思うと、我が親父ながら呆あきれた話だ。

「あのパン屋さんね、改装して二階建てになったんだけど……」

　それからしばらく、俺はエピカの話を聞きながら歩いた。その中には、俺が驚かされるものもあれば、くだらないこともたくさんあった。でも、どの話も聞いていて楽しかった。異世界にいた頃は、もちろん古い知り合いなんていないわけで、「変化」というものはごく短い間でしか体験できなかった。だからかもしれない。話を聞いている間、こんなにも、俺がこの世界の住人なんだと実感するのは。

　気づけば目的の花畑に着いていた。夜の花畑は、神秘的な雰囲気に包まれている。月明かりが花弁を優しく照らし、風が茎をしならせた。甘い匂いに誘われた虫達の囁ささやき声ごえが、微かすかに鼓膜を通る。

　エピカは、ずっと引っ付いていた身体からだを離し、花畑の中に踏み込んでいった。ゆっくりと俺はそれを追いかける。エピカは振り向いた。

「お兄ちゃん！」

　俺が近づくのを待って、エピカは続けた。

「もう、どこかに行ったりしないよね？」

　がんと頭を殴られた気がした。拳こぶしを固く握った。その痛みに耐えるように。その心の痛みに。できれば、こういうことを言われる前に旅立ちたかった。何を言っても嘘うそになる気がしたから。

　俺はそっと手を伸ばし、エピカの髪をわしゃわしゃとなでた。やんっと言葉になってない小さな声を上げるエピカだったが、すぐに大人しくなった。

「あんまり長く外にいると、風邪引いちゃうな。帰るか」

　決心が揺らぐ前に、旅立たないと。そう思っていた。

　けれど本当に、俺おれはこの世界を救いたいのだろうか。──いや、救いたいんだ。その気持ちに偽りはない。でも、同じくらいこの世界に残りたい。家族や友人と一緒に暮らしたい。そう思ってるんだ。俺は、その二つを天てん秤びんに乗せるのを恐れている。「世界を救う」という錘おもりの反対側に、釣り合ってしまう何かを乗せてしまったら、俺は知らない人達を、この世界を、見捨ててしまうのだろうかと。

　行きと比べて、帰りは静かだった。もしかしたら、エピカは話しかけてくれたのかもしれないが、自分自身への問いかけと、その答えに頭が振り回されて、それどころじゃなかった。

　家に帰ってきた。俺は自室の前でエピカと別れようとした。すでに揺らぎ始めている心を誤ご魔ま化かすので精一杯だ。早く、この家を出ようと思った。しかし、

「今日は、お兄ちゃんと一緒に寝たいな。だめ？」

　エピカのつぶらな瞳ひとみに見つめられながらそう訴えられて、断れるほど俺の決意は固まっていなかったらしい。明日は……明日こそは出立しよう。自分にそう言い訳をして、エピカを部屋に入れた。





　翌朝、目が覚めた俺は、ベッドの中にエピカがいないことに気づいた。部屋を見渡すが、やはりいない。ベッドから出て着替えた俺は、とりあえず廊下に出た。朝食の準備の手伝いにでも行ったのだろうと思って、リビングに向かう。その途中、階段手前の一室から物音がした。そこは神ノ杯エデングレイルが置かれてる部屋だった。そうっと俺は扉を開ける。エピカはそこにいた。俺はその細い背中に声をかけた。

「おはよ、エピカ」

「あっ、お兄ちゃん。おはよう」

　エピカは綿の布で指を拭ふいていた。

「また祈ってたのか？」

「うん！　わたしね、神様って、本当にいるんだと思うんだ。ずっと祈ってたら、お兄ちゃんは帰ってきた。だから、毎日お願いするの。ずっと、お兄ちゃんがこの世界にいられますようにって」

　俺は、また言葉が返せなくなる。その代わりに、エピカに近づいて、神ノ杯を覗のぞき込こんだ。すると、赤黒く固まった血液のこびりつく底に、まだ鮮やかな赤を保つ雫しずくがある。神ノ杯の置いてある机は特に装飾もない木製のそれで、部屋の内装も他の部屋と変わるところはない……というか、半ば物置と化していて、三年も誰だれもいなかった俺の部屋以上にごちゃごちゃとしていた。

　確か、神に直接繋つながっている神ノ杯エデングレイル以外は重要なものではないので、凝った装飾を施す意味がないとかなんとか。色んな世界の宗教を見てきた俺おれは、以前よりもなんとなくこの世界の神ノ杯について客観視してる気がする。ただの器なんかに血を流して願いが叶かなうなんて、そんな便利なものあるわけがないよなー、なんて思いつつも、口では正反対のことを言う。

「俺のやつはどこにある？　久々に祈ってみるか」

「ちょっと待ってて。えっとねー」

　昔から、自分の誕生日くらいにしか神の杯に祈ることもなかったし、異世界に飛ばされてからなんて一度も神の杯に祈ろうだなんて思いもしなかった。所詮願掛け程度にしか、昔から考えていなかったのだろう。でも、熱心なエピカを見ていると、ちょっとくらい乗っかってみるのもいいかもしれないと思った。

　エピカが探し出した神ノ杯は、少し埃ほこりを被かぶっていた。新しい布でさっとエピカは拭ふき、机──一応は祭壇──に置いた。

　専用のナイフを受け取り、人差し指に押し当てる。痺しびれるような痛みを感じ、そっと刃を離すと、一文字についた切り口から、ぷくっと丸く血が膨らんだ。神の杯の上に手を差し出し、指先から血が垂れるのを待つ。ぽたり、と妹のものと比べて大して血痕もない神の杯に、俺の血が落ちて小さく広がった。はい、終わり。

「何をお願いしたの？」

「みんなが笑って過ごせますようにってね」

「ふふっ、お兄ちゃんらしいね」

「そうか？」

「うん。みんなっていうところがね。誰だれか一人じゃなくて、いっつもみんなを幸せにしようって思ってる。でしょ？」

　意識したことがなかった。どうだろう？　少なくとも、実行はできていない。色んな世界を旅する中で、犠牲を出したこともある。大のために小を切ったこともある。助けられるはずだったのに、助けられなかった人もいた。

「もう朝ごはんできてるかな？　ね、食べにいこ？」

　俺が指を拭いて血が止まったのを確認すると、余程お腹なかが空すいているのか、エピカが俺の服の袖そでを引っ張った。そうだな、と頷うなずくと、俺達はリビングに向かった。

　今日の朝食はいつも通りだった。いつも通りなんて表現もなんだかおかしいな、つい一昨日まで、全く違う生活をしていたんだから。でも、俺にとってのいつも通りの朝食ってのは、こういう朝食なんだ。パンやサラダに目玉焼き、薄く切ったハムなど、昨日の朝みたいに凝ったものを作られるよりも、こっちのほうが俺には朝って感じがしていい。

「ちょっといいか」

　コーンスープを飲み干して食事を終えると、親父おやじに呼び出された。

「どうかしたのか？　親父」

「少し聞きたいこと……というか、話したいことがあってな」

　話ってなんだろう。隣に座っているエピカも首を傾かしげているし、心当たりはないようだ。いや、まあ、どんな話をされてもおかしくない気はするけどな。ついこの間まで、俺おれはこことは別の世界にいたんだ。何も聞かれないほうが不思議ってもんだ。

　親父おやじの書斎に場所を移す。今までに建築した建物の設計図や、その他色々な資料が壁際の棚を埋め尽くしている。座るように言われ、椅い子すに腰掛けた。

「それで、話って？」

　親父はしばらく目を閉じ、腕を組んでいた。俺はじっと待つ。額や目尻に、かなり皺しわが増え、前髪が薄くなった親父だが、ごつい腕や胸板は、まだ親父が現役で建築をしていることを俺に教えてくれる。親父はゆっくり目を開け、少し息を吸い込んでから、口を開いた。

「昨日、一人で家を出ようとしていたな」

　呼吸ができなかった。気づかれていた、その動揺で。肯定していないが、凍りついた俺の表情は親父にそれが事実だと確認させたようなものだった。

「そっと出て行かれてたら気づかなかっただろうな。でも、寝室の前でどたばたしてれば、さすがに目も覚める」

　エピカと出くわしたことで、親父にまで気づかれていたのか……。確かにエピカなんて、着替えに行く時廊下を走っていったし。

　俺は、これから親父に言われることを想像した。馬ば鹿かなことは考えるなだとか、親の身になってみろだとか。何を言われてもしょうがない気がした。

「支配者のところに行こうとしていたのか？」

　誤ご魔ま化かしを許さない空気に、俺は正直に頷うなずかされた。親父の深い溜ため息いきが、俺に重くのしかかってくる。

「倒しに行くのか？」

　俺はまた同じように頷いた。

「なぜ黙って行こうとした？」

「それは……」

「止められると思ったからか？」

　お見通しらしい。俺はうな垂れるように頷いた。

　親父は、深く長い溜息をついた。

「必要なものは？」

「え？」

「旅に必要なものは何か聞いてるんだ。そういうのは、俺よりお前のほうが詳しいだろう」

　つまり……えっと、どういうことだ？　なんで俺はこんな質問を受けているんだ？

「どうせとめてもいつかは行っちまうんだろう。なら、親の俺がすることは、せめて無事に帰ってこれるよう、精一杯支援することだって、そう思ったんだよ」

「支配者を倒しに行ってもいいってこと……なのか？」

「そう言ってるだろう。三年も他所の世界にいて、こっちの言葉がわからなくなっちまったのか？」

　止められるんじゃないかとか、怒られるんじゃないかとか、そんなことばかり考えていた自分が急に恥ずかしくなった。

「ありがとう、親父おやじ……」

「ただし、条件がある」

　親父はにっと笑った。俺おれと同じ笑い方だ。きっと、事あるごとに親父が見せるこの笑顔に惹ひかれて、俺もこう笑うようになったんだと思う。

「母さんとエピカにも、ちゃんと事情を話してから行くこと。いいな？」

　俺は力強く頷うなずいた。

「特に、エピカには心配をかけるなよ。お前がいなくなってから、何度も倒れたんだから」

「……倒れた？」

「神ノ杯エデングレイルにな、毎日のように血を注いだんだ」

　昨日や今朝のエピカとのやり取りを思い出す。確かにかなりの頻度で血を捧ささげているようだった。けど、多少指を切って血を出した程度で倒れるほど、エピカは貧血でもないはずだ。

「今は、だいぶ落ち着いたんだ。昔はお前が帰ってこないのを、自分が捧げる血が足りないせいだって言って、深い傷を自分に作って……。俺や母さんが気づいてとめなかったら、本当にどうなってたかわからん」

「……そんなことが」

　そんなことがあったなんて。今のエピカを思い出す。昔と比べて、身長は少し伸びたものの、頬ほおの膨らみや身体からだの肉付きなどが失われた気がしていた。あれは、気のせいじゃなかったんだ。俺が帰ってこないばっかりに。

「エピカは、お前のことをそれくらい大切に思ってるんだ。自分なんかよりも、な。心配をかけさせるなよ」

「ああ。必ず、支配者を倒してみせる」

「そして、無事に帰ってくる。だろ？」

「……そうだな。頑張るよ」

　俺の言葉に何か含みを感じたのか、親父は小首をかしげた。が、俺がにっと笑うと、親父もにっと笑い返してきた。

　支配者を倒せば、俺はまた別の世界に飛ばされるだろう。親父はそのことに気づいていない。本当は、そのことも説明しないといけないんだろう。けど──

　どうしてもそのことだけは、言う気になれなかった。





「あーもう泣くなって。死にに行くんじゃないんだから」

「だってっ、だってっ、せっかくお兄ちゃん帰ってきたのに、また危険なことっ」

　案の定というか、エピカは反対した。おふくろは、半ば諦あきらめにも似た吐息と共に了承してくれた。一応、エピカも一度は了解してくれたんだが、家を出る時になって、また泣き始めた。

　ここまで俺おれのことを想おもってくれる妹がいて、俺は幸せ者なんだと思う。でも、だからこそこの世界を救いたい。大切な人にいつ危険が及ぶかもしれない世界なんて、俺は嫌だ。

「お兄ちゃんのことが信じられないか？」

「うう、信じてるけど、でもっ」

「遅くはなったけど……帰ってきた。今度だってそうさ。きっとな」

　頭をぽんぽんと撫なでると、一応不満の声は上げなくなった。さすが、俺の妹だ。

　さて、いざ行こうというところで、俺の前に立ちはだかる影があった。短い金髪、薄茶色の瞳ひとみ、俺より少し高い背丈。俺の親友にして、戦友、仲間。

「アル、行くのか」

　トゥットだった。店の服を着ているから、きっと抜け出してきたんだろう。

「行くのかって訊きいたんだ」

　真剣な表情で問うトゥットには、どこか鬼気迫るものがあった。俺は頷うなずき、返した。

「ああ。行くよ。支配者を倒すためにな」

「勝算はあるのか？　相手はよくわからない力できみを異世界に飛ばしたんだぞ」

「なんとかなるさ。負ける気はねえよ」

「それじゃ困るんだ！」

　突然語気を荒げたトゥットは、俺にずずいっと寄ってきた。

「きみがもし負けたら、きみの家族や、昔仲間として一緒に戦った仲間達、きみに関連する誰だれもが危険に晒さらされることになる。もちろんエテルノも。考え直すべきだ、きみは。普通に暮らせば、僕達は安全を保証されているようなものだ」

「じゃあ、お前は他人が死ぬのはどうでもいいって言うのかよ」

「そんなわけない。でも、僕は今の生活のほうが大切で、守りたいと思うんだ」

　俺も一歩前に出た。鼻先がぶつかりそうな距離だ。くそ、俺のほうが身長低いってのがむかつく。トゥットのくせに。

「俺のかけられた呪いを知ってるだろ。危機に瀕ひんした世界に飛ばされるんだ。逆に言えば、この世界は危機なんだ。解決の鍵は支配者が持ってる。第一、本当にあの支配者がいつまでも約束を守り続けると思ってるのか？」

　トゥットの歯は軋ぎしりが聞こえた。トゥットは、現実から目を背けてるだけなんだ。いつまで続くかわからない平穏を、永遠だと信じているに過ぎない。いや、トゥットだってわかってるはず。けど、わからないことだらけで不安なんだろう。

　トゥットは右手で口を覆った。少し間を置いてから、口を開く。

「そうだったね、君はそういうやつだった。真まっ直すぐで、だからこそ僕やみんながついていった。きっと口で言っても止まらないんだろ。だったら、力づくでも止めてやる」

　だがな、その不安を俺おれに向けたところで何にもなりやしないぜ。

　トゥットは一歩後退すると、身体からだを捻ひねって拳こぶしを繰り出してきた。顎あごを狙ねらったすくい上げるようなその拳、本気で俺を気絶させるつもりらしい、容赦ない一撃。だが俺は左手だけで難なく止める。

「トゥット、俺に喧けん嘩かで勝ったことがあったか？」

「ないね。けど、もう最後に喧嘩してから何年経たったと思ってるんだ。さっき、支配者がいつまでも約束を守ると思うかと聞いたな。僕がそこまで楽天家じゃないことは君も知ってるはずだ。裏切られたその時のために、自分を鍛えることを怠ったことはない、よっ！」

　なるほど。裏切られるまで夢を見て、裏切られてから対処しようって考えだったのか。たぶんだが、それじゃ遅すぎる。お前の拳みたいにな。

　俺はトゥットのもう片方の拳を首を曲げて避けた。そして足払いをかけ、一気にトゥットを組み伏せた。決着は、それでついた、ように見えた。

「まだだ！」

　トゥットは地面の土を掴つかむと、手首だけでそれを飛ばし、俺の顔面に叩たたきつけた。一瞬俺が怯ひるんで力を抜いた瞬間に、トゥットは俺を押しのけた。

　俺との間合いを詰めると、トゥットは回まわし蹴げりを放つ。遠心力で重い一撃となったそれを俺は腕で防ぐが、もう片方の腕をすぐに体勢を整えたトゥットの両手に絡め取られてしまう。見事な手際と言えた。トゥットはそのまま、俺を背負い投げしようとした。俺の身体は、宙に浮いた。

「確かに強くなったみたいだな。けど俺だって成長したさ」

　俺は空中でフリーになっている片手で、トゥットの肩をがっしりと掴んだ。そしてあらん限りの力で持ち上げた。一瞬、俺もトゥットも滞空する。先に着地したのは、叩きつけられるはずの俺だった。しっかり両足で着地し、トゥットを叩きつけた。その身体に覆い被かぶさり、トゥットを今度は身じろぎできないほどきつく組み伏せる。

　しばらく抵抗していたトゥットだったが、勝てないと悟ると力を抜いた。これで、本当に決着がついた。

「僕が投げ飛ばそうとした時、自分で跳躍したんだな……。その勢いで、僕を。どう動いたかは理解できるが、どうしてそんな芸当をあの一瞬でできるんだ……」

「言ったろ？　成長したって」

「身長は僕のほうが伸びたのにね」

　俺はむっとしてトゥットをきつく締め上げた。本気でトゥットが音を上げたので、ここら辺にしといてやる。俺おれは立ち上がった。

　しばらく呼吸を整えてから、トゥットは俺に聞いた。

「本当に、行くのか」

「ああ」

「さっき、色々言ったが……本当は、不安なだけなんだ。きみを信じていないわけじゃない。でも、支配者の力も未知数だ。せっかく再会したばかりだというのに、もし、ここで止めないで、きみが無事に帰らなかったら……僕は……」

「何馬ば鹿かなこと言ってんだ。俺があんなやつに二度も負けるわけないだろ。信じとけって」

　俺は拘束を解くと、立ち上がった。家族に振り返り、言う。

「トゥットはトゥットなりに、俺を心配してくれてたんだと思う。悪く思わないでくれ」

「今更そんなの言われなくともわかってるもんだ、お前達がまだ言葉も覚えてない頃から一緒にいるのを見てるんだからな」

　親父おやじはにっと笑った。俺も笑い返した。

「それじゃ、行ってくる」

　俺は背を向けて、歩き出した。

「絶対っ、絶対無事に帰ってきてね！」

　エピカの言葉が胸に刺さった。万事が上う手まくいけば……俺が帰ってくることはない。

　俺は一度も振り返らず、町を出た。エピカが俺を見送った声が、合同馬車に乗っても耳に残り続けた。










第二章　エデングレイル





　支配者というのは、もちろん本名ではない。

　そう呼ばれているのは、二百数十年前、やつがこの世界に現れた時、こう言ったからだと聞いたことがある。

『今日からおれが、この世界の支配者だ！』

　だが実際この世界を統治しているのは支配者ではなく、王と貴族達だ。支配者自身、政治に関心があるようには見えない。支配者は決して圧政によってこの世界を危機に陥おとしいれてるのではない。

　では、何をもって支配者はこの世界の危機となりうるのか。それは、支配者が作ったただ一つの制度──生いけ贄にえ制のせいだった。内容の説明は簡単で、支配者は好きな時に好きなだけ生贄を召集でき、それを生贄として殺すことができるというもの。細かい決まりはあるが、そういったものはこの二百数十年の間に生贄制をより効率的に機能させるためにつけられたものにすぎない。

　実にふざけた制度だが、なぜか今も続いている。王も貴族も、止やめる気はない。王族や貴族から生贄が選ばれようとも、反旗を翻そうという者は誰だれもいなかった。

　支配者が言うには、生贄は、世界の平和のために必要なのだという。そのために、三年前までは日に数十から百人、今では千人近くが生贄にされている。もし通算すれば、支配者が今までに殺した生贄の数は、この世界の今の総人口を上回るだろう。何が世界の平和だ。ただの殺人狂に過ぎない。

　自分や、自分の家族、友人含め親しい人達、いがみ合って、喧けん嘩かしたやつも含めて、いつ生贄にされるかわからない世界。そんな世界はおかしい。そう思って、三年前の俺おれは仲間を募り、支配者の居住する首都郊外の『宮殿』を襲撃した。結果はこのざまだったわけだけどな……。あれから、生贄の数が極端に増えたことを考えると、俺のしたことは無駄どころか悪だと言える。だから、この手で終止符を打つ。

　夕暮れ時、街の入り口で、合同馬車は止まった。降りて御者に硬貨を手渡しする。その足で街の入り口の検問所に足を運ぶ。小太りの役人が、定型の質問を投げかけてくる。

「名前は？」

「アル」

「出身は？」

「クラテーレ」

　故郷の名前だ。

「何の用事で？」

「出稼ぎに」

　さらっと決めておいた通りに言う。今までの検問はこれで何も問題なかったが、役人は小首を傾かしげて問いを続けた。

「クラテーレの景気はいいって聞いてたんだが、そうでもないのか？」

「まあ、悪くは。でも、どんなに景気がよくってもあぶれるやつはいるもんでしょう？」

「それじゃ、ディエトロは？　こことクラテーレの間にある大都市だ。毎日気前のいい話が飛び交ってるって噂うわさだが、寄らなかったのか？」

「あそこは街の空気が肌に合わなかったんで」

　そこまで俺おれが答えた頃になってようやく、役人は俺の後ろにも検問待ちの人が数人残っていることに気づいたようだった。

「いや、すまんすまん。首都に近いのに、いや、首都に近いからと言うべきか、稼ぎたがりのやつはみんな向こう首都に行っちまう。他の街はどうやりくりしてんのか気になっちまうんだ。でかいだけの都市だが、ブレッザへようこそ」

　手を差し出されたので、握り返す。握手が挨あい拶さつ代わりみたいな世界は他にも見てきたが、この世界ほど握手を大切にする世界も珍しい。それと同時に思うのが、こんな雑な検問でよく治安が乱れないものだということだ。犯罪者でもなんでも、入り放題だろ。なぜ上う手まくいっているのか不思議でならない。

　日が沈んでしまわぬうちに、宿屋を見つけないと。俺はさっさと身体からだを休めたかった。さっきの役人も言っていたように、ここは首都に程近い。故郷を旅立ってから、俺は一日の大半を馬車での移動に費やしていた。合同馬車は狭い荷台にごちゃごちゃと人が座るので窮屈で仕方がなく、少ない藁わらを敷いただけでは座っているだけで尻を痛めた。

　支配者は今も昔も変わらず、首都郊外の『宮殿』と呼ばれる場所に住んでいる。この二百数十年の間、何度か建て直されたそれは、支配者が暮らす場所であると同時に、生いけ贄にえを殺す場所でもあった。俺と支配者が対たい峙じした場所でもある。

　行こうと思えば、明日には着くだろう。しかし、ここに来るまで有効な侵入手段も特に思いつかず、また支配者打倒の手段もまだ考えていなかった。まあ、最悪力ずくで侵入して、力ずくで倒せばいいやなんて思ってるんだが。それでもそれは最悪の手段、せめて対峙するまでは、ばれずに入りたい。対策を練られたり、隠れられたりしても厄介だ。

　この街に来るのは、およそ三年ぶり、二度目だった。そう考えると、煉れん瓦が造づくりの建物が多いこの街並みも、見覚えがあるようなないような。前回だって観光に来たわけじゃないし、街の大きさの割には、先程の役人が言っていたように、景気も良くない。昼間の活気がどの程度かわからないが、夕暮れ時のこの時間、道行く人の影はまばらだった。

　少し歩いてみるが、宿屋はぱっと見つからなかった。しまったな。あの小太りの男に訊きいておけばよかった。さらに歩くが見当たらない。広場に出た。俺は適当に人を捕まえ、宿屋の場所を聞くことにした。ちょうど、広場の片隅で談義をしている二人を見つけたので、俺は近づいた。会話が耳に入る。二人のうち、長身痩そう躯くなほうがこう言っている。

「明日の生いけ贄にえは、この街からかもしれんな」

　生贄──この世界で生贄と言えば、それは支配者の生贄制に選ばれた者のことだ。それがこの街から出るという。俺おれは話に食いついた。

「その話、ちょっと詳しく聞いていいか？」

　二人はぎょっとした目で俺を見つめた。

「な、なんのことかな」

「明日の生贄がこの街から出るって話だ」

「そそ、そんな話しちゃおらん。なあ？」

「お、おうとも」

　とぼけ始める二人に、俺は溜ため息いきをついて返した。

「支配者に告げ口なんてしないから。二人の名前も聞かないよ」

　二人は、互いに目を見合わせ、しばし小声で会話していた。

「確かに、制服も着ておらん。早とちりだったようだ」

　制服とは、恐らく支配者の遣いが着る服のことだろう。どうやら二人は俺が支配者の遣いだと勘違いしたようだった。

「それで、生贄がどうのってのは？」

　髭ひげ面づらの男が答える。

「さっき、支配者の遣いがこの街に来たらしい。やつらが来る理由っつったら、一つしかない。生贄を連れてくためだ。きっと明日の朝一で、誰だれかしらのとこに来るんだろう。それが俺んとこじゃないか、不安だって話だ」

　さっきのとぼけようも納得がいく。生贄制への批判をしていたわけではないが、余計なことは言わないに越したことはない。

　とりあえず、明日の早朝から支配者の遣いの動向を窺うかがってみよう。そう考えたところで、俺の腹がなった。

「……ついでに、飯屋と宿屋の場所を教えてくれないか？」





　寝起きは最悪だった。

　まず昨日紹介された飯屋が酷ひどかった。話を聞いた長身痩そう躯くの男の妻が経営する店だと言われて入ったが、泥水を飲んだほうがマシと思えるほど不ま味ずいスープがありえない高値で出された。完璧にぼったくりだった。

　その後に髭面の男の親戚が店主として勤めるという宿屋に行った。料金の安さが評判だと聞いていた通り、他の街の安宿と比べてもなお安かった。しかし値段の低さの理由は料金を払い、受付を抜けてすぐにわかった。そこは大広間に寝台を並べられるだけ並べただけの宿で、しかも同じ寝台に二、三人も詰め込むのだった。俺も見知らぬ男と同じベッドで寝ることになったわけだが、その男、土方仕事でもしているのか、作業着は土まみれでベッドを汚し、身体からだは汗臭くその強烈な臭いで俺おれの鼻を捻ねじ曲まげようとしてきた。またいびきがうるさく、耳を塞ふさぎながら寝るコツを掴つかむまで幾度となく起こされた。

　もしこのような店が立ち並び、旅人や出稼ぎ人を相手にしているというのなら、この街の景気が良くないのも頷うなずける。

　半ば逃げるようにして宿屋を後にすると、まだ日は昇りかけで、街は薄暗かった。ややひんやりとした風が、眠気を連れ去ってくれる。そういえば、昨日のうちに、支配者の遣いがどこに泊まっているのか調べておけばよかった。何の手がかりもない俺は、とりあえず街の中心のほうへぶらついてみることにした。

　無計画に肥大していった街の歴史を思わせるように、この街の道は複雑だった。建物のほぼ全てが煉れん瓦が造づくりで似た外観をしているので、どの道もさっき通ったように感じられた。いや、今いるこの道は、本当にさっき通った道じゃないか？　林りん檎ごの描かれた看板に見覚えがある。でも蛇が描かれた旗がこんなところに吊つられていたっけ？

　有り体に言えば、俺は迷子だった。

「まいったな」

　頭を掻かきながら、適当な角で路地を曲がろうとする。途方に暮れていた俺は、曲がり角の向こうから駆けてくる女性に気づかなかった。

「きゃあ！」

「のわっ」

　咄とつ嗟さに受け止めてしまうが、勢いを殺しきれず後ろに倒れてしまう。女性の桃色の長髪が、翼を広げたように広がった。

「す、すみません！」

　女性はすぐに立ち上がり、再び駆け出そうとするが、どうやら足を捻ひねってしまったようで苦しそうだ。俺はよっと立ち上がり、女性の肩に手をかけた。

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

「あっ、や……」

　いい身なりをしている彼女は、何かに酷ひどく怯おびえていて、混乱状態に陥おちいっている様子だった。ふと、こちらに向かって走っている複数の足音が聞こえる。その音が彼女にも聴こえたのか、ついに膝ひざの力が抜け、彼女はその場にへたり込んでしまった。大きな瞳ひとみから大量に零こぼれる涙を拭ぬぐう様子もなく、彼女が呟つぶやく。

「い、いや……私、まだ死にたくない……」

　穏やかな空気ではない。この近づいてくる足音は、この女性の命を危うくする者達であるらしい。支配者のことを除いて治安のいいこの世界で、なんだってそんなことになってるんだか。

　俺は彼女の膝下と背中に手を回し、抱え挙げた。

「え!?　な、何をするんですか!?」

「道、わかんねえから。とりあえず、後ろのやつらを撒まくぞ」

　早く支配者の遣いを探さないといけないのに、何をやってるんだろう俺おれは。

　まあ、見捨てろってほうが無理があるよなあ。





　追っ手が完全に俺達を見失ったところで、俺は彼女を石畳に下ろした。彼女も、そこそこ落ち着きを取り戻したようだった。

「で、思わず一緒に逃げちまったけど……死ぬって、どういうことだ？　ああいや、別に無理に聞き出そうと思ってるわけじゃないんだけどな」

　彼女は服装もさることながら、髪も艶つややかで、肌もきめ細かく、ただの庶民ではなさそうだった。恐らく、貴族か、大商人の娘か、そんなところだろうと見当がつく。

　彼女は、落ち着きを取り戻したと言っても、恐怖から解放されたわけではない。震える声で、返事した。

「じ、実は、私、今朝、生いけ贄にえに選ばれてしまって……その、気が動転して、逃げ出してしまって。それで、そしたら、あなたとぶつかって」

　俺は驚いた。てことは、さっきの追っ手は支配者の遣いか。

「ごめんなさい、巻き込んでしまって」

「いや、別にそれはいいんだが」

　本当に申し訳なさそうな顔をして彼女は謝った。そして彼女は小さい嗚お咽えつを漏らしながら、再び泣き始めてしまった。しかししばらくすると、涙を拭ぬぐい、表情を引き締めた。















「私、決めました。大人しく捕まります。生いけ贄にえは平和への礎ですから。それに、このまま逃げていては、父上や母上に迷惑をかけてしまいます。生贄が抵抗した場合、親族も生贄にされてしまうと聞きますから……。あなたも、さっきは顔を見られていないはずです。早くここを離れて。抵抗に加担したとして、あなたまで生贄にされてしまう」

「んー、それもどうやら遅いらしい」

　俺おれは周囲の気配を探った。完全に囲まれている。泣なき止やむのを待ったのが悪かったのだろうか。まもなく、俺達のいる一本道の左右から、三人ずつ男達が現れた。皆、同じデザインの服を着ている。その服装には見覚えがあった。三年前、宮殿を襲撃した時、何度も見かけた服だ。こいつらが支配者の遣いで間違いない。

　俺は小声で、傍らで震える彼女に話しかけた。

「東側と西側、どっちのほうが街の外に近い？」

「に、西側ですわ。で、でも、私は逃げません。あなたは無実を主張してください。私がそれを証明します」

「いいや、きみは逃げるんだ。真まっ直すぐ西側から抜けて、クラテーレを目指せ。フレッドっていう俺の父親の大工が、かくまってくれるはずだ。アルに紹介されたって言え」

「え、え？」

「行くぞ」

　ちょうどその時、西側を陣取る遣いのうち一人が口を開いた。それに合わせて、俺はそちらに歩いていく。

「なんだお前は。知っているのか？　お前の横にいる子は生贄、しかも脱走中の生贄だ。知らなかったというなら、大人しくその子をこちらへ渡せ。そうすればここは見逃してやろう。そうだ、そう、大人しくこちらへ──ぶぶへッ!?」

　俺は男の顔面を殴り飛ばした。たぶん、気絶したと思う。

「こいつ！　とっちめてぐへッ！」

「貴様何をしてるのかわかってブバッ！」

　残りの二人も一瞬で寝かす。俺は女性の背中を押した。

「さ、逃げな」

「ああ、あなたは？」

「心配すんな。今は自分のことだけ考えろ。生きたいんだろ？　じゃあ走れ。大丈夫、地の利はきみのほうがあるだろう」

　それでもかなり躊ちゆう躇ちよしたようだったが、反対側にいた支配者の遣いが慌てて駆けてきているのを見て、決心を固めたようだった。背を向け、走り出す。最後に、こう残して。

「あなたのことは忘れません」

　支配者の遣いは、距離を詰めてきたものの、すぐには襲い掛かってこなかった。先程の俺の手際を見ていたためだろう。ゆっくり、ゆっくりと隙すきを窺うかがいつつにじり寄ってくる。それに合わせて、俺おれはちょっとずつ後退していく。が、ある程度時間が稼げたと思ったところで、両手を頭上に上げた。支配者の遣い達は、その行動に呆あつ気けにとられたようだった。仕方なく、俺は状況を説明してやる。

「すいませんでしたー！　あの女に、逃走に協力しないと、俺や俺の家族が支配者に反逆を企ててると告げ口して道連れにするって脅してきたんだー！」

「関係ない！　生いけ贄にえの反逆に加担した者は、生贄として捕らえることになっている！」

「あの女に捕まった時にはもう覚悟の上でしたー！　ただ、家族だけは、家族だけはどうか見逃してくださいー！」

「それは本当か？　もしそれが本当なら、あの女がどこに逃げたかを吐くんだ。そうすれば、お前の家族は見逃してやろう」

「ありがとうございますー！　あの女、西側を突破すれば西から出ると思うだろうから、そっちに注意が向くはず、だからその裏をかいて東から出るとか言ってましたー！」

「わかった。おい、お前ら。こいつを拘束しろ。あと伸びてるやつらの介抱も。俺は東のほうへ行って、一時的に人の出入りを禁止してもらう。その三人の目が覚めたら、他の検問所に行って人の出入りを止めてもらえ」

　二人が頷うなずき、俺の腕を後ろで組み、縄で縛った。もう一人は東へと駆けていった。これで、西側の検問が止められる頃には、彼女はこの街を出立できているだろう。

　そして俺も、宮殿への侵入の手立てができたわけだ。

　自らが生贄になるという形で。





　宮殿に向かうため、この街、ブレッザの検問所へと俺は連れてこられた。そこには俺以外にも、十数人がいた。年齢、性別はばらばらだが……そこに先程の彼女はいない。ほっとしたところで、そういえば、名前も聞いてなかったことに気づく。

　昨日この街に入った検問所で、今日もあの小太りの役人が番をしていた。あちらも俺に気づいたようだった。支配者の遣いに縄で引きずられる姿を見て、大体の事情は察したらしい。目を丸くしている。

「きみは、昨日の。出稼ぎに来たんじゃなかったのかい」

「そのつもりだったんだけどなあ」

「いや……本当に、なんというべきか。お気の毒に……ああいや、すまない。おめでとう」

　役人は同情の念を寄せようとして、遣いに睨にらまれ訂正した。生贄に選ばれることは、世界平和の礎となること。喜ばなければいけない、と言われている。俺は苦笑した。

「もっと美う味まい飯屋と、快適な宿屋だ」

　俺は役人に耳打ちした。

「そうすりゃこの街の景気もよくなるよ」

「無駄口を叩たたくな。さっさと歩け」

　生いけ贄にえ予定の一人が見つかっていないことにいらついているのだろう、支配者の遣いは俺おれの縄を引っ張った。結構強く締め付けられていて、痛い。

　検問所の役人は、ぽかんとした表情を浮かべながら連れられていく俺を見ていたが、俺が検問所を抜ける直前に、

「参考にさせてもらうよ」

　と言った。俺はにっと笑って返した。

　街の外には支配者の遣いのものだと思われる馬車が数台あり、俺含め生贄に選ばれた者は数人ずつに分けられそれぞれ馬車の荷台に乗せられた。しっかりと藁わらが敷いてある。ぎゅうぎゅう詰めでもなさそうだし、ここに来るまでに乗った合同馬車より、実は快適かもしれない。

　揺れる馬車の背中に腰を預け、足を伸ばす。背負っていた剣は当然のごとく没収されている。しかし丁寧なチェックは宮殿についてからでもするのか、ズボンの内側に隠し入れている切り札は、気づかれなかった。

「なあ、お前」

　生贄の逃走という事件があったせいだろうが、出発の時間がかなり遅れたと遣い達が会話で言っていたのをさっき聞いた。今日中には宮殿に着くだろうが、日は沈んでいるかもしれない。まあ、夜のほうが何かと行動しやすいだろう。

　しかし何より腹が減った。昨日の酷ひどい晩飯以降、何も食べていない。

「おい、黒髪の」

　御者を務める支配者の遣いが誰だれかを呼んでいる。黒髪と聞いて、俺は薄目を開け、荷台を見渡した。誰しもが暗い表情で俯うつむいている。しかし髪の色が黒なやつは見えなかった。俺は御者に首を向けた。

「そう、お前だ」

「俺？」

　支配者の遣いは頷うなずいた。後ろを向きながら手綱を握るのは危険だと思うのだが。ていうかこいつ、俺が最初に殴ったやつだ。

「お前のあの剣は、何でできているんだ？　どこで作られた？　青い金属だが、青銅とは全く違う。使い込まれているようで、全く傷がない」

　殴られたことは根に持っていないのだろうか。それにしても、また面倒な質問が来た。こんなことなら寝たふりでもしておけばよかったか。

「貰もらいもんなんでね。詳しいことはさっぱりさ」

　あの剣は、この世界のものじゃない。俺が異世界に飛ばされ、何度目かの世界で手に入れたものだった。あの世界では大して珍しいものではなかったが、他の世界でこの剣より硬い物質を見たことはない。

「ふーん……まあ、珍しい品だ。あれは僕が貰うことにした。生贄の遺物は、好きにしていいと言われている。そういえば、お前はあの街の住人ではないと聞いたが、どこの出身なんだ？」

「これから死ぬ人間だぞ俺おれは。そんなこと聞いてどうすんだ」

「別に。ただ、気になっただけだ」

　俺は、再び目を閉じた。

「それで、どこの出身なんだ？　今まで何をしてた？」

「…………」

「おい」

　俺は無視を決め込んだ。なあ、とか、おい、とか、支配者の遣いは俺の返事を求めるが、俺が全く答えないでいると、ついに諦あきらめた。

「……寝たのか」

　殴られた男に何を入れ込んでいるのやら。もしかしてこいつ、そっちの気があるんじゃないか？　他の馬車に乗せてもらえばよかった。選んで乗ったわけじゃないけど。

　道中、馬車は一度止まった。

「おい、起きろ」

　目を閉じているうちに、いつの間にか本当に眠ってしまっていたようだ。ゆっくりと瞼まぶたを上げた。宮殿に着いた、というわけではないようだ。首都でもない。どこかの村だ。雑に開かれた森の中に、農地が広がっている。まだ日は高い。一緒に出発したはずの馬車もは見えなかった。

「飯だ」

　そう言って支配者の遣いは、荷台の外からパンを突き出してきた。俺の手は後ろに縛られているので、咥くわえて食えということか。まあいいや。腹が減ってるのは違いない。俺はかぶりついた。

　味も何もない安物だった。しかし昨日の晩飯と比べればだいぶマシだった。

「腹の音がでかすぎるんだ。こんなもんしかないが、もう少し抑えてくれ」

　見たところ、俺以外に飯を食わせてもらっている者はいない。皆、俯うつむいていて、その中に何人かこちらの様子を窺うかがっている者がいるくらいだ。

「ほれだへほくべふあふかいか？」

　俺だけ特別扱いか？　と鼻で笑いながら言おうとしたが、咀そ嚼しやくしながらだと様になるはずもなかった。

　意外にも、支配者の遣いはあっさりと頷うなずいた。俺は焦った。

「もしかしてお前、本当にそっちの気が……」

「なんの話をしてるんだ、お前は」

　薄目で睨にらまれる。違ったようだ。一安心。

　俺の安あん堵どを他所に、遣いの男は続けた。

「三年前のことを覚えているか」

「──……、」

　俺おれは何も答えなかった。しかし、俺の唖あ然ぜんとした表情は、きっと何かを語ってしまっていた。すぐに、俺は立ち上がろうとした。逃げるために。足は縛られていない。が、頭を押さえつけられる。

「やはり！　やはりお前は！　そうなんだな？　そういうことなんだな？　三年前、宮殿に侵入し、支配者を討とうとした、その集団の首謀者！　そして、ついに表おもて沙ざ汰たにならなかったあの事件の唯一の犠牲者！」

　こいつは俺を知っている。俺はパンを吐き捨てた。毒入りかもしれない。支配者に仕える男と、その主人にあだなす俺。この場で始末されてもなんらおかしくはない。

「そう構えるな。僕はこの三年間、お前に会うために、支配者の遣いをしてきたと言っても過言じゃないんだ。神ノ杯エデングレイルに願ったこともあった。今日だって、馬車も同じにして、道中止まる用事まで作って。そう簡単に死んでもらうわけにはいかない」

　誰だれだ？　誰なんだこいつは。一体、何が目的で俺を？

「僕は、お前に殴られるのは二度目だった。殴られてお前と気づくのは自分でもどうかと思うが……三年前、宮殿をお前達が襲撃してきた時、僕は宮殿の警護にあたっていた。そして、お前に殴られ気絶させられた。僕の顔に見覚えはないか？」

　俺は男の顔をまじまじと見つめた。鼻先に届きそうなほど伸びた茶髪の髪、ひょろ長くて、ぱっとした印象は俺の年齢と大した差は感じられない。しかし髪の間からちらちらと覗のぞく瞳ひとみの奥には色濃い疲労も見え隠れしていて、実際の年齢はもっと上かもしれない。兎とにも角かくにも、見覚えはなかった。

「覚えていないか……まあ、お前にとって僕はその他大勢の一人に過ぎなかったのだろう。しかし僕にとっては違う。襲撃から一晩明けて、僕はお前を殴り返さなければ気が済まなくなっていた。だが、襲撃者の顔ぶれを確認すると、どこにもお前はいなかった。一人だけ、支配者の手によってこの世界から消された、と聞いて、死んだものと思っていたが……異世界に行っただの、逃走しただの、生きているという情報も多く出回っていた。支配者の遣いをやめなければ、もう一度お前と出会えるかもしれない。そう思っていた」

　そしてそれが現実になった、と。俺は下唇を噛かんだ。三年前を知っているやつに、こんなところで出くわすとは思っていなかった。支配者の遣いは、入れ替わりが激しいと聞いていたから。

「じゃあ、なおさら俺を殺したいんじゃないのか？」

「別に。復ふく讐しゆうはしたいと思っているが、ただ殴ったり痛めつけたりするだけでは、満足できそうにもない。一つ質問したいんだが、お前は支配者に再び歯向かうために来たのか？」

　こうなっては嘘うそのつきようもない。俺は頷うなずいた。

　それを聞くと、男は嬉うれしそうに笑った。

「よし、ならば存分に支配者を倒せ」

「は？」

　支配者に仕える者が、何を言っているんだ？

「そしたらその後、僕はお前を殴る。僕の気が済むまで。抵抗はさせない。そうだな、その後はしばらく僕に仕えてもらう。こき使うぞ、犬のように、馬車馬のように。それからは、そうだな……まあ、僕が満足するまで、僕の復ふく讐しゆうに付き合ってもらう。だからまずは支配者を倒せ」

「協力してくれるのか？　支配者の打倒に」

「まさか」

　男は鼻で笑った。

「僕は宮殿までお前を運ぶだけだ。お前はそこから縄を解き、逃走しろ。お前の剣は僕が貰もらった。奪い返せ。一度逃げ切れば誰だれが流したのか知らない目撃の誤情報で、宮殿は混乱に包まれるだろう。それでも支配者のところへ辿たどりつくのは楽ではないだろうが、それくらいはなんとかしろ」

　言いながら、支配者の遣いは馬の鞍くらに跨またがった。

「好き好んで支配者に忠誠を誓い、仕えているやつなんてそうそういない。大抵のやつは、支配者の遣いのみ得られる特権──生いけ贄にえ制で選ばれないという、その特権のためだ。生きたいがために、人々から影で支配者の犬だの死神だの悪魔の遣いだの言われる道を選択した、矜きよう持じを捨てた連中だ。命を懸けて侵入者を止めようとするやつはいない」

　鞭むちを入れ、馬を走らせ始める。独り言のように、しかし俺おれに聞こえるように、こう呟つぶやいた。

「夕方には宮殿に到着する予定だったが、この分だと日が沈むまでには着かないかもしれないな。逃走者でも現れて、明かりもない庭を突っ切られたら、すぐに見失ってしまうだろうな」

　俺は苦笑せざるを得なかった。





　宮殿は、独特な建築様式をもって建てられている。貴族屋敷のような、天井の高い一階、二階のある建物で、中庭を取り囲むように四辺の棟がある。中庭の奥には塔があり、正面から見て奥側の棟の二階からのみ入ることができる。そこが、通称支配者の間と呼ばれる、生贄という名目で支配者が虐殺を行う場所だった。支配者は基本、常にそこにいる。中庭は全く手入れされておらず、どの棟からも入ることができるが、背の高い草が生い茂っているはずだ。

　三年前にこの宮殿の構造を調べた時のことを細かく思い出し、頭の中で反はん芻すうし、どういうルートで行くかを考える。支配者の間は床から天井まで大人二人分ほどの幅もある窓がいくつもはめられているが、一階には入り口どころか窓もない。そもそもそこに空間があるのかないのかもわからない。こればかりは三年前にも調べ切れなかった。

　俺の乗った馬車が着く頃には、とうに日が暮れていた。馬車はオイルランプを常備していたので、暗くら闇やみに困ることはなかった。空はやや曇り気味で、丸い月が見え隠れしている。

　無言で馬車を降ろされた俺おれや生いけ贄にえ達は、正面の棟から宮殿に入った。御者だった支配者の遣いは、俺の剣を持って先導した。支配者の遣い同士が会話する。

「遅かったな。馬車に不具合があったと聞いたが」

「すまない。他の生贄達はどうしてる？　もう捧ささげられたか」

「ブレッザからの生贄は、まだヴィンターの二階で待機中だ。今日最後の生贄だからな。そうでなければ、待たずに別の枠でよかったんだが」

「そうか。急ぎ向かう」

　今いる棟の名前がフリューリンク、向かって右、東側がゾンマー、西側がヘルブスト、支配者の間に繋つながる北の棟がヴィンターという名前だった。

　遣い達はその後いくつか短い会話をすると、握手をして別れた。

　電気のないこの世界の夜の灯あかりは、蝋ろう燭そくが主流で、この宮殿もそればかりは例外ではなかった。長い廊下の光源としては、一定間隔で配置されるそれだけでは不十分で、中庭への入り口がある通路中心付近からでは、奥の角が見えないほどだった。支配者の遣いは、そこで止まった。近くに誰だれも見えないことを確認し、俺の背後に回る。縄に手をかけながら、言う。

「僕を殴れ。剣を奪え。中庭に逃げ込んだら、しばらく息を潜めろ。フリューリンク、ゾンマーを中心に目撃情報を流す。警備がこっちに集中したら、その間にヘルブストか、ヴィンターから二階へ上がれ。おそらく一階は封鎖される」

　淡々と告げる男に、俺は感謝した。

「ありがとう」

「何を勘違いしてるんだ。僕は僕の復ふく讐しゆうのためにこれをしているに過ぎない」

　縄が解かれると、俺は支配者の遣いを殴った。支配者の遣いは、尻餅をつくと、わざとらしく剣を取り落とした。俺はそれを掴つかむと、中庭に駆け出した。去り際、一度だけ振り向くと、頬ほおを腫はらした男が笑っていた。俺もにっと笑い返した。小さくそいつは言った。

「覚えてろよ」

「覚えとくよ、今度こそ」

　俺が中庭に入ってから、男の大きな声が宮殿に響いた。

「誰か！　生贄が逃げ出した！　誰か来てくれえ！」

　俺はゆっくりと、ヴィンターに向かい始めた。

　しばらく待ち、中庭からヴィンターに入り、階段を目指す。しかし、俺はすぐに見つかってしまった。支配者の制服を着ていない俺は、遠目でも侵入者とばれてしまう。

「いたぞ！　追え！」

　考えてみれば、見つからずに移動なんて無理がある。いくらどこかに警備が集中しても、全員がそこに行くわけがない。長い一本の廊下の中に、身体からだを隠すものなんてない。気づかれないほうがよっぽどおかしいというものだ。

「戦うか？　いや、そんなことしてたらすぐ囲まれちまう」

　焦りで思考が口から漏れる。

　しかしこのまま走っていても、先に回りこまれてしまうだろう。中庭に逃げ込むというのもあるが、もしその瞬間を見られてしまったら、全ての扉を閉められ逃げ場がなくなる。それでも壁や窓を壊せば脱出できるが、音ですぐに人が集まってくる。

　とりあえず、ただ立ち止まるという選択肢はない。俺おれはヴィンターから、ヘルブストに角を曲がった。

「──ッ!?」

　そして俺は捕まった。角で待ち伏せされていた支配者の遣いの一人に。全く気配を感じなかった。色々な世界で危機を乗り越えてきた俺は、自分への殺気、敵意には敏感だった。その気配は素人が消せるものではない。なのに、なぜ。それほどまでの手練がいたというのか。

　一瞬で腕を絡めとられた俺は、すでに扉が開いていた一室に放り込まれた。そのまま閉められる。完全に閉じ込められた。起き上がり、開けようとするが、さっきの男がもたれかかっているらしく、びくともしない。そうしているうちに、俺を追ってきていた足音がすぐそこまで迫っていた。

「おい！　こっちに侵入者が来ただろう！」

「……ああ」

　俺は扉から手を離した。

　逃走を諦あきらめたからではない。

「僕もこのざまだ。一瞬でやられてしまった……」

　扉を押さえる男の声が、俺の親友のものだったからだ。

「どっちに行った!?」

「フリューリンクのほうに……もしかしたら、中庭に入ったかもしれない」

「わかった！　お前も怪け我ががないなら、すぐに捜索に復帰しろよ！」

「ああ、だが、足を捻ひねって……。いやなに、大したことはない。先に行っててくれ」

　そしてすぐに足音は遠ざかっていった。一瞬の静寂の後、扉が開いた。

「トゥット！」

「静かに。今、灯あかりをつける」

　トゥットは扉を閉めると、暗くら闇やみの中マッチを取り出した。火を熾おこすと、入り口付近にある燭しよく台だいの蝋ろう燭そくに火を灯ともした。橙だいだい色いろの光が部屋を照らし出す。ここは物置、だろうか。埃ほこりっぽい部屋は雑多な工具などが並べられた棚にほとんど占拠されていた。支配者の遣いの格好をしたトゥットに振り返る。

「どうしてここに？」

　頑かたくなに、俺が支配者を倒しに行くのを拒んだというのに。来てくれたことは嬉うれしいが、なによりもそれが疑問だった。

「エテルノに言われたんだ。本当にあたしのことを想おもうなら、あたしの友人のために行動しなさいってね」

　エテルノは、俺おれとトゥットの親友……いや、トゥットにとっては妻になった女の子だ。女の子、というのももしかしたら変かもしれない。最後に会ったのは三年前で、今はもう女性というのが正しいはずだ。だが、記憶の中のエテルノはまだ幼い。俺はそのエテルノに感謝の念を送った。

「そこに、調達しておいた支配者の遣いの制服がある。それに着替えたら、堂々と歩けるはずだ」

　指差されたほうに目を移すと、綺き麗れいに畳まれた支配者の遣いの服があった。俺は着替え始めた。といっても、着ていた上着を取り替えるくらいだが。

「助かったよ。トゥットがいなかったら、どうなっていたことやら」

「いや、それよりきみが無事でよかった。きみが旅立った次の日には後を追ったんだが、どうやらどこかで追い越してたみたいだね。僕は昨日着いたところだが、もう全て終わった後かもしれないとさえ思っていたよ。もしそうだったら、エテルノやきみの両親に会わせる顔がない。そういえば、エテルノがきみに会いたがっていたよ。帰ってきたなら、顔を見せなさいって」

「…………」

　顔を見せなさい、か。なかなか難しい注文だ。

　黙りこくってしまった俺に、トゥットは首を傾かしげた。

「どうしかしたのか？　アル」

　服のサイズはちょうどよかった。俺は、着ていた上着の内側から無骨な鉄の塊を抜き出し、ズボンとシャツの間に挟んだ。恐らく、今回の戦いの切り札となるだろう得物だ。

「トゥットには、話しておこうと思う」

「作戦か？　打ち合わせる時間もなかったしな。僕もいくらか考えてきたが、支配者の力が全くわからないからなんとも……」

「いや、支配者は俺がなんとかしてみせる。俺が話したいのは、その後のことだ」

「その後？」

　元々は誰だれにも言うつもりはなかった。家族にもだ。だが、ここまで来てくれた親友に、何も伝えずに去るのは忍びなかった。

「たぶん、支配者を倒せば、俺はこの世界からいなくなる」

「……どういうことだ、それは」

「俺が危機に瀕ひんしている世界に飛ばされるって話は覚えてるよな」

　トゥットは頷うなずいた。

「支配者から聞かされた。半信半疑だったが、きみの話と一致するし、本当だったんだろうね。きみが帰ってくるためには、この世界を危機に陥おとしいれる自分が必要なんだって、支配者は言っていた。……もしかして、この世界の危機が取り除かれたら」

「恐らく、また別の危機に瀕した世界に飛ばされるんだろうな」

　トゥットが生唾を飲んだ音がやけに響く。蝋ろう燭そくの火がふわりと揺れた。

「支配者を倒したら呪いが消えるって可能性は？」

「だったらいいな。それを願うくらいだ」

　トゥットは右手を口に当て、黙ってしまった。ややあって、俺おれに問いを投げかけてきた。

「本当に、支配者を倒すことは正しいことなのか？　僕達にとって」

「当然だろ。あいつがいる限り、誰だれしもが命の危険に晒さらされてるも同然だ。それに、俺が帰ってこれてしまったってことは、遅かれ早かれ、このままならみんな死んでしまうってことだ。それに、異世界に行ったって、死ぬわけじゃないんだ。それは、今の俺が証明してるだろ？」

　トゥットの薄茶色の瞳ひとみが揺れた。そんな寂しそうな顔をしないでほしい。そういう表情を見たくないから、隠してたんだから。

「さ、行こうぜ。固まってたら、置いてくぞ？」

　扉を出て、左右を確認すると、ちょうど支配者の遣いが駆けてきていた。制服に着替えているし、廊下は薄暗く、顔では判別がつかないだろうと思うが、思わず緊張が走る。

「その部屋はどうだった？」

「あ、あーっと」

「見つからなかった。こっちの方面じゃないのかもしれない」

　後ろから現れたトゥットが上う手まくフォローしてくれた。トゥットは続けた。

「二階にいったのかもしれないな」

「十分ありうる。今は四棟それぞれの一階と中庭を中心に捜索しているが、突然姿が全く見当たらなくなった。外に出た痕跡はないし、二階にももっと人員を割くべきか……」

「じゃあ、僕達が行こう」

「頼む」

　俺は感心した。堂々と二階へ行く口実をあっさり作ってしまった。俺はあまり口達者なほうではない。だから、こういう時トゥットの存在はとても頼りになる。

　俺達は、二階、ヴィンターの棟に急いだ。階段を上がり、少し進むと、支配者の間に繋つながる短い通路がある。この非常時でも、警備に支配者の遣いが一人立ち塞ふさがっている。トゥットが声をかけた。

「支配者様の耳に入れたいことがある。そこを通してくれないか？　侵入者のことだ」

「何？　しかし今支配者様は、裏切り者に制裁を加えている最中だぞ」

「裏切り者？」

「ああ。侵入者は生いけ贄にえとしてここに入り込んだが、その侵入を手引きした者がいたんだ。驚いたことに、この俺達の中に。それを話したのが生贄の中の一人だってんだから、今日って日は全くおかしいぜ」

　その支配者の遣いは、自分の制服の胸辺りを摘んで、くいっくいっとさせた。脳裏に宮殿まで一緒に来た男が過ぎる。あいつに、支配者から制裁が加えられている？

「退け！」

　俺おれは考えるより先に動いていた。目の前の男を押しのけ、支配者の間の入り口を目指す。扉は施錠されていた。俺は剣を鞘さやから抜き放つと、扉を叩たたき割った。

「な、何をしてるんだあいつは！」

「お静かに」

「むぐっ!?」

　どうやら男はトゥットが止めてくれるようだ。後ろのことは任せよう。

「支配者ァ!!」

　俺は支配者の間に入るなり叫んだ。部屋は広いが、蝋ろう燭そくは少なく薄暗い。窓から差し込む月明かりのほうが多いくらいだ。いつの間にか雲は晴れていた。

　正面から、何か大きな物体が飛来した。それが人の背中だと判断するのが一瞬遅れるが、慌てて受け止めた。俺はそいつを見て息を呑のんだ。覚えてろよと言われた顔だ。覚えておくよと言った顔だ。だが、別れた時のままではない。顔は青白く、全身に斬きり刻まれた傷跡があり、服はどす黒い血で染まっていた。そして、左腕が丸々なかった。流れる血ももうないのか、肩口からはほとんど出血がない。生きているのか、死んでいるのか、もはや判別できない有様。昆虫の呼吸ですら、もっと空気を震わせるだろうに。

「遅かったな、少年」

　支配者はほくそ笑んで、広い空間にぽつんとある椅い子すに片かた肘ひじをついてふんぞり返っていた。三年前と変わらない容姿、三年前と変わらない声、三年前と変わらない不遜な態度。その足元には、血ち溜だまりに浮かぶ腕が一本あった。

「三年ぶりだな」

　支配者は俺のことを覚えていた。いや、そんなことはどうでもいい。

「なんでこいつを殺した！」

「殺したとは人聞きの悪い。生いけ贄にえになってもらっただけだ。それに、まだ死んでいないじゃないか」

　俺は視線を下に移した。見ると、右腕がゆっくり持ち上がっていた。そうだよな、そんなあっさり人は死ぬもんじゃない。手は緩い拳こぶしを作り、そのまま、俺の額を小突いた。次の瞬間には腕は力なく床に沈んでいた。

　俺の頬ほおを熱いものが垂れた。涙だった。

「今、死んだようだな」

　支配者の言葉なんか聞いていられなかった。

「おい」

　俺は俺の腕の中で硬くなりつつある男に話しかけた。

「なあ」

　気が済むまで俺を殴るんじゃなかったのか？　今のでお終しまいなのか？

「おい」

　俺おれをこき使うって言ってただろうが。あれはなんだったんだ。

「寝たのか」

　それか、寝たふりなんだろう？　満足するまで、復ふく讐しゆうに付き合えって言ってたもんな。

「いくら死体に話しかけても無駄だ。それはもう肉の塊でしかない」

　なら、ゆっくり寝てろ。俺は上着を脱ぐと、そいつの身体からだに被かぶせた。支配者とかいうふざけたやつをぶっ飛ばしたら、また起こしてやるからよ。

　俺はまだ名前も聞いていない男を優しく横たえると、立ち上がり、剣を構えた。全速力で跳躍し、支配者との距離を埋める。支配者は立ち上がった。どこから取り出したのか、その左手にはいつの間にかグラスが握られていた。岩を砕かんばかりの力で、青い直剣を振り下ろした。

「落ち着け。折せつ角かくの再会じゃあないか」

　右手であっさりと防がれる。びくともしない。支配者の左手のグラスになみなみと注がれた液体も、まるで波立たなかった。支配者はそのまま、グラスの液体を一気に呷あおると、空になったガラスのそれを、後ろに雑に投げた。割れる音が響いたと同時に、俺は蹴けりを入れる。

「いくら飲んでも血の味は慣れんな」

　剣を払うと、ひらりと支配者は蹴りをかわして、俺と距離をとった。

「侵入者と聞いて、まさかと思っていたが、この目で見て安心した。お前はこの世界の人間だが、この世界以外の匂いもたくさん纏まとっている。数百年の間にこの世界に馴な染じんだおれの鼻には、お前の匂いはとても異質なものに感じるな。すぐに、あの時の少年だとわかった。元気そうで何よりだ」

　俺は大きく深呼吸した。袖そでで涙を拭ぬぐった。

「やっぱり、お前は……」

「ああ、そうだとも」

　俺が言い終わる前に、支配者は下卑た笑いと共に頷うなずいた。支配者のしわくちゃな青髪が揺れる。

「おれはこの世界の人間ではない。おそらく察している通り、お前にかけた呪いは元々おれにかけられている呪いだ。おれも、かつては異世界を渡り歩いていた」

　不老で、この世界では説明のつかない力を使う。この世界に突然現れた男。この世界の人間とは構造が全く違う、見た目は人間の何か。異世界から来たと考えるのが妥当だろう。俺が異世界に飛ばされてからそのことに勘付くまで、さほど時間はかからなかった。

　俺は支配者を睨にらむ。

「どうしてこの世界で居座り続ける。どうやって居座り続けてる。そんなにこの世界が気に入ったのか？」

　支配者はよくぞ聞いてくれたとばかりに手を叩たたいた。そして、はっきりと告げた。

「全ての世界を救うためだ」

「……は？」

　何を言っているのか、本当に理解できなかった。

「順を追って説明してやる。まずはおれがこの世界に来た経緯だ。……まあ、お前も知っている通り、危機に瀕ひんした世界に呼び出されたというだけで、ここに来たのは俺おれの意思ではないが。とにかく、この世界は二百年前、危機に陥おちいっていた」

　俺は少し混乱した。支配者が異世界から来たことは予想していたが、俺と同じ力で来たのならば、確かにこの世界は二百年前危機に陥っていたことになる。しかし、今のこの世界を見るに、この世界の危機の元凶は支配者だ。そもそも解決していれば支配者は別の世界に転移しているはずだ。いや、もしかしてそれは勘違いなのか？　支配者以外が危機の原因なのか？

　疑問は膨れ上がるばかり。俺は支配者の次の言葉を待った。

「神ノ杯エデングレイルは知っているだろう？」

　突然支配者は話題を変えた。──神ノ杯。それは、この世界で言う、宗教、あるいは伝統、儀式、慣習……そんな感じのもの。もちろん知っている。俺は頷うなずいた。

「血を代償になんでも叶かなえる神器、神ノ杯。あれは実在する」

「……そんな馬ば鹿かな」

　俄にわかには信じがたい話だった。

「この世界では、歴史的資料もほとんど残っていない時代だがな。神ノ杯は、天候調整や病治癒など、様々な奇跡を起こしたそうだ。その使用代償が、人の血だ。一度の奇跡には、多くの血が要求される。願い事の規模が大きければ大きいほど。戦の捕虜や奴隷が生いけ贄にえにされた」















　もっとも──と支配者は続けた。

「そんな奴隷の中の一人が、神ノ杯エデングレイルを壊してしまったそうだがな。砕かれた神ノ杯は、地面の下に埋められたそうだ。そして時が流れ……発見された。何という名前だったかな、忘れてしまったが、歴史学者だ。おれのこの知識も、そいつから聞いたものだ。そいつは神ノ杯の修復に成功していた。あとはわかるな？　神ノ杯の力に魅せられたそいつが、この世界を手中に収めようとしたのだ。そいつが、この世界の危機の元凶だった」

「もしかして、今もそいつが生きているっていうのか？　だからお前は転移していないってことなのか？」

　俺おれの解答に、支配者は大声を出して笑った。

「まさか！　死んでるさ。おれが殺した。神ノ杯について全て聞き出して」

「じゃあ、なんでお前はここにいるんだ。お前は俺と同じ力を持ってるんだろ？　なら、この世界が救われたら、お前はまた別の世界に転移するはずだ」

「もう少し頭を働かせろ。なぜおれがここにいるのか？　なぜ俺は人を殺し続けるのか？」

　実在する神の杯、代償は人の血液、支配者の虐殺。俺は歯は軋ぎしりした。合点はいったが、そんなことが可能だとは思わなかった。

「元凶を殺す前に、お前自身がこの世界に危機をもたらす存在になったんだな」

「その通り。おれはこの世界を救うために現れた者でありながら、この世界に危機をもたらす存在にもなった。こんな試みはさすがのおれでも初めてだったからな、どうなるかは賭けだったが……上う手まくいったよ。この世界の危機は解決されていない、だからおれは転移しない。おれがいる限り、この世界に平和はない。だが」

　支配者は、そこで溜ため息いきをついた。

「以来何万人、何十万人、それ以上の血を捧ささげてきたが、おれの願いにはまだ達しない。まだまだ達しない。三年前、お前達がここに侵入してきた頃には、おれはかなり焦っていた。もしや、異世界に及ぶ願いは叶かなわないのではないか、結局、この世界の物では、この世界にしか干渉できないのではないのかと考えた。だから、お前に神ノ杯の力を使った。だがお前は転移した。神ノ杯は異世界にまで影響を及ぼす力がある」

「……世界を救うってのは？」

「言ったままの意味だ。神ノ杯を使い、全ての世界で未来永えい劫ごう、人類の危機というものが発生しないようにする。ああ、そうそう、言いたいことを一つ忘れていた。なあ、少年。お前も支配者の一人にならないか？」

　人類の危機が起こらなくなる。それは、確かに全世界を救うことになるのかもしれない。

「俺が支配者の一人に？」

「ああ、そうだ。これからは、おれとお前でこの計画を進める。この世界の人間でありながら、異世界という存在を現実として知っているのは、お前しかいないからな。理解者というものはあって困ることはない。侵入者が現れたと聞いて、もしお前だったらこの話を持ちかけようと思っていた」

　一人頷うなずきながら、支配者は勝手に話を進める。

「ふむ、支配者が二人になったら、互いを名称で区別できないとな。今更だが、おれの名前はヘルツという。あまり名乗るのは好きではないのだがな。よろしくと言っておこう」

　支配者、ヘルツは手を差し出してきた。まるで俺おれが支配者になることに同意したかのように。俺があっけらかんとしていると、ヘルツは首を傾かしげた。

「どうした？　この世界では、こういう時、握手をするものなんだろう？」

「俺はお前と手を組むなんて一言も言ってないぜ」

「……わからないのか？　おれ達は、生きている限り、危機に瀕ひんした世界で戦いを続けなければならない。辛かっただろう？　苦しかっただろう？　百界の破滅に身を砕かれても、この呪いは解けはしない。だが、全ての世界を救えば、この呪いは意味をなさなくなる。おれ達は解放される。素晴らしいとは思わないか」

　俺は異世界にいた過去を振り返った。出会った数だけ別れがあった。どれだけ仲良くなろうとも、どれだけ好きになろうとも……別れなければいけない運命。自分の無力さには何度も嘆いた。救えたのに救えなかった人達がいた。今だってそうだ。俺の後ろで倒れている、俺を恨んだ男……。

「協力といっても、こき使おうと思っているわけではない。普通に生活してくれてなんら問題はない。もちろん、お前の家族、友人、他にもお前の言うやつは生いけ贄にえに選択しない。おれはただ、円滑に事を進めたいだけなんでな」

　確かに何度もくじけそうになった。心が折れてしまいそうになった。だが、

「お前の言っていることが全て本当だという証拠は？」

「ない。信じてもらう他ない」

「神ノ杯エデングレイルはどこに？」

「協力すると言ってくれれば話そう」

「この世界の人間の血、全てを使ってでも願いが叶かなわない可能性は？」

「十分にある。むしろ現状の人口では足りないと見て間違いない」

「その時はどうするんだ、お前は」

「神ノ杯を処分し別の世界に行く。地道に世界を救っていくか、もしくは今回のようなアイテムと出会えることを祈るかしてな」

「滅め茶ちや苦く茶ちやだ。そんなやつに協力するなんてやつは、よっぽどの馬ば鹿かだ」

　ヘルツは溜ため息いきをついた。

「協力しないつもりか？」

「つもりも何も、するわけないだろ、青髪男」

「それは残念だ。非常に残念だ。とても悲しいな、少年」

「俺おれの名前はアルだ。覚えてもらおうなんざ思ってないが」

「そうか。ならばアル、おれももう一度名乗ろう。おれはヘルツだ。青髪頭ではない」

　今度は支配者から接近してきた。速い、が見切れない速度ではない。そう思い、身体からだを横に逸そらした瞬間、ヘルツは急激に加速した。油断させるために、わざと──。俺は咄とつ嗟さに剣を横に構え、支配者の拳こぶしを受け止めた。重い。細い身体から繰り出されているとは思えないほど。

「ほう、これを防ぐか」

「はんっ、余裕だぜ」

　ぎりぎりだった。少しでも気を抜けば後ろに吹き飛ばされる。

「おれとお前とでは、渡り歩いた世界の数が違う。おれとお前の持つ異世界を渡る能力には、身体強化も含まれる。そしてその度合いは、救ってきた世界の数に比例する。それくらい気づいているだろう」

　確信していたわけではないが、そうだろうとは思っていた。常人とは比べ物にならない身体能力。鍛錬だけでは辿たどりつくことは難しい境地でさえ、俺は異世界を渡るうちに到達してきた。

　だが、ヘルツはそれ以上の力を有している。身に纏まとう空気だけで、俺より格が上だとはっきり理解させられる。けれどそんなこと言ってられない。俺には倒すしかないんだ。

「はあッ！」

　気合一いつ閃せん。神速の横よこ薙なぎは、支配者の胴体を真っ二つにした。そのまま支配者の胴は、影となって消きえ失うせた。残像。そして背後に殺気。気づいた時には、すでに頭を掴つかまれていた。

「おれと同じ能力を持ち、異世界を渡り歩いたお前は、仲間とすれば心強いが、敵となるならば最大の障壁となる。ならばその命、今度は完全に消去させてもらおう」

　俺の身体が軽々と浮き、床に叩たたきつけられた。頭部と床が激しくぶつかる。意識が一瞬飛んだが、なんとか気を失わずには済んだようだ。肘ひじを突いて上体を起こすと、床にくもの巣状のひびが入っている。少なくない血が、そのひびを汚した。くらくらする。が、倒れるわけにはいかない。

「安心しろ。お前の血も、神ノ杯エデングレイルに捧ささげてやる。大いなる平和の礎となるがいい」

　ヘルツが足を上げたのがわかる。頭を踏み潰す気か。

「アル！」

　トゥットの声がした、かなり近くで。顔を向けると、短剣を構えたトゥットがヘルツに体当たりをかまそうとしているところだった。ヘルツは舌打ちをした。

「この世界しか知らぬ下等な人間の分際で」

　逃げろ！　言いたかったが、肺に酸素がない。床に叩きつけられた時全て逃げ出してしまったのか。くそっ。心の中で自分に悪態をつく。トゥットがどうにかできる相手じゃない。なんとかして、注意を俺に向けないと。

　剣を握る手に力を込めて、支配者の足を狙ねらって振った。が、叩たたきつけるように下ろされた支配者の靴底が、剣を止めた。高い金属音が虚むなしく響く。

「ぐぅッ！」

　トゥットの呻うめき声ごえ。姿が消えたと思ったら、壁まで吹き飛ばされていた。遠くで、激しくむせている。無傷ではないようだが、死なずに済んだようだ。ぎりぎりで立ち止まり背後に飛んで、衝撃を緩和したのだろう。

　俺おれは脚で押さえられている剣を離し、転がるようにして支配者から距離をとれ──なかった。まるで何かの遊びであるかのように、鳩みぞ尾おちを蹴けり上げられる。

「弱いな、お前は。おれと同じ力を持ちながら、その程度とは情けない」

　悶もだえ苦しむ俺を見下ろしながら、支配者はそう言った。

「お前が協力を断ってくれたのは、むしろありがたかったかもしれんな。この程度なら、仲間にする意味もない。まあ、生まれた世界で死ねるんだ。お前は幸せなほうだよ」

　負けなのか？　一ひと太た刀ちも浴びせられず、俺は負けるのか？　圧倒的な実力差だった。素早さも、筋力も太刀打ちできない。俺は腹をかばうようなふりをして、それに手を伸ばした。避けられる可能性は高いが、もうこれしかなかった。

「む？」

　支配者が、一歩引いた。まさか、ばれた？　まだ俺は何もしていない。いや、何かあるとばれたとしても、この男ならどっしり構えそうなものだが。

「そんな、まさか今、ここでだと？」

　支配者の言葉に初めて焦りがにじんだ。その頃になって、寝転ぶ俺にもやっとわかった。俺と支配者の間に、暖かい光を放つ魔法陣があった。俺にとっては──おそらく支配者にとっても見慣れた光と魔法陣。

「転移召喚……！」

　そういう名称があったのかと頭の隅で考えてしまうのは、たぶん俺自身この状況についていけていないからだろう。

　見慣れたといっても、こうして見るのは初めてだった。俺は、いつもその光を魔法陣の内側で見ていた。なるほど、外から見るとこうなってるのか。

　それは、三年前、俺が支配者に呪いをかけられた時、そして世界を救う度に、俺を新しい世界へと誘った、あの魔法陣だ。

　魔法陣から、ゆっくりと誰だれかの姿が現れる。そこで、俺の驚きよう愕がくはやっと現実に追いついた。いや、違う。誰かが現れたから驚いてるんじゃない。現れたのが、金髪を二つに結って分けた、あの──

「……クロワ？」

「ロ……ッテ、なのか？」

　俺が声を絞り出すと同時に、ヘルツが誰かの名前を呟つぶやいた。だが、現れたのは間違いなくクロワだった。別れた時から服装は変わっているが、しなやかな金髪も、透き通った碧へき眼がんも、忘れられるはずがない。それに、彼女がクロワだという証拠に、

「アル……？」

　俺おれの名前を、確かに呼んでみせたのだった。

「ロッテ、ではない？　なぜ、この女はロッテと同じ髪型、似た容姿を……」

　ヘルツは動揺していて、何かを呟つぶやいている。完全に無防備、隙すきだらけだった。千載一遇の好機。今しかない。

　俺は銃を取り出し、撃鉄を起こした。カチリ、と弾層が回転し、発射準備が整う。ヘルツの心臓に狙ねらいを定め、引鉄ひきがねを引いた。ハンマーが雷管を叩たたき、火薬が炸さく裂れつし弾丸が飛び出す。ヘルツめがけて。

「ぐう!?」

　ヘルツは寸でのところで気づき、身体からだを捻ひねったが、避けきることはできず、弾丸は身体を貫いた。鮮血が舞う。こいつも血が流れるのか。

「敵？」

　クロワは剣を抜き、振り向きながら俺に尋ねた。

「ああ！　頼む！」

　あらん限りの力で俺は返事をした。クロワが小さく頷うなずいた。一息で距離を詰め、よろめいているヘルツに袈け裟さ斬ぎりを浴びせる。致命傷だろう。さらにもう一ひと太た刀ち──

「なめるなァッ！」

　──は、防がれた。俺の剣をそうしたように、クロワの剣の刃を手で押おし止とどめた。しかし先程まで見せていた余裕の表情はそこにはなく、額に血管を走らせていた。

「へし折ってくれる！」

「あらあら、乱暴に扱うのはよしてくれない？」

　クロワじゃない女性の声が響いた。聞き覚えがある。けど、一体どこから？　心なしか、それは剣から聞こえたような……。

「レインドロル、折られたくないなら力を貸して」

「仕方ないわねえ」

　クロワの呼びかけに対して、やはり声は剣から響いているようだった。って、いうか、今レインドロルって言ったか？　それって確か、クロワの世界で人間を滅ぼそうとしていた魔王じゃなかったっけ？

　剣を闇やみ色いろの光が包んだかと思うと、弾け、ヘルツが吹き飛んだ。クロワの世界の「魔力」による衝撃波だ。

　ヘルツは器用にも空中で回転すると、両足で着地した。

「知らない力……おれが不利なようだな」

「逃げるつもり？」

　レインドロルが、挑発するように言った。ヘルツは、気分を害した風もなく返した。

「そうさせてもらおう」

　ヘルツは、背後の大窓を手で割った。そして、夜の闇やみの中に飛び込んだ。

　俺おれは、痛む全身を叩たたき起こして、その窓に近寄った。袖そでで頭から流れる血を拭ぬぐう。出血が酷ひどく、頭がくらくらするが、落ちないように片かた膝ひざを突き、窓から地上を見下ろした。眼下には宮殿の中庭が広がっている。ヘルツの姿は確認できない。

「支配者が負けた……のか？」

　トゥットが塞せき止とめていただろう支配者の遣い達がいつの間に来ていたのか、そう漏らした。すぐにどよめきが伝でん播ぱする。そのことをどう受け止めるべきかわからない者が大半のようだ。

「まだだ！」

　トゥットが叫んだ。

「これは支配者をこの世界から消し去るまたとない機会だ！　中庭を封鎖してやつを閉じ込めろ！　神ノ杯エデングレイルもこの宮殿の中に違いない！　見つけて早く壊すんだ！」

　トゥットが遣いの制服を着ていたからか、声の迫力に押されてか、みんな慌てて散り散りになっていった。とにかく、トゥットが無事なようで安心した。

　近づく足音に、俺は振り向き立ち上がった。クロワだ。

「アル」

「クロワ……」

「やっと会えたわ」

　クロワは、俺を抱きしめてきた。柔らかく、温かく。懐かしい匂いがした。甘い、女の子の香り。服越しでもクロワの柔らかさがわかる。俺の大切な人。愛いとしい彼女。

「どうして、ここに？」

「話せば長くなるわ。それより、今の状況の説明を」

「ああ。……いや、その前に」

　俺は支配者の間の入り口付近に向かって歩き出した。よろめき、こけそうになるのをクロワに支えられて踏ふみ止とどまる。そのままクロワの肩を借りて、入り口にまで戻ってきた。膝を折り、そこに倒れている男に、話しかける。

「おい、起きないのか」

　返事はなかった。俺はもう何も言葉をかけなかった。

　俺は膝立ちも辛くなって、そいつの隣に寝転んだ。

「この人は？」

　クロワに尋ねられる。

「ここの侵入に協力してくれた、戦友だ」

「満足そうな顔、してるわ」

「そう、か……？」

　俺にはよくわからない。クロワの言うようにも見えるし、俺を恨んでいるようにも見えた。ただ、俺はこいつの顔を絶対に忘れない。そう約束したから。
















　それにしても、俺おれも血を流しすぎた。意識が明滅し始める。

「アル？」

　だが、気絶するわけにはいかない。この世界の危機が去れば、俺は即座に転移するはず。そうなっていないということは、支配者がまだ生きているということに他ならない。

　世界の危機は、まだ続いている。

　けれども俺の意思に反して、意識は暗い夜空の中に溶けて、有う耶や無む耶やになってしまった。










第三章　勇者も魔王も関係ない世界





　目が覚めた時、俺は見知らぬ個室のベッドで寝かされていた。全身痛んでいるが、気分はそれほど悪くない。横に顔を向けると、椅い子すにちょこんと腰掛け、うたた寝をしているクロワがいた。看病してくれていたのだろうか。

　薄い生地のカーテンから、茜あかね色いろの陽光が差していた。もう夕方だ。ヘルツとの戦闘を終え、結局俺は気を失ってしまった。

　上体を起こす。蹴けられた脇わき腹ばらが強く痛んだ。

「いてて……」

「あら、起きたの」

　誰だれかの声が病室に木こ霊だました。クロワのものではない。俺はクロワの膝ひざの上に鎮座する、剣に話しかけた。

「……レインドロル、か？」

「お久しぶりね、異世界の勇者さん」

　声は、正確には剣というより、その柄にはめられた魔石から響いているようだった。魔石はクロワの世界に存在する魔力という特別なエネルギーを吸収することのできる物質だ。俺おれとクロワはその世界で、魔力の塊であり、人々を危険に脅かす魔モノの統率者である魔王レインドロルを、この魔石に封じ込めることで勝利した。

　封じ込める時、レインドロルに意思というものはなかったはずだ。意思を持った魔力は、魔石には吸収されないからだ。なのになぜ今は、自分に意思があるかのように喋しやべっているのだろうか。クロワがこの世界に来たことと関係しているのか？

「二日間もよく寝るわ。ほら、クロワ。あなたの愛いとしの人が目を覚ましたわよ」

「ん、んん……」

　俺は二日も眠っていたのか。レインドロルに起こされて、クロワは軽く目を細い指で擦った。小さな口を小さな手で覆うと、くあぁと可愛かわいい欠伸あくびを一つする。ぐっと伸びをしてから目を開け、俺を見ると明るく微笑ほほえんだ。

「おはよう、アル」

「ああ、おはよう。クロワ」

　って、おはようって時間でもないと思うんだが……まあいっか。

「気分はどう？」

「身体からだ中じゆうあちこち痛むけど、体調自体は悪くないな」

「そう」

　クロワは椅い子すを立つと、ベッドの縁に座った。シーツがクロワの腰を柔らかく包む。クロワは俺に身体を寄せると、突然、その唇で俺の唇に触れた。すぐに離れる。

「お目覚めのキス。どう？」

　頭がくらくらした。身体の痛みなど吹き飛んでしまい、衝動のままクロワを抱き締めた。クロワの腕が、優しく抱き返してくれる。温かい身体、柔らかな髪の匂い……。

「会いたかったわ、ずっと」

「俺もだよ」

　しばらく俺達はそうして……そしてずっとこのままなんじゃないか、それもまあいっかなんて思っていたのだが、床に転がされたレインドロルがげふんとわざとらしい咳せき払ばらいをしたので、なんとなく気まずくなって身体を離した。こいつの存在をすっかり忘れていた。

　ややあって、クロワが口を開いた。

「トゥットって人に聞いたわ。ここは、あなたが生まれ育った世界なんですってね。戻ってこれたのね」

「なんとかな。それより、クロワはどうしてここに？　俺と同じ力みたいだったが」

　クロワは左手を頬ほおに当てると、ふうっと息を漏らした。溜ため息いきではないが、近い何か。

「……やっぱり、知らなかったのね。口づけの儀のことを」

「口づけの儀？」

　知らない言葉だった。そのままの意味で受け取れば、キス、ということだろうが、それとクロワがここにいるのになんの関係があるのだろうか。まだその仕組みは見えてこない。

「たぶん、アルは強引に能力をつけられたから、事情が特殊なのよね。普通は、能力を渡した相手に教えてもらうらしいのだけれど。その点で言えば、私も十分特殊ね」

「待ってくれ。なんだ？　俺おれ達以外にも、この呪いを受けてるやつらがいるのか？」

「ええ、いるわ。私は会ったから。それと、呪いと思ってはいないみたいだけれどね。少なくとも私が会った相手は、望んでこの力を手に入れた風だった」

「呪いじゃない？」

　自分のいた世界を追われ、今にも滅びそうな世界に飛ばされる、これが呪いではないだって？　あの支配者だって、忌まわしいように言っていたが。

「自分達のいる世界以外にも世界があって、人々が危機に陥おちいっている──それに気づき、救ってあげたい、そう思ったとある世界の誰だれかさんが、この能力を作ったらしいわ」

「他の世界を救うために？　一体どうやってこんな力を。そもそも、他に世界があるなんて、どうやって気づいたんだ？」

「そこまでは……。なにせ、千年近く前に遡るらしいから。私に色々教えてくれた人は、その人の名前も、性別も知らなかったし。知っている人も、どこかにいるかもしれないと言っていたけれど」

　危機に瀕ひんしている世界に飛ばされる能力。これが、善意で作られたものだったなんて。俺には思いもよらないことだった。クロワは続けた。

「この能力には、三つの力があるわ。一つ目は、危機に瀕している世界への転移。二つ目は、身体能力の強化。そして、口づけの儀による協力者の獲得」

「協力者？」

「あなたにとっての私がそうだった。私達が会ったあの世界において」

「……もうちょっとわかりやすく頼む」

　知らないことばかりが急に出てくるので、話についていけなくなる。

　クロワは改めて、ゆっくりと説明し始めた。

「この能力の持ち主は、口づけをすることで、他者に能力の種を渡すことができるの。能力の種を渡された者は、一応、さっき説明した能力を全て持つことになるわ」

　俺はクロワの世界でのことを思い出した。俺とクロワは、あの世界で何度もキスをした。自然と、俺はクロワの唇に目が行ってしまう。さっきもキスしたばかりの、柔らかい唇。俺の頬ほおは少し赤くなった。クロワが小首を傾かしげる。

「どうかした？　顔が赤いけれど。熱かしら」

「い、いや、大丈夫だ。ええっと、じゃあ、クロワは俺が別の世界に飛ばされた後、すぐに他の世界に飛ばされちまったのか？」

「無理はしないでね。……いいえ、能力の種は、所詮種でしかないの。せいぜい、身体能力の底上げだけだし、その量だって、まちまちだわ。だから、あくまでその世界での一時的な仲間だから、協力者というのね。異世界に行くのは、すごいエネルギーが必要なの」

「じゃあ、どうやって」

「私よ、私」

　そこで、レインドロルが口を挟んだ。クロワは少し腰を浮かせると、未だ床に転がる剣を拾い、椅い子すの上に置いた。

「……ていうか、なんでレインドロルがいるんだ？」

　自らの意思を持たない、ただの魔力の塊になり、魔石に吸収されたはずだった。それを見届け、俺おれはクロワの世界を去った。

「確かに、私個人に意思と呼べるものはなかった。でも、意思がないことを自覚した意思があったわ。とても微弱で、結局魔石には吸収されてしまったけれど、少しずつ組み立てて、人格を作り上げた。それで、クロワに私の魔力を使うことを提案したの」

「……よくわかんねえけど、俺やクロワは、お前達と対立してたはずなんだが。どういう風の吹き回しなんだ？」

　レインドロルは、ふふふっと笑った。戦っていた頃の人間憎しの形相からは、どんな顔で笑っているのか全く想像できないが。

「私が、私で考えたの。あの世界では、魔モノと人間は対立せざるを得ない。なら、私達を受け入れることができる世界を探そうって。そのために、クロワに力を貸したわ。異世界に行く力の種を持った、クロワにね」

「そしていくつか世界を巡って、この世界に辿たどりついた。アルに会うために」

　クロワは、どのくらいの数の世界を訪れたのだろうか。危ない目に遭わなかっただろうか。いや、きっと遭っただろう。無事でいてくれて、本当に良かった。

「それにしても、あのタイミングで現れるなんてな」

　クロワは、優しく微笑ほほえんだ。

「だって、私はあなたの恋人だから。恋人の窮地には、駆けつけるものでしょう？」

　俺は手を伸ばし、クロワの髪を撫なでた。目を細め、瞑つぶり、俺に顔を近づけるクロワ。俺も静かに目を閉じると、静かに唇を──と、扉がノックされる音が聴こえ、慌てて身を離す。返事をする前に扉は開いた。トゥットだった。

「こんばんは……、アル？　起きたのか」

「おう。……腕、大丈夫なのか？」

　トゥットは、腕を包帯で吊つり下さげていた。

「折れてるわけじゃないよ。医者が大げさなだけさ」

　トゥットはそう言って笑った。

「まあ、きみも無事そうでよかった。色々と報告したいこともあるが、どうする？　後にするかい」

　トゥットは俺とクロワを交互に見ながら尋ねた。気を利かせようとしてくれているんだろう。まあ、確かにいい雰囲気ではあったんだが……それよりも、今はその報告というのが聞きたい。クロワに一瞬視線をやると、小さく頷うなずいてくれた。

「いや、今がいい。話してくれ」

「了解。ちょっと失礼」

　トゥットは椅い子すの上の剣を壁に立てかけると、椅子に座った。膝ひざに肘ひじを乗せ手を組み、そこに形のいい顎あごを乗せると、話し始めた。

「まず、支配者だが……残念ながら見つからなかった」

　そんな気はしていた。同じ力を持っているからわかる。あの重傷でも、即死はない。加えて、支配者はきっとまだ未知の力を隠し持っているだろう。あの男のことだから、逃げると言ったら逃げ切る。

「ほぼ二日かけての捜索で何も手がかりはない。たぶんもうこの辺りにはいないんだと思うよ。神ノ杯エデングレイルも探しているけど、形も大きさもわからないからね……とりあえず宮殿内の食器類など含め、可能性のあるものは全て集めたが、どうかな、それらしいものはありそうにないね」

「宮殿内にあるとしても、簡単に見つかるところにはないだろうな。でも、あれだけ大人数を一度に神の杯に注いでたと考えると、遠くにあるとも思えない」

　俺おれの意見に、トゥットは頷うなずいた。

「とりあえず、しばらく調査は続けられるみたいだ。王にも話をつけてきた。……やっぱり、王は知っていたようだね。支配者が異世界から来たことや、神ノ杯を持っていることを。なぜこの世界を滅ぼす危険性を孕はらんでいる相手に、今まで加担していたのかは……王が王になった時からこうだった、なんて言われたよ。呆あきれたね」

「王のところまで行ったのか？」

「さすがに何も伝えないわけにはいかないだろう。二度と行きたくはないけどね。どこもかしこもガラスや宝石で装飾されて、目がちかちかして仕方がなかったよ。……それより、これからどうする？」

　トゥットは城内のことを思い出しているのか、げんなりとした顔になった。俺は問い返した。

「どうするって？」

「支配者は行方をくらましたし、もしこのまま手がかりが見つからなかったら、どうするつもりなんだって話だよ」

　考えていなかった。宮殿で支配者を倒すことしか考えてなかったし、失敗したら俺は生きてはいないはずだったから。

　どうするかなぁ、と首を傾かしげていると、クロワがシーツの端を軽く引っ張った。

「どうした？　クロワ」

「私、アルの故郷に行きたい」

　故郷、か。そうだな、エピカも待ってる。

「トゥット、それでいいか？」

「ああ。まあ、しばらく手がかりが見つからなかったら、だけどね」

　早く支配者に繋つながる手がかりが見つかればいいと思う反面、クロワに故郷を見せてやりたいという思いもあったりした。……少なくとも、今までみたいな生いけ贄にえ制による犠牲は生まれない。焦る必要はないだろう。

「あ、トゥット。もう一つ調べてほしいことがあるんだけど」





　怪け我がが治ると、俺おれはトゥットから受け取った情報を元に、首都近郊のシニストラという町に訪れた。町には、クロワとトゥットもついてきている。結局ヘルツの足取りが掴つかめなかったので、俺の故郷に帰ることになった。この町は、その途上にあった。だが偶然訪れたわけではない。

　俺は今、町のとある一画を目指し一人で歩いている。二人には適当に時間を潰しておいてくれと言っておいた。二人にはあまり関係ない用だったし、一人で行きたいと思ったのもあった。

　道中、赤と白の花を一本ずつ買った。その花を持って俺が訪れたのは、この町の共同墓地だった。一定間隔ごとに墓石が並べられただけの共同墓地を、俺は一つの名前を探して突き進んだ。

　あった。真新しい墓石に、トゥットから聞いた名前が彫ってあった。俺は屈かがみ、その名前を読み上げる。

「ヴェント」

　それは、宮殿の侵入に手を貸してくれた男の名前だ。宮殿から丸一日かけて遺体はこの男、ヴェントの故郷であるシニストラへ運ばれ、埋葬された。この世界では、死んだ場所に関わらず、可能な限り故郷に埋葬するのがしきたりだった。

　墓には、たくさんの花が供えられていた。花の種類はばらばらだったが、花びらの色は半分くらい白だった。それ以外の色はまばらだ。若干青や黄色が多く、赤は見当たらない。

　供える花には決まりがある。二本の花を重ねて墓石の前に置く。一本は必ず白で、それは別れの悲しみや、鎮魂の想おもいを乗せる。もう一本はその人物との関係を表す。何色を供えるか迷ったが、俺は赤を選んだ。赤は、戦友を表す。

「あの」

　さっと立ち去ろうと思い、立ち上がった俺は、突然話しかけられた。振り向くと、見知らぬ初老の女性が立っていた。バケツや布を持っていることから、墓を掃除に来たのだとわかる。

「ヴェントのお友達？」

「友達だなんて。そんな大層な仲じゃないです」

　誰だれだろう、と疑問に思う。ヴェントの母だろうか。それとも、歳の離れた奥さんだろうか。どちらにしても、あまり顔を合わせたい相手ではなかった。彼は、俺のせいで死んだのだから。

「じゃあ、あなたが今話題になってる、支配者を倒した聖騎士さん？」

　聖騎士なんて言われているのか。倒しただなんて。クロワがいなければ、俺おれは間違いなく死んでいた。

「支配者を倒してくれて、ありがとう」

　まだ肯定もしていないのに、俺は頭を下げられた。俺が唖あ然ぜんとしていると、その女性は語りだした。

「三年前から、うちの息子はよくあなたのことを話していました」

　やはり母のようだ。にしても、ヴェントは家族にまで俺への恨みを語っていたのか。ますます、俺はここにいづらくなった。それに、今回支配者を倒した俺が、三年前の襲撃者と同じだということがもう出回っているということにも驚かされる。

「ずっと憧れてたの。あなたに」

　しかし、母の口から出たのは、全くの予想外の言葉で。憧れ？

「俺に？」

「ええ、三年前から、支配者に立ち向かったあなたは、うちの子にとって英雄だったのよ。あの後も、きっとあいつは生きていて、次の機会を狙ねらっている、その時には、自分も一緒に戦うんだって……」

　ヴェントの口ぶりからは、想像できない話だった。あいつは俺のことを、恨み、憎み、復ふく讐しゆうしたいと言っていたはずだ。

「うちの子も、満足してるはず。本当に、ありがとうね」

　もしかしたら、俺を悲しませないために、この母親はこんな話を作ったのかもしれない。でも、それでも……この話を信じるならば、俺は赤の花を選んでよかった。

「忘れません」

　俺は、はっきりと言い切った。

「あいつのこと、忘れません。ずっと」

　俺は頭を下げ、その場を後にした。

　宿に戻った俺を初めに迎えたのは、意外にもレインドロルだった。宿を含め、帰りの旅費の大半は王が支払ってくれることになった。受け取った金額はかなりのもので、個室の宿屋もあっさり取れた。

「すっきりした顔になったじゃない」

「そうか？」

　壁に立てかけられた魔石のどこに視覚があるのかはわからなかったが、レインドロルにはそう見えたらしい。

「随分長いトイレだったわね」

「お前は俺がどこに行ったと思ってたんだ！」

「厠かわや」

「んなわけあるか！」

　確かに行き先は告げてなかったが！

「違ったかしら？　暗い顔して、ちょっと一人で行ってくるだなんて言うものだから勘違いしちゃったじゃない」

　それだけでどうして俺おれが厠かわやに行ったと判断したのか……。まあ、いい。

「クロワは？」

「お昼寝中」

　窓際のベッドに目を向けると、まだ日は高いのに、クロワは布団に包くるまっていた。レインドロルは俺に尋ねる。

「襲うの？」

「襲わねえよ！」

　本当にこいつは何を考えてるんだ。人ならざる者の考えることはよくわからない。

「何をそんなに怒っているのよ。男って、そういうものじゃないの？　どの世界の男も、寝てるクロワに手を出そうとしてたわよ」

「……その話、詳しく」

　俺はレインドロルに近づくと、その剣を持ち上げた。

「安心なさいよ。クロワはあなたと同じ力を持ってるのよ。その辺の男が太た刀ち打うちできるわけないじゃない。指一本触れ得たやつはいないわ」

　俺はほっと胸を撫なで下おろした。剣をそっと立てかけ直す。

　その時、クロワが身体からだを起こした。

「……襲わないの？」

「襲わねえよ!?」

　クロワは再び、こてんと横になった。窓のほうに向いてしまう。

「アルになら、いいのに」

　俺の頭はくらくらした。頬ほおが熱い。導かれるように、俺はベッドに歩み寄った。

「い、一緒に寝るだけだからな！　勘違いするなよな！」

　その言い訳は、クロワにしたのか、レインドロルにしたのか、はたまた自分自身に言ったのか。俺の事ながら、よくわからなかった。





　帰郷への旅は、順調に続いた。とある街の宿屋の一室で、俺はクロワと二人になった。まあ、レインドロルもいるんだが。

「初めは、お互いに怪しいと思っていたわ」

　話はクロワが会ったという、他の異世界を渡る人のことだ。

「その世界は、多くの人が世界の危機を認知していない……そんな世界だったわ。だから、世界の危機がどうのって言ってるその人は私から見ればかなり異様だったし、そんな彼女をつけ回す私も、彼女からすれば相当に怪しかったでしょうね」

「女性だったんだ」

「ええ。褐色の肌によく似合う長くて赤い髪が印象的だったわ。色んなところから人が訪れる、貿易の盛んな港町だったから、私も彼女も、幸い見かけで目立つことはなかったけれど。綺き麗れいな人だったわ。そこら中の男を捕まえて情報収集する様は、あまりにも目立ちすぎだったけれど。いえ、それも作戦のうち、だったかしら」

「作戦？」

「元々、そんなことで情報が集まるとは思っていなかったみたい。どちらかというと、そうやって聞き込みして回って、危機に関わっている人が動くのを構えていたらしいわ。そして、引っかかったのが私だったの」

　クロワは、苦笑しながら続けた。

「驚いたわ。だって、その港町を散策してたら、突然物もの凄すごい力で路地に引きずり込まれたから。自分より腕力のある人間なんて、旅立ってから初めて会ったくらい。それで、喉元に短刀を突きつけられて……あんたがこの世界の危機の元凶かい？　って。その時はとても焦ったわ」

　俺おれはごくりと唾を飲み込んだ。こうしてここにクロワがいるということは、無事だったことはわかりきっているものの、クロワに刃物を突きつけられたなんて、俺にとっては気が気ではない。

「それで、どうしたんだ？」

「もしかして、あなたも異世界から？　って問いかけたの。それに、レインドロルも合わせてくれて……喋しやべる剣や、魔力なんて存在しない世界だったから、それで信じてもらえたわ。私のほうが、半信半疑だったくらい。アル以外に、この力を持った人がいるなんて思っていなかったから」

　同じ能力を持っているからといって、目で見てそうとわかるものではないらしい。ということは、俺が今まで渡り歩いてきた世界の中で、知らずの内に他の異世界人と擦れ違っていた可能性があるのかもしれない。俺だって、他にこの力を持つ人がいるとは思っていなかったくらいだ。ヘルツがそうじゃないかと思っていた程度だ。

「だから言ったじゃない。私は八百年前に会ったことがあるって」

　そういえば、あの世界で俺の正体を見破ったのはレインドロルだった。俺以外にもこの力を持った人間がいるということはあの時わかっていたはずだが、なんてったって八百年も昔、同じ能力なのかどうかも怪しいといえば怪しかった。

「私が会った人が言うには、こういうことはたまにあるって。その後も、この能力についてや、色々なことを教えてもらったわ。シャティっていう名前、もしよかったら覚えておいてあげて」

「ああ。まあ、そうそう会えるもんでもないんだろうけど」

　褐色肌のシャティね。そいつに会う前に、この世界を救わなくちゃな。





　俺おれの故郷、クラテーレは、低い山と森に囲まれた小さな町だ。これといった特産品も、観光名所となる建造物もない。けれど、俺は自分が生まれ育ったこの町が大好きだった。

「よっと」

　合同馬車から降りると、俺はクロワに手を伸ばし、降りるのを手伝った。その横でトゥットも下車する。代金を御者に渡すと、もうすぐ夕方なのに、馬車は出発していった。近隣の村まで走るらしい。

「それじゃ、またそのうち」

　少し歩いてから、トゥットとは別れた。

「ここが、アルの町なのね」

　クロワは、興味深そうに辺りをきょろきょろと見回しながら歩いた。ここに来るまでに立ち寄った町と、大して差はないだろうに、目を輝かせて。なんだか、俺はくすぐったい気持ちになる。

　今日帰ることは、予あらかじめ手紙で伝えておいた。真まっ直すぐ自宅に向かい、扉を叩たたく。

「ただいまー」

　すると、すぐさま廊下を駆ける音がして、勢いよく扉が開いた。弾丸のように飛来するエピカを、俺は受け止めた。

「おかえり！　お兄ちゃん！」

　抱きついて離れようとしないエピカを、俺は下ろした。そうこうしている内に、親父おやじとおふくろも姿を見せた。

「おかえり、アル」

「おかえりなさい」

「ん、ただいま」

　それから、おふくろはクロワのほうを向いて微笑ほほえんだ。クロワのことは、手紙で伝えてあった。異世界から来たことも……俺の恋人だということも。

「あなたがクロワさん？」

「ええ。はじめまして、こんばんは」

「こんなに可愛かわいい娘を、俺の息子が連れてくるようになるなんてなぁ……。立ち話もなんだ、中にお入り」

　どこか柔和な表情を浮かべる親父は、なんだか気持ち悪い。俺がじと目で親父を睨にらむと、親父はにっと笑った。やはり気持ち悪い。

　リビングに行く途中、おふくろが俺とクロワに尋ねた。

「晩御飯は食べた？」

「食ってないけど、昼が遅かったしなぁ。クロワ、どうする？」

「ありがとう。でも、私もそんなには」

「そう……それは残念」

　料理好きの母としては、ぜひクロワに自分の腕を披露したかったのだろう。悲しげな表情になる。が、すぐにいつもの穏やかな表情に戻った。

「そういえば、カリーナさんには、離れを使ってもらってるわ。呼んでこようかしら？　アルの活躍を聞いて、帰ってくるのを私達みたいに心待ちにしていたのよ」

「カリーナ？」

　聞き覚えのない名前に、俺おれは首を傾かしげた。

「ブレッザでお前が助けたんだろう？　桃色の髪の娘だ」

「あ、ああー」

　思い出した。ブレッザで、支配者の遣いに追われていたところを、そういえば助けたような気がする。そうそう、その後、この町に避難するように言ったんだっけ。無事に辿たどりついたようでよかった。

「誰だれ？」

　クロワに尋ねられ、答える。

「宮殿侵入へのきっかけをくれた女の子だよ。あの時は急いでたから、名前も聞いてなかったなあ」

「それで、呼んでこようか？」

　親父おやじが改めて問い直した。俺は首を振った。

「明日でいいや。長い馬車旅で疲れたし、今日はさっさと寝たい気分」

「そうか」

　そこで、親父はごほんと咳せき払ばらいをした。

「とりあえず……よくぞ無事に帰ってきたな、アル」

「それ、この前も言ってなかったか？　親父もついにぼけが始まったのか？」

「お前なぁ……いや、まあいい。本当に、支配者を倒してきたんだな。最近じゃあ、町はお前の話で持ちきりだ。英雄現るってよ。俺も鼻が高い。それと一緒に、クロワさんの話題もね」

　親父はクロワににっと笑った。なんとなく俺は親父とクロワの間に入って歩いた。

「まだ安心できねえよ。結局あいつは逃げて行方をくらましたわけだし」

「にしても、支配者の虐殺は終わったんだ。お前が終わらしたんだ。簡単なことじゃない」

　確かに、支配者がいなくなったことで、虐殺は行われなくなった。それまでに色んな地方で捕らえられていた生いけ贄にえは、みんな解放された。一応は、世の中平和になった。

　リビングに入ると、親父は振り返った。

「って、おっと、クロワさんに自己紹介がまだだったな。このバカ息子の父親のフレッドだ。よろしく」

「妻のマテリアです。よろしくね」

「こちらこそ。改めて、クロワよ」

　クロワと俺の両親は握手をした。この世界での握手は、強い信頼を表す。

「ほら、エピカも」

　親父おやじが急せかす。エピカはまたいつの間にか俺おれにしがみついていた。むすっとしていて口を開かないので、クロワが手を差し出した。

「よろしくね、エピカちゃん」

　エピカはその手をじっと見つめていたが、やがて不服そうに握り返した。俺が帰ってきた時はあんなに喜んでいたのに、なんでへそを曲げているのやら。

「寝室はどうします？　客室に布団を引きましょうか」

「ありがとう。でも、アルと一緒に寝るから必要ないわ。ここに来るまでの宿でもそうしてたし」

「あらあらまあまあ」

「これは、孫が見れる日も遠くないかもしれんなぁ」

「言っとくけど、俺とクロワは健全な仲だからな！」

　しばらくは一緒に暮らすことになるはずだが……これでは先が思いやられる。と、その時、エピカが俺の身体からだに強い力で抱きついて、叫んだ。

「お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんだから！　泥棒猫！」

　何を言っているんだ俺の妹は。

「別に、アルがあなたの兄でも、あなたがアルの妹でも、そんなの私には関係ないわ。アルが私の恋人という事実にはなんら影響しないもの」

　クロワもクロワで、むっとした感じでそう返している。泥棒猫という表現が癪しやくに障ったようだ。二人の視線の間に、火花が散る。















「ちょっと落ち着けよ二人とも。とりあえず、長旅の疲れもある。今日は一旦寝るってことでいいか？」

　二人は睨にらみ合あって話を聞いてくれそうもなかったので、俺おれは半ば助けを求めるように親父おやじとおふくろを交互に見た。

「おう、色々期待してるぞ」

「変なこと考えてるんじゃねえぞ親父。じゃ、クロワ、行くぞ」

「……ええ。おやすみなさい」

　クロワの手を引いて、リビングを後にすると、二階にある俺の部屋に入った。月明かりだけの部屋だ。俺は靴を脱ぐと、ベッドに寝転んだ。寝巻きに着替えるのも今日は面倒臭い。久々の実家で、気が緩んだのかもしれない。疲れがどっと押し寄せていた。

「お兄ちゃん想おもいのいい妹さんね」

　ふと、クロワがそう漏らした。

「なんだ？　さっきは睨み合ってたのに」

「あ、あれはっ」

　クロワは少しどもりながら言った。

「その、妹さんにも、私達の仲をきちんと認めてほしかったから」

「そうは見えなかったけどなぁ」

　俺は苦笑した。

「私、妹さんと打ち解けられるかしら」

　クロワの表情が暗く見える。太陽が沈んだからではない。俺はクロワをベッドに招き入れると、はっきりと言った。

「できるさ。クロワは俺が惚ほれた女の子なんだから」

「その理由はよくわからないわ」

　言いながら、クロワは顔を寄せてきた。

「でも、あなたが言うなら信じましょう。だって、あなたは私が惚れた男ですものね」

　クロワが目を閉じたので、俺はそっと口づけをした。クロワとキスをすると、とても暖かい気持ちになれる。ちょっと長めの沈黙の後、俺は唇を離した。

「おやすみ、クロワ」

「おやすみなさい、アル。よい夢を」





　窓から差す朝日と、耳をくすぐる小鳥のさえずりで、俺は目が覚めた。俺は仰あお向むけで、両腕を広げて眠っていたようだ。腕には少し重い感触。クロワは、いつも寝る時俺に腕うで枕まくらを要求する。たとえ枕が二つ用意されていてもそうなので、一つしかない俺の枕をクロワが使うはずがなかった。だから、今日も腕に頭一つ分の重さが──ん？

　俺おれはそこで、ふと気づく。俺の左腕には、頭一つ分の重さがある。うん、間違いない。それだけなら問題ない。しかし、右腕にも同じような感触があるのはなぜだろうか──？

　俺は恐る恐る記憶を辿たどり、クロワがいるはずの方向に顔を向けた。そこには愛くるしい顔で眠るクロワがいた。ひとまず安心する。じゃあ、反対側は？　俺はそうっと首を回した。

　そこには桃色髪の女の子が、心地よさそうに眠っていた。俺は天井を見上げた。そして深呼吸を一つする。もう一度、首を向けた。桃色髪の女の子が、心地よさそうに眠っていた。

「あー、えっと」

　どうすればいいのかわからず、俺はとりあえず呼びかけてみることにした。

「カリーナ、だっけ？」

　彼女は、ブレッザで俺が生いけ贄にえになるために、逃がした女の子だった。

　俺の呼びかけのおかげか、それとも最初から起きていたのか、彼女はぱちっと目を開いた。快活な笑みを浮かべる。

「はい、おはようございます、アル様」

「あ、アル様？　いや、それより、なんでここに？」

「帰ってきたと聞いたので、朝早くに来たら、まだ起きていないようで。アル様のお母様から、起こしてくるよう仰せつかったのですが、アル様の寝顔を見ていると、ついつい私も夢の世界へ」

「そ、そうか」

　要約すると、俺を起こしに来たってことでいいのか？　寝起きでまだ頭が上う手まく働いていなかった。

「アル様！」

　と、突然カリーナは、ベッドから降りると、身を正して膝ひざをついた。そして頭を下げて、こう言った。

「どうか、私を嫁に貰もらってください！」

「は、はい？」

　待て。待て待てなぜそうなる。カリーナは、俺を起こしに来たんじゃなかったのか？　なんで俺は求婚されているんだ？

「危険を顧みず、私を助けてくれて、さらには支配者を打倒してくれました。アル様がいなければ、私は死んでいました。ならば私の命、アル様に尽くすためにあると存じます。あなたの、妻として」

「いや、でもあれ、きみのためもあったけど、どっちかというと生贄として俺が宮殿に侵入することのほうが大事で、半ば利用したようなもんなんだけど」

「大事なのは結果です！　それとも、私程度ではアル様のお役には立てませんか？　迷惑、なのでしょうか……？」

　カリーナの瞳ひとみの端に大粒の涙が滲にじむ。そんな目で見つめられて、俺おれはどうしようもなく困ってしまった。

「そ、そういうわけでもないような……」

　しどろもどろな返事をしてしまう。

「何を焦っているの」

「ク、クロワ!?　起きてたのか!?」

「それだけどたばたされたら、目も覚めるわ。腕うで枕まくらないし」

　クロワは深い溜ため息いきをついた。

「それで、あなたは私がいながら、何を焦っているの？　もしかして、迷っているの？　その娘か私かを」

「な！　そんなわけないだろ！　突然でびっくりしただけだ！」

「一番目が駄目なら、二番目の妻でもいいです！」

　カリーナは涙ながらに訴えた。

「アル、この世界は多妻制なのかしら」

　恐らく色んな世界を見て回るうちに、一夫一妻制や多妻制など、クロワはいくつかの男女関係の形態を見てきたのだろう。俺は答えた。

「あ、ああ、一応な。でもそんなの、上流階級のやつだけだし……」

　普通の家は、一夫一妻だ。うちの両親もそうだし、トゥットの家でもそうだ。そういうのは、ある程度財力がないとできないんだ。というのが俺の認識だったのだが、カリーナは否定した。

「アル様、私の家は大きくはなくとも貴族の家庭。それに、アル様が帰ってくるまでの三年で、多妻制は庶民にも広まっているほどです」

「そ、そうなのか？」

「騙だまされちゃだめー！」

　そこでエピカが現れた。扉を壊さんばかりの勢いで開けたエピカは、ベッドの上の俺に飛びついてきた。

「多妻制なんて広まってないし、お兄ちゃんはわたしと結婚するんだからー！」

　クロワは俺に問いかけた。

「アル、この世界は近親婚を認めているの？」

「いや、それはさすがに認めてない」

「お兄ちゃんが帰ってくるまでの三年間で変わったのー！」

「アル様、騙されてはいけません。近親婚など許されてはいません。その代わり、多妻制はより一般的なものに」

「まあ、どちらにせよ私には関係ないわ。多妻制だろうが、近親婚が認められていようが、関係ない。だって、アルの恋人は私だから。アルは私以外に女としての興味はないわ。そうでしょ？　アル」

　自信満々に胸を張るクロワに俺おれは、もちろんと頷うなずく。つもりだったのだが、

「お兄ちゃん、私のこと、嫌いなの……？」

「私なんて、魅力の欠片かけらもありませんわよね……」

「いや、そんなことは」

　なんて返してしまうのだった。どうすればみんなが納得する答えになるのか、俺にはさっぱりだった。

「アル？　それはつまり、どういうことかしら？」

「お兄ちゃんがわたしのものってこと！」

「私はみんなでアル様を分け合っても構いません。何も独占しようと考えているわけではありませんから」

　そんな人を物みたいに。そう言いたくなったが、とても俺が口を出せる雰囲気ではなかった。俺の左右、そして上に跨またがる女性陣は、取っ組み合いの喧けん嘩かでも始めそうな勢いで口論を続けていた。

「やあやあ、アルくん。朝からモテモテだね」

　そんな中、扉が開かれたままの入り口から、また誰だれかが入ってきた。声で誰だかわかったが、俺は彼女の成長ぶりに驚かされた。

「エテルノ！」

　トゥットの妻で、俺の幼おさな馴な染じみでもあるエテルノだった。最後に会った時は小柄だったのに、すらっとした体型になっていた。トゥットといい、なんで身長そんなに伸びてるんだ。俺おれなんか誤差程度に伸びただけなのに。いや、まあそれは今は置いておこう。















「エテルノ、この状況をなんとかしてくれ！　第三者のお前の力が必要だ！」

　肩より上で切られた緑の髪を、風になびく草原のように揺らしながら、エテルノは小首を傾かしげにかっと笑った。なんだか嫌な予感がした。

「じゃあ昔、あたしとアルがしたあんなことやこんなことの思い出を語ってみればいいのかな？　いや、やっぱりやめておこうかな。あれはあたしたちだけの秘密だもんね。それじゃ、下で待ってるよ。朝食、できてるから」

　火に油を注いで、エテルノは部屋を出ていった。そうだ、あいつはこういう性格の女だった。周りをからかうのが大好きなんだ。

「お兄ちゃん、あんなことって？」

「こんなこととは？」

「どんなのことなのかしら。説明してほしいのだけれど、アル？」

「みんな騙だまされるな！　あいつが面白そうだから言っただけだあああ！」

　俺の必死の主張は、しかし中々信じてもらえなかった。





　俺の育った町は、特徴のある町じゃない。大陸の内陸部に位置し、規模は周辺の町と同じかそれ以下。景気は悪くないが、山に囲まれているので交易も盛んなほうではない。どれだけ急いでも数日では首都に着かないし、人口も多くはなかった。

「でもまあ、やっぱり自分の育った町には、愛着みたいなもんがあるなー」

　町を案内してほしいというクロワの申し出を受けて、俺達は二人で町中を散策していた。平日の昼間は、人通りが多い。俺の記憶以上に、町は賑にぎわっていた。

　じっくり練り歩くのは、俺にとっても三年ぶり。新しくできたパン屋があったり、潰れてしまった定食屋もあったり、昔と変わらず営業している服屋もあったり。懐かしさと新鮮さを同時に感じる。

　特に、懐かしいだなんて感情は、もうずっと忘れていたものだ。世界を救う度に新しい世界へと飛ばされていた俺には、味わいたくとも味わえない感情だった。

　俺は手を繋つなぐクロワを横目で見た。クロワは、ある意味では俺のせいで故郷を失った存在だ。俺が、そう、キスしていなければ、クロワは今ここにいない。俺はこの手の温ぬくもりを、喜んでいいのだろうか。

「クロワは、元の世界に帰りたいとは思わないのか？」

　いや、帰りたくないわけがないだろう。クロワは当然のごとく頷うなずいた。

「そうね、私もたまには帰りたいわ。あの世界には、アンジュやシュエットがいるもの」

　アンジュとシュエットは、クロワの世界にいる都市長とその従者で──俺やクロワにとって、戦友であり友達だ。赤い長髪に眼鏡をかけた長身のアンジュと、青髪で小柄なシュエットは見た目は対象的だが、どっちも友達想おもいのいいやつで、そうそう、色いろ恋こい沙ざ汰たの話が大好きだった。俺おれとクロワが初めて二人と会った時も、俺達の仲をしつこく問とい質ただされたっけ。

　クロワは手を結ぶ力を少し強めた。そして、俺の肩に頭を乗せる。クロワの甘い髪の匂いが、俺の鼻先をくすぐって。俺はどうしようもなくどきどきしてしまう。

「でも、私、あなたがいない世界なんて嫌だわ。待ってるなんてできなかった。それに、こうやってまた出会えた。少なくとも後悔はない。それくらい、あなたが好きってこと」

　俺は、クロワを抱きしめたい衝動に駆られる。いや、その衝動に気づいた時にはもうクロワを抱きしめていた。突然だったが、抵抗はなく、クロワは優しく腕を俺の腰に回した。そして俺とクロワは見つめ合い、唇を近づけ──

「あれ？　アル？　おーい！　アルー！」

　俺は咄とつ嗟さに身体からだを離した。町中だということを完璧に失念していた。声がしたほうを見ると、こちらに向かって走ってくる旧友の姿が見えた。スクードという名前の小柄な男だ。なんだか小さいままで安心した。トゥットもエテルノも、成長しすぎなんだ。

「やっぱりアルだ。いや、帰ってきてたってのは知ってたけど、慌しく町を出ていったって聞いてたし、そうか、また帰ってきてたのか。おかえり！」

　俺は伸ばされた手を掴つかみ、スクードと握手をした。それから、俺の横にいるクロワに気づくと、目を丸く見開いた。

「も、もしかして、彼女が聖女クロワさんか!?」

「聖女？　私はクロワだけど」

　そういえば帰郷の際、ブレッザを訪れた時に、聖騎士なんて呼ばれ方をした。

　スクードは、身振り手振りで熱弁する。

「聖騎士アルと聖女クロワ！　アルの誕生の地であるこの街は、アルになんとかお目にかかれないかって近くの街から観光客が押し寄せるほどなんだよ！」

「そんな大げさな」

「大げさなんてことあるもんか。あの支配者を倒したんだぜ？　見てなよ？　おーいみんな！　聖騎士様と聖女様がこちらにいらっしゃるぞー！」

　周囲の空気が変わった。こう、肌に何かちくちくと刺さるような。たぶん、それは視線だった。俺は嫌な予感がした。

　通りを歩いていた人達がざわめき始め、ちらちらとこちらを窺うかがい始めた。なんとなく、俺もクロワも縮こまってしまう。居心地が悪い。少しの間、そんな状態が続いたが、

「こちらが聖騎士アル様と聖女クロワ様です！」

　だなんてスクードが後押ししたせいで、周りは沸き立ち、一瞬で俺達の周りに人だかりができた。

「なんと神々しいお姿！」

「どうか握手を！」

「どのように支配者を倒したのかお聞きしたいです！」

「神ノ杯エデングレイルのご加護のあらんことを！」

「どうか今度生まれるうちの子に名前をつけてくれませんか！」

　一度に言われちゃ、何がなんだかわかりゃしない。困った俺おれは、クロワの手を握った。

「逃げよう！」

　手を引いて、人の間を縫うようにして抜けた。当然周りは引きとめようとしたが、絶妙な動きでかわしていく。この反射神経や筋力も、ヘルツに渡されたものなんだなあと思うと少しむかついたが、まあいい。この力で助かったことも何度もあるわけで。

　適当にくねくねと曲がっていき、なんとか撒まく。

「なんだか、いつぞやのクロワになった気分だった」

「私もあれだけの人に囲まれるのは久しぶり。敵以外でね」

「下手に有名になるってのも、大変なものだったんだな」

　クロワはくすりと笑った。路地裏がそれだけで華やいだ。

「そうね。でも、あんまり悪いものでもないのかもしれない、なんて思っちゃったわ。アルが聖騎士で、私が聖女だなんて、お揃そろいみたいで、ちょっと素敵じゃない？」

　そう言うクロワが愛おしくて、俺はさらさらな金髪を撫なでた。掌てのひらを滑る髪の一本一本がとても大切に思える。そこで、いいことを思いついた。

「そうだ！　町を歩いててもまた人に囲まれそうだしさ、ちょっと連れて行きたいところがあるんだ。少し遠いけど」

　勇者も魔王も関係ないこの世界でのクロワの思い出を、よりよいものにしたかった。そのためには、あそこへは絶対行かなくちゃならない。

「ええ。あなたが連れていってくれるなら、それは素敵な場所なのでしょう」

「期待してくれていいぜ」

　微笑ほほえむクロワに、俺もにっと笑って返した。





　日暮れまでには着きたいと俺は考えていたが、俺の記憶よりも山はずっと低かった。目的地はすぐそこだが、まだ十分日が昇ったまま。早すぎた気さえする。

「空気がおいしい」

　クロワは深く息を吸い込んだ。科学技術が発達している世界や、元々森林の少ない世界と比べれば、この世界の空気はどこのものでもおいしいが、それでもここは格別だった。

　ここは、街外れの山の中腹だ。木が生い茂っていて周囲の見通しは悪いが、もう少し登れば開けた場所がある。小動物の多い森で、猛獣に類するようなものと遭遇することはない。もっとも、化け物や怪異と嫌という程戦ってきた俺なので、熊や狼おおかみぐらいならば剣さえ使わず撃退する自信があるが。

　俺は、懐かしい記憶を掘り出しながら歩いた。

「小さい頃さ、ここら辺は迷子になったら困るからって、立ち入り禁止にされてたんだ。でも、さ。好奇心ってやつで、俺おれと、それからトゥット、エテルノで、この辺りを探索したことがあってさ」

　もちろんちゃんとした道はない。だが今歩いている獣道を進んでいけば、そのうち目的の場所につくはずだ。クロワに話しながら登っていく。

「子供の俺達にとっては大冒険でさ、久しぶりに登ったけど、昔はこの森が永遠に続く迷いの森だって信じて疑わなかったりとかな。思ってたより低かったんだな、この山」

　俺もクロワも、常人とは比べ物にならない力を持っている。俺はもう、ただの子供だったアルじゃない。ふとそんなことを思う。この数年で、多くのものが変わった。

「さ、着いた」

　鬱うつ蒼そうと生い茂った森を抜けると、原っぱになっている。それはそれでいい風景だが、別にこの原っぱを見せたかったわけじゃない。

「わあ」

　クロワが感嘆の声を上げた。

「街が一望できるのね、ここ。いい見晴らし」

「だろ？」

　と言いつつ、本当に見せたいものはまだ見せていない。まだ時間が早すぎる。

　建物は、全部指の先みたいに小さく見えた。けれど、どの建物がどこなのかくらいは、慣れ親しんだ故郷の町、大体わかる。

「ねえ、アルの家はどこ？」

「えっとな、あそこに民家が連なってるんだけど……」

　俺は東のほうの一角を指差していく。やがて、クロワは俺の家を見つけたらしい。それから俺は、今日歩いてきた道のりや、トゥットの親父おやじさんがやってる時計屋のことなどを話した。

「じゃあ、私達はまだまだ街の一部しか歩いていないのね」

「スクードのせいで囲まれたからな。あれがなかったら、もっと色んなところを案内できたんだが」

「あれはあれで楽しかったわよ」

「そうか？」

「手を引かれて逃げたりね。ちょっとわくわくしちゃったもの」

　そう言われると……俺も楽しかった。

　しばらくその景色を二人で眺めていた。だんだんと、日が傾いてくる。

　思い出したように、クロワは言った。

「そういえば、キスできなかったわよね」

「そ、そうだな」

　クロワは俺を見つめてきて、口を開かない。俺は頬ほおを掻かいた。改めて、となると妙に恥ずかしい。ので、俺おれは手でクロワに目隠しをした。そして、そっと柔らかいクロワの唇に、自分のそれを重ね合わせた。クロワの温かさを感じる。ずっとこうしていたいって思う。でも、そんなわけにもいかない。俺は名残惜しいがそっと唇を離した。目隠ししている手も。

「ねえ」

　クロワは、俺の服の裾を軽く引っ張った。

「もう一回」

　そう言って、クロワは唇をついっと強調した。目は閉じられていた。俺はそっと抱きしめてから、今度は少し長くキスをした。というか、気づいたらしていた。

「いやあ、ラブラブだね、アルくん」

「……っのわあ！　エ、エテルノ？　なんでいるんだ？」

　草を踏みしめながら、エテルノが現れた。

「アル、気づいてなかったの？」

「クロワは気づいてたのか!?」

　クロワはこくりと頷うなずいた。エテルノは大口開けて笑っている。

「なんで言ってくれなかったんだよ！」

「気づいてると思ってたから。アルは人目があるところでキスするのは嫌だった？」

「あ、当たり前だろ？　時と場合ってもんが」

「でも、町中でキスしようとしてた」

「あああ、あれは」

「アルくん、なかなか大胆なことするようになったんだね」

「ち、違う！　してはないぞ！」

　そう、未遂だった！　しようとしたことは否定できないが……いや、でもあれはクロワがあんまりにも可愛かわいかったからで。別に周りに見せつけたいとかは思っていない。どっちかというと周りが見えなくなってただけだ。

「アル、三年前は色いろ恋こい沙ざ汰たなんて全く興味なさそうな君も、ついに人目もはばからず女の子を求めるようになってしまったのか。月日の流れは、恐ろしいものだね」

「トゥットもいたのかよ！　ていうかいたなら声かけろよ！」

「僕達は今来たところさ。エテルノがきみに言い忘れたことがあるって。それできみの家に行ったら、クロワさんと出かけてるって聞いて。適当にぶらつけば会えるだろうなんていってぶらついてたら、急にここが懐かしくなってね。そしたら、先客がいたというわけだよ」

　不覚だった。すっかりクロワのことで頭が一杯で、周りの気配も読めていなかったらしい。これからは、ちゃんと周囲に気を配ろう。

「まあ、いいや……。それで、エテルノが俺に言いたいことって？」

「ああ、そうだったよ。これはきみが旅立った時から言おうと決めていたんだ」

　エテルノは、緑色の前髪を横に流すと、一度咳せき払ばらいをした。真面目まじめな顔になったのも束つかの間ま、優しい笑顔を見せた。

「おかえり、アルくん」

　一瞬、ぽかんとしてしまうが、すぐに理解した。俺おれも、にっと笑って返した。

「ただいま、エテルノ」

　それは、確かに重要だ。変に再会を祝う必要なんてない。出かけて、帰ってきただけ。だから、挨あい拶さつもいつも通りでいいんだ。

　エテルノは、それからクロワのほうに向いた。

「と、クロワちゃんだっけ？　朝はどたばたしてて、ちゃんと挨拶できなかったね。アルの友達の、エテルノっていうの。よろしくね」

　エテルノは手を差し出した。

「そして僕の妻だ」

　トゥットが誇らしそうに胸を張るが、あいにく誰だれも反応しなかった。

「よろしく。クロワよ」

　クロワはその手を握り返した。握手はこの世界での、信頼の証。他の世界でも握手が行われているところを見たことはあるが、確かクロワの世界にはないんだったっけな。

　握手を済ませると、クロワは、ところで、とエテルノに話しかけた。

「今朝言ってた、アルとしたあんなことやこんなことって？」

　エテルノはきょとんとした表情を見せたかと思うと、次いで大爆笑した。

「エ、エテルノ？　僕というものがいながら、きみは何かしたのかい？」

「クロワ、それはエテルノの悪ふざけで……」

　俺は朝にもした説明をクロワに繰り返す。と、エテルノがうんうんと頷うなずく。

「ははっ、そうね。クロワちゃんには、教えてあげたいね」

　え、ちょっと待ってくれよ。あれはエテルノの口からでまかせじゃなかったのか？　い、いや、俺はエテルノとの間に変な関係とかは全くないはず。ない、よな？　不安になりながらエテルノを見やると、エテルノはにやりと笑った。

「この山を勝手に探索したり、アルくんのお父さんの大工道具を黙って借りて秘密基地を作ったりしたことかな」

　俺は心底ほっとした。潔白である自信はあったが、エテルノは何を言い出すかわからないからな。秘密基地の話も、エテルノが切り出した気がする。

　それから、クロワが俺のことを二人に聞き始め、なぜか俺が親に怒られた話とか川に落ちた話とかをばらされた。ちなみに川はせいぜいくるぶし程度までの深さしかなく、なのに滑って川に落ちて気が動転した俺は必死に浅い水の中でもがく、というオチがついている。

「結局、いいやつなんだよね、アルくんは」

　でも、なんだかんだで最終的に俺を立てる方向に持っていってくれるのは、親友なりの配慮なのだろうか。思い出したくない恥ずかしい話ばかりで、ほとんど俺おれは耳を塞ふさいでいたが。

「ああ、そういえば、エテルノに礼を言い忘れてた。トゥットに協力するよう言ってくれたんだろ？　ありがとな。助かった」

　エテルノは、笑顔を保ったまま首を傾かしげた。緑の髪が風になびいて揺れる。

「ん？　あたしがトゥットに協力するように言った？」

「違うのか？　トゥットにそう聞いたんだが。本当に私のためを想おもうなら、私の友人のために動きなさい、だかなんだったか」

「ア、アル。それはもういいじゃないか」

「え、なんで？」

　トゥットが話を逸そらそうとして、理由を尋ねるとなぜかあさっての方向を向いてしまった。それで何かを悟ったのか、エテルノが笑った。

「確かにそれは言ったけど、アルくんのとこに行かせたのは間違ってるね。トゥットは、あたしに、迷惑をかけることになるかもしれないけど、アルくんに協力しにいかせてくれないかって言ってきたのよ？　それで、あたしが何を迷ってるのって後押ししただけ」

「そうなのか？　じゃあ、なんでトゥットは嘘うそを？」

「直前に、ちょっと喧けん嘩かしたんでしょ？　照れ隠しじゃないの」

「エ、エテルノ！　違うぞ、僕は全然きみのことを心配なんてしてなかったからね！」

　顔を真っ赤にして反論するトゥットを見ると、なんだか和んだ。そうか、トゥットはなんだかんだ言って、自分の意思で俺の助けに来てくれてたんだ。

「ありがとな、トゥット」

「べ、別に僕は……と、当然のことをしただけだ！　友として！」

　こほん、とトゥットは咳せき払ばらいをした。

「それより、そろそろ時間だぞ？　これを見に来たんじゃないのかい？」

「ああ、そうだった。クロワ」

「なに？　アル」

「連れてきたかった場所はここなんだけどさ、なんでかわかるか？」

「町の全景が眺められるからじゃないの？　とてもいい景色だったわ」

「それもそうなんだが……さっきは、ちょっと時間が早かったからな」

　俺は手で街を見るように示した。クロワは小首を傾げながらも、町のほうを向いた。いつの間にか、ここに来てだいぶ時間が経たっていた。日は沈みかけ、太陽が真っ赤に燃えている。そして、街も。

「……すごい。赤い海みたい。きらきらしてる」

　クロワはそう漏らした。赤い海、なかなかいい表現だと思った。

　夕暮れ時、ここから見る町は、建物が強い夕ゆう陽ひの光を反射して、幻想的な姿を見せる。ほんの少しの間だが、特徴のない俺の故郷の街の、一番誇れるものだった。クロワも気に入ってくれたようで嬉うれしい。

　しばらく、みんな無言でその光景に見入っていた。俺おれは、とある世界で見たカメラという機械を思い出す。レンズ越しの景色を、フィルムというものに写すことができる機械だ。もしあれがこの世界にもあれば、ぜひこの景色を残しておきたい。もちろん、クロワの笑顔と一緒に。










第四章　支配者と妹





「お兄ちゃん！　晩御飯の時間だよー！」

「ん、今行くよ！」

　階下から響いてきた声で、俺は椅い子すを立った。クロワと一緒に、リビングへと向かう。

　帰郷してから、三日が経たった。支配者についての報告もまだない。今日は、クロワと今まで巡ってきた世界について語り合っていた。

　リビングには、おふくろとエピカがいた。親父おやじの姿は見えない。

「親父は？　仕事？」

「ええ。先に食べててって、今朝言ってたわ」

　珍しいことではない。仕事熱心の親父は、建築依頼を受けたらいつも徹底的に打ち込む気質だった。

　俺とクロワが座り、食事が始まる。

「このパン、わたしが焼いたの！」

　エピカが得意げにそう言った。パンは、香ばしい匂いを漂わしている。手に取ると、まだ温かい。俺おれはバターを乗せ薄く引き延ばすと、一口かぶりついた。

「どう？」

「もっちりしてて、おいしいよ」

「んふふ、やったっ」

　クロワも手に取り、小さく千切って口に入れた。

「おいしいわ。料理、上手なのね」

「……ありがとうございます」

　ぼそっと呟つぶやくようにエピカは返した。ここ数日、エピカはずっとこんな調子だ。常にクロワを避けてるし、話しかけてもまともに取り合おうとしない。

　沈黙が訪れ、食事は静かに進む。なんとか俺は二人の仲を取り持ちたいと思っていたが、なかなか機会に恵まれなかった。

「ご馳ち走そう様さま」

　結局、何も喋しやべらないまま食べ終えてしまった。だが、そこでエピカがあ、と声を俺にかけた。俺は顔をそちらに向ける。

「お兄ちゃん、明日は何か用事ある？」

「いや、ないな」

「じゃあ、ピクニックに行こうよ！　花畑に！」

　そういえば、この世界に転移して帰ってきた時に、エピカとそんな約束をした覚えがある。目を輝かせるエピカに、俺は頷うなずいた。

「晴れてたら、な」

「うん！」

「クロワもそれでいいか？」

「ええ」

「……うー」

　エピカはもの言いたげな視線を俺に寄よ越こした。クロワには来てほしくないという意思が込められていることは鈍感な俺にもはっきり伝わってきたが、これは二人が仲良くなるいい機会だ。

「ああ、アル。カリーナさんも連れていってあげなさい。彼女、こっちに来てからずっと寂しげにしてるのよ」

　おふくろに言われて、俺は頷いた。明日の朝にでも誘いに行くか。

　……ふと思ったが、もうここにカリーナが匿かくまわれている必要はないように思えた。ヘルツはまだ生きているが……少なくとも支配者の遣いに追われることはない。支配者の遣いや生いけ贄にえ制自体が崩壊してしまったからだ。

　食器を片付け、部屋に戻る。俺は椅い子すに座り、クロワはベッドに腰掛けた。さっきまでしていた、今まで渡り歩いてきた世界の話を再開する。

「さっきは私が話したから、次はアルの話が聞きたいわ」

「そうだな……クロワには、まだ俺おれが初めに訪れた世界の話はしてなかったよな」

「ええ。気になるわ」

　三年前、俺が支配者にこの力を与えられてしまった、その直後の話。記憶の糸を、ゆっくりと辿たどっていく。なにせ、もう三年も前の話だ。

「飛ばされた時は、何が起きたのか全くわからなくてさ。見たことない風景どころか、見たことない形の建物だらけ、死後の世界だと、初めは疑わなかった。けど、だんだんそこが俺のいた世界じゃない、どこか別の世界なんだと気づいた。俺が異世界から来たなんて、誰だれも信じちゃくれなかったけどな」

「私も初めの世界は驚くことが多かったわね。異世界といっても、イメージがあまりなかったから。行ってみたら、私のいた世界では考えられないような建築物や、生物、文化、風習……戸惑いっぱなしだった」

「ああ。俺なんて、あの支配者……ヘルツに、全く説明を受けなかったからな。百界の破滅に身を砕かせろ……その意味も初めは掴つかめていなかった。だから、俺は割と本気で、その世界に定住しようとした」

「元の世界に帰ろうとしなかったの？」

「帰りたかったよ。けど、方法がさっぱり思いつかない。それに、その世界で知り合った人達には、きっと夢か何かが現実と混じって錯乱してるだけだなんて言われて……それを信じてしまったってのもある。でも、そんな日々も長く続いたわけじゃなかった」

「世界の危機のせいで？」

「ああ」

　その世界には、数百年間封印されていた邪神なるものがいた。その存在は秘匿されていたがゆえに、いつしか誰の記憶からも消えてしまっていたが……そいつが復活し、暴れ始めた。俺の世界では考えられない、山のような生物で、移動するだけで街々が滅んだ。

「我が武む者しや羅らに戦って、倒した。その後すぐに転移して、新しい世界に飛ばされて……それで、確信した。この能力は、滅びつつある世界に俺を飛ばすためにあるんだって。じゃあ、世界を救い続ければ、俺が夢だと思っていた故郷の世界にも、いずれ戻れるんじゃないか、その時その考えを思いついた」

　思えば、その世界で数百年前に邪神を封印した誰かも、同じ力の持ち主だったのかもしれない。あの頃は、他にもこの力を持つ者がいるという予想すらしていなかった。

　世界の危機のあり方は、どの世界もばらばらだった。強大な化け物によるものだったり、自然災害であったり、人が人を滅ぼそうとすることも少なくはなかった。

　危機の原因を勘違いして、危うく手遅れになりかけたこともあった。広い大陸がある世界、小さな世界、小島がたくさんある世界、大地が海に飲み込まれてしまった世界、地上に人が住めなくなった世界。世界そのものだって、色んなケースがあった。

　技術だって、電気が多くの物を動かすところもあれば、火を熾おこすのにも苦労している世界もあった。クロワの世界のように、魔力みたいに独特なエネルギーがある世界もあった。

　世界を救うなんて大仰に聞こえるが、本当に生死をかけて戦うこともあれば、なんでもない小さなきっかけ一つで解決することもある。

「そういえば、転移した先が危機の原因やそれに関わるものからかけ離れた場所、なんていうのは、今までになかったかもしれない」

　言われてみて気づく。すぐ近くではないにせよ、到達できないような場所に召喚されたことはないかもしれない。転移した時、すでに手遅れというような世界もまた、今までになかった。一歩選択を間違えていれば、滅んでいたかもしれない世界は多くあるが。

「私に色々教えてくれた人は、能力の受け渡しの時に言こと伝づてで伝えていくせいで、忘れてて伝えられなかったものや、間違って覚えられていた情報もあるかもしれないって言ってたわねだから、その人も能力を完全に把は握あくしてるかどうかはわからないって言ってたわ」

「つまり、未知の力が眠っているかもしれないってことか」

「そういうことね」

　未知の力か。あるとすれば、それこそさっき話した、危機の原因に近い場所に転移する、とかかな。

「そういえば、支配者はこの世界に数百年いるんだが、不老とかも能力に含まれてないのか？」

「そうなの？　いえ、でも私もアルも、成長してるわ。身長、伸びたわよね、アル」

「ああ、そうだな、クロワも前より……」

　と言いかけて、椅い子すに座るクロワを見て、昔との記憶を比べる。確かに、昔と比べて胸が若干膨らんだような……。

「……どこを見ているのかしら、アル？」

「い、いや、別に！」

「怒ってるわけじゃないけれど、鼻の下を伸ばしてそうじろじろ見られたら、さすがの私も恥ずかしいわ」

　クロワは少し頬ほおを赤らめて、そっぽを向いた。俺おれは、だらしなく緩んだ表情をなんとか引き締めた。すると、クロワはこっちに向き直って、小さく溜ため息いきをついた。

「色んな世界を渡り歩いてきたけれど、男性っていう生き物はどこの世界も変わらないようね。男性がどういうものなのか、色んな世界を巡る前はよく知らなかったから」

　クロワは、勇者として育てられた。魔力による暗示をかけられてそう思い込まされていた。それゆえ戦うことに関しない知識はあまり教えられていなかったのだろう。

　にしても、男がどういうものかを知ったって、一体クロワはどういう意味で言っているのだろうか。なにせ、俺とクロワが一緒に旅をしたのは二年近く前の話だ。クロワが世界を渡り始めたのがいつだかは知らないが、きっとそれまで以上に色んな男と会ってきただろう。俺のことを、クロワは今も好きだと言ってくれるが、それは本当なのだろうか。本当だとしても、他の男に何かされたりとかしてないだろうか──馬ば鹿かな、そんなはずはない。俺は頭を振ってその考えを振り払おうとした。

「どうしたの？」

　クロワが首を傾かしげた。俺おれは不安だった。冷静に考えれば、俺とクロワが一緒に過ごした時間より、離れていた時間のほうが長いということがわかる。そもそも、愛想をつかされていても全く不思議ではない。俺は、大した人間じゃない。色んな世界を救ってきたが、元はただの一般人だ。男としての魅力があるとは思えない。つい、そんな不安が口から漏れた。

「俺は、男としての魅力があるかな」

　ふと、昔クロワから、似た質問をされたことがあったことを思い出す。俺はなんて返したっけな。あの頃は、クロワと両りよう想おもいになれたことで、舞い上がっていた。こんな自分でいいのかなんて、全く考えなかった。馬ば鹿かだな、俺は。

　クロワは、なんでもない風に返した。

「さあ？」

「さあって、お前な」

「だって、あなた、なんで私があなたに惚ほれたと思ってるの」

　あの世界でのことを思い出してみる。俺がクロワに惚れた理由はいくつでも思いつくが、さて逆となると、全然わからない。それらしいものを、捻ひねり出だす。

「身近にいた男が俺しかいなかったから？」

「それじゃ雛ひなの刷り込みじゃない」

　クロワは呆あきれ顔がおで言った。自分で言っておいてなんだが、少しほっとした。そんな理由じゃ、寂しすぎる。

「ま、それもなきにしもあらずなんだけれど」

「えっ、まじ？」

「半分は冗談よ」

　残り半分はなんなのかを激しく問とい質ただしたかったが、聞いたところで辛くなりそうなだけだったので、俺は次の言葉を待った。クロワは、微笑ほほえみながら続けた。

「あなたは、私の世界を救ってくれた」

「……それが、理由？　いや、でもそれはおかしくないか。俺がクロワに告白されたのは、世界を救うよりもかなり前だ」

「私のいた世界の話じゃないわ」

　ますます俺は意味がわからなくなって混乱した。クロワはそっと椅い子すから立ち上がると、俺の隣に腰掛けた。

「あなたのおかげで、私は死ななかった。あなたのおかげで、考え方が変わった。あなたのおかげで、強くなれた。あなたのおかげで、自分を取り戻せた。あなたのおかげで、愛いとしいという感情を知った。もしあなたがいなければ、勇者という思い込みを与えられたまま、私は朽ちていたはずよ。私の触れられる世界を、あなたは救ってくれたのよ」

　ね、聖騎士さん。そう付け足して、クロワは俺の頬ほおに柔らかいキスをした。

　参ったな。ちょっと浮かれてしまう。なんとなく幸せな静けさ部屋を包んだ。沈黙を破ったのは、クロワだった。

「私からも質問いいかしら」

「ん？　なんだ？」

「アルもやっぱり、胸が大きい女性のほうが好きなのかしら？」

　俺おれは噴き出した。何を言ってるんだクロワは。

「カリーナ、かなりの胸の持ち主よ。もしかして、それで目が行ってるんじゃないかって」

「そんなことあるわけないだろ！　ていうか、クロワもだいぶ、その、メロンだろ」

　どういう言葉を選べばいいのか全くわからず、戸惑った俺は妙な表現をした。言った直後に顔が真っ赤になる。メロンってなんだ、メロンって。

「女の私にはわかるわ。彼女、服の上からでも相当だけど、脱いだら凄すごいわ」

「ぬ、脱いだら凄い……」

「想像しては駄目よ」

「うっ」

　というか、自分で言及しておいて想像するなって酷なものが……いや、しないけどな！

「それとも、妹さんみたいな胸のほうが好みなのかしら。だからあんなに可愛かわいがって……」

　クロワはベッドを立つと俺に詰め寄った。俺は肩を押さえて落ち着かせる。

「いや！　大体エピカは妹だから！　ていうか胸の大きさで人の好き嫌いなんか決めるかよ！」

「……そう、安心したわ」

　そう言ってクロワは再びベッドに腰掛けた。しかしそんな会話をしたせいで、俺の目は自然とクロワの胸に行ってしまう。何度も視線を逸そらしては、吸い寄せられた。

「きゃっ」

　どうしようもなかった俺は、ふらっと立ち上がり、クロワをぎゅっと抱きしめると、そのままベッドに寝転がるのだった。





　翌朝、俺は離れを訪れた。家に通路を挟んで隣接している家屋で、一階建てだ。何部屋かあって、他所の町や街から依頼人が来た時などに、ここに泊まってもらう。子供の頃は、時計屋アンディアーモの商談部屋のように、友達との遊び場でもあった。数度ノックをすると、カリーナは扉を開けた。

「アル様っ、おはようございます！」

　綺き麗れいな笑顔で微笑ほほえむカリーナ。……昨日の夜のクロワとの会話のせいで、その笑顔からだんだんと視線が下に行ってしまう。脱いだら凄いらしい。て、いかんいかん。俺にはクロワがいるんだから。

「お、おはよ」

　少し動揺が滲にじんだが、気にせずに続けた。

「ていうか、普通に呼んでくれていいんだぜ？」

「め、滅相もないです！」

　カリーナは、手と首をぶんぶんと横に振った。桃色の髪が左右に振り回される。

「何かご用ですか？　あ、中に入られますか？」

「んー、いや、ここでいいや。昼に町外れの花畑までピクニックに行くことになったんだが、一緒にどうかなって」

「えっ……よろしいのですか？」

「もちろん」

　カリーナの表情がぱっと華やぐ。おふくろに言われて誘いに来たわけだが、こうも喜んでもらえるとなんだかくすぐったい気持ちになる。彼女も突然生いけ贄にえに選ばれたり、見知らぬ土地に逃げ込まされたりで、くたくただったろう。せめて楽しんでもらいたい。

「すぐに用意してきます！」

　カリーナは、初めて会った時の泣き顔を忘れさせるほど快活な笑みを浮かべると、廊下を駆けていった。





　野原に出ると、見慣れた花畑が広がっていた。前に来た時と比べると、咲いている花の種類が違うものもあるみたいだ。

　俺おれ達以外には、誰だれもいない。ピークを過ぎているし、平日だからというのもあるだろう。休日なら、家族連れが来たりして賑にぎわってるもんだ。親父おやじやおふくろ、トゥットも仕事で来ることができなかった。

「こんなに広い花畑、なかなか見ないわね」

　クロワが首を回しながら言った。

「だろ？　まあ、この世界的に言えば取り立てて有名な場所でもないんだが、この町の住人にとっては自慢の場所なんだよ。俺も子供の頃からよく来たな」

「あなたが故郷の話をしてくれた時、話していた花畑ね」

「そうそう」

　クロワの世界で、クロワにこの花畑での思い出は色々語った記憶がある。覚えていてくれたみたいだ。嬉うれしくなって、つい笑みが漏れる。

「……って、のわ！」

「お兄ちゃん！　あっちに咲いてる花を見に行こうよ！」

　エピカが俺の手を強く引き、駆け出した。俺はこけそうになりながらもなんとかついていく。後ろから、カリーナが追ってきた。

「アル様、私もアル様の手をー！」

「なんでこんなにもてる男になったんだろうね、アルくんは」

　暇だからついてきたというエテルノのそんな呟つぶやきが、遙はるか後方から聞こえた気がした。

　エピカがやっと立ち止まり、俺おれの手を離してその場にしゃがんだ。俺が息を整えていると、カリーナが駆けよって来て、俺の片手を両手で包み込んだ。

「アル様と手を繋つないでしまいました！」

　それからゆっくり追い付いてきたクロワが、空いている俺のもう片方の手を握った。お前達はそんなに俺の手が好きなのか。そんな俺の心情を見越したのか、クロワが言った。

「好きよ」

　吸い込まれそうな碧へき眼がんが俺を真まっ直すぐ見つめて来て、ドキッとする。

「お、俺も好きだぜ」

　クロワは微笑ほほえむと、そっと俺の肩に頭を預けた。

　そのやり取りを聞いていたエピカが、摘んだ一輪の花を優しく握ったまま腰を上げ、潤んだ瞳ひとみの上目遣いで小首を傾かしげた。

「お兄ちゃん、わたしは……？」

「お、おう。エピカも好きだぞ」

「アル様、私のことは」

「え？　えっと、嫌いじゃないかな？」

　クロワから物もの凄すごく暗いオーラが漂っている気がして、俺の首筋に汗が流れる。クロワは俺の肩に乗せていた頭を上げた。

「たぶんあなたは、ずっとそうなのよね。信じてるけど、不安でならないわ」

「……ごめん。でも、クロワが一番だから」

「そう？　ありがとうね」

　なんとなくそっけないクロワの返事に、俺は項うな垂だれた。そんな俺の背中を、エテルノがつんつんとつついた。

「アルくん、あたしは？」

「ま、まあ、いいやつだと思ってるよ」

「いやー、照れるね！　あっはっは！」

　エテルノは、俺とクロワの背中をびしばし叩たたいた。それから、俺達の肩をぐっと引き寄せる。顔が近い。

「で、クロワちゃんは？」

「え？」

「クロワちゃんは、あたしのこと嫌い？」

　突然の質問に、クロワはだいぶ面食らったようだった。戸惑いながら返す。

「き、嫌いじゃないわ」

「嫌いじゃないってことは？　好きってことでいいのかい？」

「……まあ」

「それと似たものだと思うよ、アルくんのみんなに対する好きは。でも、クロワちゃんだけは特別な意味を込めて好きって言ってる。アルくんの恋人なら、それくらい見抜いてあげないと」

　クロワが俺おれの手を握る力を強めた。俺を見上げ、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「アル……そうよね、ごめんなさい。変な態度をとってしまって。あなたは私のことを大切に思ってくれてるのに」

「い、いや。わかってくれればいいさ。俺も、なんだかはっきりしてないみたいな言い方して、悪かった」

　俺は、たぶん気持ちを伝えるのが下手なんだと思う。だから、誤解を招いてしまう。そう、クロワに対する好きって感情は特別なもので、他とは違った──

「お兄ちゃんは、わたしに何も特別な思いはない、の……？」

「えっ、いや」

　エピカは家族だし、もちろん特別な思いがある。あれ？　でも俺が特別な思いを寄せてるのはクロワだけで。うん？　自分で考えて混乱してきた。

「アル様、私はアル様とお会いして日も長くありません。ですが、私の気持ちは特別なものです。たとえアル様が私に何ら特別な感情を抱いていないとしても、それは変わりませんから」

　カリーナは、強い意志の籠もった目を俺にぶつけてきた。俺は、支配者のところに行くために彼女を利用してしまったというところもある。なのに、こうも強く思いをぶつけてくれる。嬉うれしいし、なんとか気持ちに応えたいとも思っていた。















「アルくん、親友のあたしに何も特別な感情を抱かないほどきみは薄情者ではないよね？」

「ちょっと待て。お前は確かに親友だが、さっきと言ってることが違うじゃねえか。話を引ひっ掻かき回したいだけだろ！」

「あれ？　ばれた？」

　こいつ……。トゥットもよくこんな女と結婚したもんだだなんて、少し失礼なことを、仕事で来れなかった親友の顔を思い浮かべながら思った。相当な忍耐力がいると思うんだが。

「それで、アルにとって一番大切な人は誰だれになるの？　私でいいのかしら」

「わたしに決まってるでしょー！　ね、お兄ちゃん！」

「私は二番目でも構いません。アル様の傍にいられるなら」

「付き合いの長さで言えば、あたしにもチャンスはあると見ていいのかな、アルくん？」

　どう答えればみんな納得するってんだ、全く。





「こんなに広い花畑なのに、どうしてこんなに人がいないのかしら？」

　俺おれの隣に座るクロワが、ふとそんな疑問を漏らした。

「平日だからだろうな。それに、今でも十分咲いてるけど、時期さえ合えば本当、全く隙すき間まがないくらい花で埋め尽くされるんだぜ」

「それは見てみたいわね。いつ頃なの？」

「ちょっと前だったんだよなあ。来年だから、まだまだ先だ」

「そう、残念ね。それまでには、この世界も救われてるでしょう」

「……だな」

　ヘルツに繋つながる手がかりはまだ見つかっていない。しかし、俺もクロワも転移していないということは、世界の危機はまだ続いているんだ。早くしないと、どんな犠牲が生まれるかわからない。

　にもかかわらず、俺は平日の昼から花畑にいる。この三年間で、ここまでゆったりとした時間を過ごすのは、初めてかもしれない。少し離れた場所で花を摘むエピカを見て思う。ここにはエピカがいる。そして、クロワもいる。

　ふと、協力しないかと話を持ちかけてきた、ヘルツの顔が脳裏をよぎった。ヘルツを倒し、この世界に再び平和が訪れたら、俺はもうこの世界に帰ってくることはないだろう。俺はそれを恐れているのか？

　俺は頭をぶんぶんと振った。

「どうかしたの？」

「いや」

　恐れていないわけがない。みんなと一緒にこの世界にいられるなら、それはどれだけ幸福なことか。でも、世界の危機を脱却しなければ、みんなが幸せに暮らすことなんてできない。ヘルツは俺おれが選んだ者は無事を保証するなんて言っていたが、救う人間を選ぶということは、救わない人間を選ぶということと同じなんだ。誰だれかを見捨てて得られる平穏なんて、俺には耐えられない。けど……もし、今協力を持ちかけられたら、俺ははっきりとそれを拒絶するだろうか？

「クロワは、このままの状態が続いたら、どうする？」

「このままって？」

「支配者の手がかりが見つからなくって、支配者も行動を起こさない。見かけ上に過ぎないけどさ、平和だろ？　今って。このまま何も起こらなければ、俺達はずっとこの世界にいられるんだ」

「たぶん、私達が転移しないってことは、そう遠くない未来に何か起きるってことだと思うけれど。……そうね、でも」

　クロワは少し間を空けてから言った。

「私は、アルがいいなら、その世界がどんな状態でもいいわ。もちろん、自分が行った世界は救いたいと思う。けれど、私がこの力で異世界に転移したのは、他の何のためでもない、あなたに会うためなのよ。私はどこかの勇者じゃない。世界を救う義務なんて、背負う気はさらさらないわ」

　クロワに初めて会った時の頃を思い出す。──だって、私は勇者だから。まるで何かにとりつかれているかのように、彼女はよくそう言った。事実、魔力というエネルギーによって洗脳されていたわけだが。クロワはその頃の自分のことを指して言っているのだろう。

　考えてみれば俺も、この世界を救う義務はない。もちろん救いたいとは思っているが、俺の感情を抜きにして考えれば、俺はこの世界を救わないこともできるんだ。

「でもね、アル」

　クロワが続けていった。

「あなたが望まない世界なら、私は躊ちゆう躇ちよせずその世界を救うわ。そして、また会えると信じて次の世界を、次の次の世界を救い続けるわ。またあなたと会うために。あなたが望む世界であなたと暮らすために」

　俺ははっとした。クロワは、俺の考えてることを見抜いている。このままこの世界でみんなと暮らしたいと、少なからず考えていることを。でも、どんな選択を俺がしても、クロワのすることは変わらない。俺と一緒にいるために、この女の子は最善を尽くすだけなんだ。

　なら、俺のすることは？　俺は、みんなが幸せに暮らせる世界で、笑って生きていたい。そのために、ここまで来たんだ。そのための最善を尽くす。じゃあ最善って何だ？　世界を救うことじゃないか。

「お兄ちゃん！　花冠作ったよ！」

　エピカがこちらに駆け寄ってきた。花冠を、俺おれに被かぶせる。

「似合ってるわよ、アル」

「いや、花冠が似合う男ってどうなんだ」

「お兄ちゃんかわいいよ！」

「かわいいって。こういうのは女の子にだな……」

　俺は溜ため息いきをついた。

「……ちゃんと、クロワさんの分も作ってきてるよ」

　後ろ手に隠していた花冠を、エピカはさっと取り出して見せた。

「でも、こういうの好きかわからないし……」

　エピカはちらっとクロワに目をやった。

　クロワは優しく微笑ほほえんだ。

「ううん、とっても嬉うれしいわ。私にも、作り方教えてくれる？　エピカちゃんにお返しがしたいわ」

　エピカは喜んで頷うなずいた。そして、花が多く咲いているほうへ案内しようとする。

「じゃあ、アル、ちょっと行ってくるわね」

「おう」

　家にいる時は、エピカはクロワに対して距離を置いてる雰囲気だったが、この花畑に来たからか機嫌がいいようだった。この機会に、二人の仲もよくなってくれればと思う。

　一人になった俺は、その場で寝転んだ。太陽の日差しを腕でさえぎり直視しないように気をつけながら、青い空を泳ぐ白い雲を目で追いかける。少し強い風が通り過ぎ、花弁が舞った。

　この世界を救ったら、別の世界に俺は飛ばされる。そんなことはとうの昔から予想してたことで、覚悟だって決めて支配者に挑んだ。でも、クロワが現れ支配者が退いたせいで、少し覚悟が揺らいでいた。もう、こんな平和で幸せな日々を送る機会はないと思ったから。

　でも、二度と戻ってこられないだなんて誰だれが決めた？　俺が勝手にそう思い込んでいるに過ぎない。この能力は、誰かが作ったものだとクロワに聞いた。危機に瀕ひんした世界に飛べる力が作られたなら、特定の世界に行く技術もどこかの世界で存在している可能性は十分ある。色んな世界を自由に行き来できるようにする力が。それを見つければいいんだ。

　よし、と俺は決意を固める。ずっと、この世界を救った後のことを考えていなかった。だからこんなにぶれていたんだ。俺は、俺の望む世界になるまで、どんなことでもする。諦あきらめないことを、ここに誓おう。

　そういえば、いつの間にかエテルノとカリーナの姿が見えなくなっていたが……俺は上半身を起こすと、花畑を見渡した。遠くのほうで向かい合って座る二人を見つける。何をしているのだろうか。俺は草を踏みながら近づいた。

「……♪　♪」

「～♪　──♪」

　歌っている？　聴いたことのない旋律と、不思議な歌詞だった。小さい声で歌っているので、いまいち聞き取れない。流行の曲なのだろうか。俺おれは声をかけた。

「エテルノ、カリーナ、何歌ってるんだ？」

　よほど夢中になっているのか、二人はすぐに反応をくれない。俺はもう少し近づいてから声をかけた。

「おーい？」

　手で触れられそうな距離に近づいてから、やっと二人は俺に気づいた。

「あ、アル様っ」

「やあやあアルくん、どうかした？」

「いや、何してるのかなって思って。何の歌を歌ってたんだ？」

「歌？」

　エテルノは首を傾かしげた。

「あたしはずっと、カリーナちゃんと趣味とかの話をしてたよ？　ね」

「は、はい。読書や編み物の話をしていました」

「あれ、確かに歌っているように聞こえたんだが……」

　勘違いだったのだろうか。二人の小声が、歌声のように聞こえたのかもしれない。

「そういえば、アル様は色々な世界に行ったと聞き及んでいますが、あれは本当なのですか？　聞きたいことがあって」

「信じろってのもなかなか難しいとは思うけどな。俺も帰ってきてからは、本当にあったことなのかと疑ってみたくもなる」

　と言っても、クロワの存在が自分の体験が事実だという証明になる。それ以外にも、折れない剣や鉄でできた銃、色々な世界で得てきた知識などが俺に渡り歩いた世界の記憶を呼び起こさせてくれる。

「それで、聞きたいことって？」

「アル様は、もう他の世界に行かれることはないのですか？」

　俺は息を呑のんだ。

「な、なんでそんなことを？」

「えっ、あ、いえ、あまり事情に詳しくないので、どういうものなんか気になって。こ、答えられないことなら、ごめんなさい」

　予想していなかった質問に、俺はまごついてしまう。落ち着け、落ち着け俺。ここにはエテルノもいる。ここで二人に、世界を救えば俺が転移してしまうことがばれてしまえば妹や親父おやじ達にも知れ渡ってしまうだろう。

「……支配者を倒せば、俺の呪いは完全に消えるよ。だから、何より支配者を早く倒さないとな」

「そうだったのですか。早く呪いが完全に解けるといいですわね」

「おう」

　なんとか誤ご魔ま化かせた、か？　とにもかくにも、俺おれの呪いの話はそこで止まった。





　夕方になり、家に帰ると、そこにはとんでもないものが待ち受けていた。

「こんなにどうしろってんだよ……」

「好きにしていいと言われてるよ」

　俺の溜ため息いき交じりの台詞せりふにそう返したのは、仕事を終えたトゥットだった。元々はトゥットの家に運ばれてきたらしいが、トゥットは仕事に出ていて、エテルノは俺達と花畑にいたので、なぜか俺の家に運ばれてきたらしい。ちょうど仕事から帰ってきていたおふくろが受け取った。

　で、何が届いたのかと言うと、

「どれだけ大人数で食事をする予定なのかしらね、この食器の量は」

　皿やグラス、鍋、スプーンやおたまなど、おびただしい量の食器類や調理器具だった。庭に積み上げられたそれらは、小さな山を形成していた。

「宮殿内にあった神ノ杯エデングレイルの可能性のあるもの全てを集めました。こちらでは判断がつきませんので、お送りさせていただきます、だってさ」

　トゥットが一緒に送られてきた手紙を読み上げた。

　送り主は、王ということになっている。どうやら、宮殿にある「神ノ杯かもしれないもの」を全てこちらに送ってきたらしい。しかし、おたまって……。確かに神ノ杯の形状はわからないけどさ。

「で、どうするの？」

　クロワが俺に意見を求めてきた。

「まあ、手っ取り早いのは全部壊すことだよな」

「後片付けが大変そうだね」

　トゥットが力のない笑みを浮かべる。

「どうせするなら、日が暮れる前に全部壊しちまおうぜ。この中に本当に神ノ杯があるかもしれないしな」

　でも、もし本当にこの中に神ノ杯があれば、壊した瞬間転移が始まるって可能性もあるんだよな。そう考えると唐突な別れの可能性で気乗りしないが、昼間に花畑で誓ったばっかりだ、望む世界にするために、なんだってするって。転移したら転移したで、また帰ってくる方法を色んな世界を旅しながら見つけるだけだ。

「でも、壊すったってどうするんだい？　一個一個壊してたら、骨が折れてしまうよ」

「いい考えがあるわ」

　クロワはそう言うと、腰から剣を引き抜いた。その剣に呼びかける。

「レインドロル」

「い・や・よ」

　だが、剣に宿る魔王は用件も聞かずそう返した。

「まだ何も言ってないじゃない」

「どうせ魔力でなんとかしてとか言うんでしょ」

「あら、よくわかったわね。協力して」

「嫌って言ったでしょ。なんでそんなことのために魔力を使わないといけないのよ。一個ずつ壊せばいいじゃないの」

「日が暮れてしまうわ」

「灯あかりでも用意すれば？」

　クロワが世界を転移するためにレインドロルは魔力で協力したと聞いていたが、魔力を使うこと自体には消極的なようだった。そういえば、支配者と戦った時以外、レインドロルが魔力を使ったのを見たことがない。

「そういえば、アルのお母様の料理はとっても美お味いしかったわ」

「え？　お、おう。ありがとう？」

　突然、クロワは俺おれにそんな話を振ってきた。

「料理店で働いているんだったかしら」

「ん、まあ、一応町の外にも名前が知れ渡るくらいには有名な店で働いてるよ。でも、急にどうかしたのか？」

「いえ、あの料理を食べられただけでも、この世界に来た価値があったなと思って」

　どうしてクロワが突然そんな話をしだしたのかわからず俺は戸惑う。レインドロルに協力してもらうのはもう諦あきらめたのか？

「う、うう、卑ひ怯きようよ」

　と、そこで突然レインドロルが呻うめきだした。

「何？　どうしたの？　レインドロル」

「私と味覚を共有してちょうだい。私にも味わわせなさいよ」

　クロワはわざとらしく小首を傾かしげた。

「なんでそんなことをしなくちゃならないの？」

「私が美味しいものを食べたいからよ」

「じゃあ食べればいいじゃない」

「それができたら苦労しないわよ！」

　クロワはいきり立つレインドロルに諭すように言った。

「レインドロル、意思のあるあなたの魔力を使うにはあなたの承諾が必要よ。でも、意思を持っている魔力にすぎない今のあなたには、自分で何かをすることもできない。私がよくてもあなたが駄目なら何もできないのと同じように、あなたがよくても私が駄目なら何もできないのよ。どういうことかわかる？」

「……協力すればいいんでしょ、協力すれば！」

　どうやら、クロワは旅の中で、レインドロルの扱いに慣れているようだった。というか、いいように使われるレインドロルに少しだけ同情した。

「破片が飛び散らないように、まず魔力でこの食器の山を覆って、その中で爆発させるわ」

　クロワが剣を掲げると、食器を魔力の膜が覆った。そして、光り輝いたかと思うと、爆発音が庭に響いた。思わず塞ふさいだ耳と目を開くと、粉々に砕け散った食器類の山が出来上がっていた。原形を留とどめているものは一つもない。

「……私達が転移しないところを見ると、どうやら神ノ杯エデングレイルは混じってなかったようね」

　クロワは剣を振り払うと、鞘さやに収めた。

「喋しやべる剣に魔法の力……他所の世界には、不思議なものがたくさんあるんだね」

　トゥットが呟つぶやく。レインドロルがむっとした口調で返した。

「喋る剣だなんて言わないで。喋ってるのはこの剣じゃなくて私なのよ、失礼しちゃうわ」

「え、ご、ごめん？」

「それに魔法の力って何よ。私からすれば、どんな世界でも大抵熱や光や電気はあるのに、魔力はどこにもないということのほうが疑問で仕方ないわ。似て非なるものなら、何度か見たけれど」

　事情を知らなければ、レインドロルが喋る剣に見えてしまうのは仕方のないことだと思うが。プライドのようなものがあるらしい。

　そういえば、クロワの世界の魔力のように、その世界固有のエネルギーというものがたまにある。クロワの世界では魔モノの体内にある魔力だし、他の世界では、大気中に霧散しているマナと呼ばれるエネルギーや、人の体内に宿る、その世界で「気」と呼ばれるエネルギーがあったりした。この世界には、そういった特別なエネルギーはないんだが。

「ま、それはさておきだ。これでまた手がかりがなくなっちまったな」

「そうね。支配者もいつ仕掛けてくるかわからない。なんとか先手を取りたいわね」

「一応、神ノ杯についての資料を国王に出してもらえるよう首都を出る前に頼んでおいたから、それがそろそろ来るはずなんだけどな。それよりも先に、こんなものが届くとは思ってなかったよ」

　トゥットは溜ため息いきをついた。

　それから庭の片づけを手分けしてしていると、終わる頃には完全に日が落ちてしまった。暗くなる前にまとめ終わっていたので特に苦労することはなかったが、一個ずつ壊してたら間に合わなかっただろうなと俺おれは思った。

　ちょうど片づけをし終わった頃、エテルノとカリーナがやってきた。花畑でピクニックをしてから、二人は意気投合したらしく、仲が良さそうだ。

「どうしたんだい？　エテルノ。家で待ってるんじゃなかったのかい」

「遅くなりそうだったから、迎えに来てあげたんだ。終わりそう？」

「ちょうど今終わったとこ」

　エテルノとトゥット、二人を見て、こいつら夫婦になったんだよなあと思うと、昔から長い付き合いのある俺としては感慨深いものがある。

「それと……アルくん、ちょっといいかな」

　ちょいちょいっと手招きされる。みんなから離れて庭に入ってすぐのところに行く。

「どうした？」

　俺おれが尋ねると、すぐ近くにいるカリーナにも聞こえないように俺の耳に口を近づけ、小さい声で、言った。

「今日さ、花畑でカリーナちゃんに、呪いのこと言ってたよね？」

「あ、ああ。それがどうかしたか？」

「あれ、嘘うそだよね？　解けないんでしょ？」

　俺は、苦い表情をしたまま固まってしまった。それは肯定したも同然だった。

「何歳の頃から一緒にいたと思ってたのかな、アルくんは。あんな咄とつ嗟さの嘘が見破れないわけがないじゃない？」

「何の話をしてるんだい？」

　トゥットが話に入ってくる。

「アルがこの世界からいなくなるんじゃないかって話。支配者を倒したら」

　トゥットは俺のほうを向いた。

「話してなかったのか？　アル」

　トゥットには、本当のことを伝えてあった。宮殿で、支配者に挑む直前だった。あの時は、せめて親友にはという思いと、自分がいなくなってから家族や他の友人達に説明をしてもらいたいという考えがあったからだ。結局ヘルツには逃げられ、それゆえに色々とややこしいことになったのだが。

「話してなかったってことは、トゥットには話してたんだね。なんであたしには秘密にしてたの？」

　俺は、渋々答えた。

「……引き止められたり、悲しい顔されるのが嫌だったから」

「じゃあやっぱり、支配者を倒したら、アルくんはまた別の世界に飛ばされちゃうんだね」

「正確には、この世界が平和になったら、だ。危機に瀕ひんした世界に飛ばされる力だからな。平和になれば、また別の危機に瀕した世界に転移だ」

　それを繰り返してこの世界に帰ってきたというのもある。そして、この世界を救えば、この能力で帰ってくることはもうできないだろう。この世界が危機ではなくなるのだから。けれど、帰ってくることを諦あきらめているわけじゃない。きっと、色々な世界を自由に行き来できる力がどこかの世界にあるはずだ。絶対にそれを見つけてみせる。

　という説明は、ついにその時できなかった。

「お兄ちゃん、それどういうこと？」

　なぜこのタイミングで来てしまったのか。庭の入り口に、エピカは立っていた。

「もう、ずっとこの世界にいられるんじゃないの？」

「待て、エピカ、聞いてくれ」

「嫌、嫌だよ、お兄ちゃんがいない世界なんて」

「落ち着いて聞いてくれ。この世界が平和になったら、確かに俺おれは別の世界に飛ばされるが」

「嫌！」

　俺の話を聞かず、エピカは振り向き走り去ってしまった。

「くそ、最後まで話を聞いてくれって……」

　日はもう完全に暮れている。この町の治安はいいが、だからって灯あかりもない夜の町を歩かせるわけにはいかない。俺はすぐに追いかけようとした。が、エテルノに腕を捕まれる。

「な！　何してるんだエテルノ！　早くエピカを追わない、と……？」

　なんだかエテルノの様子がおかしかった。無表情で目は虚うつろに宙を眺めている。しかし、腕に込められた力はこの俺にでも振ふり解ほどけないほどのものだった。こんな腕力、エテルノの細腕ではあり得ない。エテルノは無表情のまま、陽気に歌い出した。

「『私は彼のお人形♪　彼の邪魔者は許さない♪』」

　この世界の言葉ではない。どういう意味の言葉なのかはわからなかったが、聴く者を不安にさせる旋律だった。そしてそれは、昼間に花畑でエテルノとカリーナが口ずさんでいたものに違いなかった。俺は、反射的にカリーナに目を向けた。

「『稼げ稼げ♪　時間を稼げ♪　時が♪　時が満ちるまで♪』」

　エテルノと同じように、カリーナも無表情で歌っていた。突然のことに戸惑うトゥットを押し倒し、組み伏せる。あっさりと、トゥットは華きや奢しやなカリーナの身体からだに拘束された。

「な、何が起きてるんだ!?　僕のカリーナはどうなってしまったんだ!?」

　トゥットが叫んだ。俺にも何がなんだかわからない。エテルノが俺をより拘束しようと、腕を伸ばしてくる。クロワが間に入り、両手でその動きを封じた。しかし、俺と同じ力を持つクロワでも、やはりぎりぎりだった。

「洗脳されてるわ、彼女達……！」

　一体誰だれに、というのは愚問だった。青い髪の男がすぐに頭に浮かんだ。

「ヘルツ……！」

　二人が歌を口ずさんでいたのは花畑。あそこにヘルツもいたというのか。俺達以外に誰もいないと思っていたが……いや、誰もいなかったのも、ヘルツがなんらかの力でそうしたのか？　俺は、花のピークも過ぎた平日だからだなんて納得してしまっていた。なぜもっと疑問に思わなかったのか。

　とにかくこの状況をなんとかしないと。しかし、どうすればいいのか。武器はある。しかし二人を傷つけるわけにはいかない。

「レインドロル！　魔力でなんとかできない!?」

「できるわよ」

　この緊急事態でも、レインドロルだけは落ち着いていた。魔王と言われただけのことはあるというべきか、所詮人間のことはどうでもいいのか。

　クロワはレインドロルを急せかした。

「どうすればいいの!?」

「洗脳っていうのは、つまりは自我の上塗り……あなたならわかるわよね、元勇者様。上塗りは、あくまで上塗り。本当の自我は、ちゃんとその下に残ってる。だから、本当の自我を強くしてやればいい。上塗りの自我を剥はがすくらいにね」

　クロワが頷うなずくと、腰の剣──その柄の魔石が、夜の闇やみの中で強く輝き始めた。一度光が辺りを包むと、エテルノとカリーナは歌を止め、腕の力もなくなった。

「あ、あれ？　あたし、何やってたんだっけ」

　正気に戻ったエテルノが、辺りを見渡して言う。

「え、なんでカリーナちゃんがトゥットを押し倒してるの？」

「え、ええっ!?　なんで私押し倒してるんでしょう？」

　二人とも、今しがたの記憶がないらしい。とりあえず無事が確認できれば今はよかった。

「俺おれはこの世界からまた飛ばされるって言ったけどよ、ちゃんと帰ってくるつもりだから安心してくれよ！」

「えあ、う、うん」

　まだ記憶が混乱しているらしいエテルノにそれだけ言い残し、庭を出るが、すでにエピカがどっちにいったかもわからなくなってしまっていた。クロワが俺に駆け寄る。遅れて立ち上がったトゥットも。

「手分けして探しましょう」

「僕も行く」

「ありがとう。じゃあばらけて探そう。俺は真まっ直すぐ花畑を目指そうと思う。気づいてると思うが、支配者がこの町にいる。昼間はたぶん花畑だった。二人も、見つからなかったら花畑に。とりあえずそこを集合場所ってことで。エテルノとカリーナ！　二人はここでエピカが帰ってこないか待っていてくれ！」

　俺達は頷き合った。そして、夜の闇を切り裂いて走り始めた。





　花畑は、黒い靄もやのようなもので包まれていた。明らかに異常だ。

「やっぱりここか……！」

　予定通り、俺は真っ直ぐ花畑まで来た。ここまで、エピカは見つからなかった。普通の脚力ならば、エピカを追い越していなければおかしいぐらいだが、エテルノやカリーナの洗脳のこともある。今は、どんなことが起こっても不思議ではない。

　靄の中を、俺は突っ切る。直感で、この先に誰だれかがいることを確信した。しかし、一向に靄を抜けることができない。すぐに、俺は走っているつもりで、全く前進していないことに気づく。この靄が、何か特殊な暗示をかけているようだ。

　ヘルツの能力か何かだろうか。だが、構うものか。

　俺おれは剣を鞘さやから抜き放つと、その靄もやを斬きり払った。どこまでも続いているかのように感じていたが、靄は意外と薄かった。剣を振る風圧で靄に隙すき間まを作り、進んでいく。すぐに抜け、月明かりに照らされる花畑が視界一杯に広がった。その奥に、二人の影。小柄なエピカと、あれは──

「ヘルツ！」

　俺は叫んだ。剣を構え、突っ走る。が、見えない障壁に阻まれた。もどかしく俺は剣を振るう。弾かれた。諦あきらめない。繰り返す。障壁には波紋が浮かぶだけだった。だが進まなければならない。何度も剣を障壁に打ち付けた。

「うおらァッ！」

　ありったけの力を剣に込め、障壁を叩たたく。すると、一瞬ではあるが障壁に穴が空き、俺はそこへ飛び込んだ。もう行く手を阻む物はない。

「エピカ！」

　走りながら呼びかけると、エピカは俺に振り向いた。暗がりの中、表情は見えないが、無事なようだった。

「てめえ！　エピカから離れやがれ！」

　怒りに任せて剣を横に薙なぎ、ヘルツの身体からだを吹き飛ばす。全く抵抗なく俺の一撃を受けたヘルツは、鮮血を腹から噴き上げながら、宙を何回転かし、花畑を転がった。そのまま、動かなくなる。

　俺は、エピカとヘルツの間に割って入った。ヘルツは起き上がらない。何を考えているんだ？　警戒は解かないまま、俺はにじり寄った。

　しばらく、俺はヘルツを睨にらみ続ける。だがうつ伏せの男は微動だにしない。

「おい、何しにここに来た」

　呼びかけてみるが、反応がない。ぴくりとも動かない。まるで、死んでいるかのようだった。──いや。

　俺はさっと近づき、罠わなであることを警戒しつつ、ヘルツに触れた。血の脈動を感じない。仰あお向むけにさせる。その目からは生気が感じられなかった。

　ヘルツは死んでいた。まさか、今の一撃で？　あんなにも不敵に笑っていたヘルツが、ただ真まっ直すぐ走って斬りつけただけで？　そんな馬ば鹿かな。

　ヘルツが倒されたというのは、喜ぶべきことなはずだが……あまりにも、この呆あつ気けなさは不気味すぎる。後でしっかり調べよう。それより、エピカの安否だ。

「エピカ！　無事か？」

　エピカは、ゆっくりと俺に振り返ると、両腕を大きく広げて見せた。

「来てくれたんだね、お兄ちゃん！」

　庭で見せたような暗い表情はそこにはなく、いつも通りの快活な笑顔を見せる。よかった、怪け我がも見当たらない。無事だ。俺はほっと胸をなで下ろし──

「わたし、支配者になるね！」

　──我が耳を疑った。


















第五章　様々な世界の危機か、この世界の危機か





　エピカは、幼い頃から俺に懐いていた。

　出かける時はほとんど一緒で、風ふ呂ろに入る時や寝る時も一緒にいた時期もある。

　ある日、エピカと町ではぐれたことがある。俺おれがまだ、今の俺の腰くらいまでの身長しかなかった頃のことだ。

　家族で、俺やエピカの服を買いに出かけた時のことだったと思う。いつはぐれたのか俺はわからなかったが、後でエピカが言うには、花屋の露店を見つけ、その色とりどりの花に魅入っていたところ、気づけばはぐれていたのだという。俺達家族は来た道を引き返したが、その頃にはエピカも俺達を探すためにそこを離れていた。

　当時の俺やエピカにとって、この町はとても広大な「世界」だった。その広大な世界でひとりぼっちになってしまったエピカの不安は相当なものだっただろう。

　日暮れまで、俺は町を走り回った。妹の名前を叫びながら。足が疲れて、なんでもない場所で躓つまずき、膝ひざを擦りむいた。それでも俺は立ち上がり、夕焼けに染まる町を駆け抜けた。

　泣きじゃくるエピカを見つけたのは、町外れの花畑だった。幼い頃のエピカは、花畑から家に帰る道もまだわからなかった。この町しか知らない俺やエピカにとって、花畑は世界の果てだった。世界の果てで涙を流すエピカは、駆け寄る俺に気がつくと、赤く腫はらした目を擦り、俺の胸に飛び込んできた。散々走り回って、なんとか妹の無事を確認し、脱力した俺は、それを受け止められず、花畑に倒れこんだ。まだ幼い俺達の身体からだを、花畑は優しく受け止めてくれた。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん……もう会えないんじゃないかって、もうエピカ死んじゃうんじゃないかって、すごく不安だった……」

「大丈夫だよ。エピカが一緒にいたいって願ってくれたら、俺はずっと傍にいるから」

「本当？　ずっと？」

「もちろん」

　俺は力強く頷うなずいた。エピカは俺を抱きしめると、ずっとその顔を俺の胸に埋めていた。

　そんな俺達を、月や星々は静かに見守っていた。澄んだ空気の中、柔らかい旋風が、花弁を宙に躍らせた。それが俺には、物語に登場する、花の妖精達のダンスに見えた。

「じゃあ、わたし願うね。ずっと、お兄ちゃんと一緒にいられますようにって」

「ああ。……親父おやじもおふくろも心配してる。帰ろう、俺達の家に」

「……うんっ」

　帰り道は、ずっと手を繋つないでいた。もう離ればなれにならないように。

　それから、長い月日が経たった。異世界に飛ばされた俺は、しかし今、懐かしの花畑にいた。かつて、世界の果てだと思っていた、あの花畑に。





「わたし、支配者になるね！」

　俺おれは我が耳を疑った。笑顔を崩さずそう言ったエピカの肩を、俺は掴つかんだ。

「支配者に、なる？　……ど、どういう意味だ？　支配者に何を吹き込まれたんだ？」

「……五月蠅うるさい。離れろ」

　エピカの口から、拒絶の言葉が放たれ、俺は怯ひるんだ。そんなことをエピカに言われたのは初めてのことだった。……いや、違う。こいつはエピカじゃない。俺は咄とつ嗟さに飛びのき、距離を取った。

「どういう意味だ、だと？　お前には一度、宮殿で説明してやったろう？　三年前のおれとの会話は覚えているのに、何を問うているのだ。少年、いや、アル」

　エピカは、エピカの身体からだを乗っ取ったそいつは、酷ひどく歪ゆがんだ笑みを浮かべた。

「それとも、この身体ならこう呼んだほうがいいか？　お兄ちゃん、と」

　それがヘルツであることは、疑いようもなかった。

「妹に何をした！」

「魂の同化だ。おれの身体の損傷が激しかったからな、この身体を貰もらうことにした」

「ふざけんな！　何が目的だ！」

「おれと、お前の妹の願いを叶かなえる。お前に持ちかけた話と同じだと言っているだろう。おれは世界を救うため、生いけ贄にえを欲する。そしてその間この世界の危機の元凶となる。世界の危機が継続すれば、お前は転移せずに済む。全ての世界が救われれば、この呪いは意味をなさなくなる。おれの救世の願い、お前の妹のお前をこの世界に引き留めたいという願い、どちらもが叶う。そのために、おれに協力しろ──大体そんなところだ」

「エピカに身体を返せ！」

　ヘルツはエピカの身体を使って大口を開けて笑うと、首を縦に振った。

「ああ、いいとも」

　すると、エピカの身体から禍まが々まがしい気配が消え、いつもの、けれど何かが決定的に違うエピカの笑顔が蘇よみがえった。エピカは、瞳ひとみを輝かせながら言った。

「お兄ちゃん、わたし決めたの。お兄ちゃんがこの世界に留とどまれるなら、わたし、鬼にでも悪魔にでもなるって。たぶん、たくさんの人を生贄にしちゃうと思うし、わたしのことお兄ちゃんは嫌うよね。でもそれでいいの！　お兄ちゃんが、この世界にいられるなら。大丈夫、クロワさんと、幸せになって」

　そこで、またふっと表情が変わった。

「だ、そうだ」

　ヘルツだ。

「喜べ！　この少女は、お前のためなら本気でこの世界を壊す覚悟をしている！」

　最も早はや意味がわからない。どうしてこんなことになってしまったんだ。

　エピカ……いや、エピカの身体からだを乗っ取ったヘルツは、自分の元の身体に近寄った。そしてその服の下からナイフを取り出すと、何の躊躇ためらいもなく自分の昔の腹を掻かっ捌さばいた。

「見ておけ。しかし決して動くな。お前が動けば、誤ってこの刃をこの小さな身体に突き刺してしまうかもしれんからなあ」

　俺おれは固唾を飲んだ。ヘルツはナイフをエピカの首にぺちぺちと当てる。刃に付着していた血液が、細く白い首筋を汚した。下手に動けば本当にあっさりとヘルツはそのナイフで首を貫きそうで、俺は気が気ではなかった。

　やがて、支配者は切った腹の裂け目に手を突っ込んだ。花畑には全く似合わないグロテスクな音が木こ霊だまし、俺の胃液が逆流しそうになる。それを堪え、しかし堪えることしか許されないままその姿を見ていると、ヘルツは立ち上がった。引き抜かれた手には、小さな器が握られていた。なんの飾りっ気もない、ただの平たい器。

「これが、神ノ杯エデングレイルだ」

「お前、自分の身体の中に……！」

　宮殿の中を探しても見つからないわけだ。ふと、支配者の間で、ヘルツがヴェントの血を飲んでいたことを思い出す。その時こいつは、どれだけ飲んでも血の味は慣れない、と言っていた。好きで飲んでいるわけではなかったんだ。神ノ杯に血を注ぐために……！

「お前は一旦家に帰れ。おれも宮殿に帰ろう。ゆっくり帰るから、おれが宮殿に着く前に、もう一度おれを以前と同じように対応されるように手配しておけ。遣いの者を宮殿に配置し、世界中から生いけ贄にえを選び出せ。できないとは言わせない。まあ、あの無能な王におれがぴんぴんしていると伝えれば、すぐに用意してくれるだろう」

　ヘルツは俺に背を向けた。

「なあに、おれは優しいからな。この身体をいたぶるようなことをするつもりはないよ。それに、もしお前がおれに協力し、もう一人の支配者となるならば、この妹にたまには普通の生活をさせてやっても構わない。それじゃあな、お前が利口な男であることを願っているよ」

　ヘルツの周りを、靄もやが包み始めた。さっきも俺の足止めをした、行く手を阻む靄だ。このままではヘルツは、エピカを連れていってしまう。このまま見送っていいのか？

　いいわけがない。

「待ってくれ」

　俺はヘルツの小さな背中を呼び止めた。ヘルツは、ゆっくりと振り返った。俺は問いかけた。エピカを取り戻すために。

「その魂の同化ってのは、エピカじゃないと駄目なのか？」

　未知の力には、闇やみ雲くもに対抗はできない。だから、まずはその能力を明らかなものにする。

「……そんなことはない。相手の同意があれば、おれは誰だれの魂とでも同化できる。同化先の身体では、意志の力が強い者が身体を動かすことができる」

「じゃあ、俺おれの身体からだでもいいんだろ？」

　エピカを取り戻す。そのためには、エピカの身体からヘルツを引き離さなければならない。そうするには他の身体に移すのが一番手っ取り早い。たとえば、俺の身体に。

「……おれに何か利点があるのか？」

　ヘルツは眉み間けんに皺しわを寄せた。俺は頷うなずいた。

「ああ。エピカの身体を人質にすれば、確かに俺はお前に手出しができない……けど、お前に対抗できる力を持ったやつが、この世界にはもう一人いる。忘れてるわけないよな？」

　ヘルツは苦い顔をした。

「あの女……ロッテに似た……あの女か……」

「ロッテ？」

　クロワが転移してきた時も、その名前を口にしていた。一体誰だれなのか。ここまでこの男を動揺させるその人は。

「と、とにかく、クロワだってこの世界にいる。エピカを人質に取っただけじゃ、まだ不安が残るだろ？」

「ふん、なるほどな。お前はあの女と恋仲のようだ。抑止力、あるいはあの女も支配者として立てることができるかもしれないというわけか」

　わりと、ヘルツは乗り気に感じられた。

「それで、お前の目的はなんだ？　このおれに身体を乗っ取られて発生する、お前の利益とはなんだ。何を狙ねらっている？」

「エピカを取り戻したい。そうするにはこれが一番だと思ったんだ」

「それだけか？」

　俺は息を呑のんだ。俺の思惑が見透かされている？

「何を言っても許そう。お前がどんな目的でその提案をしたかによって、この身体を傷つけはしないと誓おう。正直に話せ」

　俺は拳こぶしを握りしめた。考えが見透かされていてはどうしようもなかった。俺が言うのを渋っていると、ヘルツはナイフをエピカの首に触れさせる。

「いいから話せ」

「っ！　……意志の力が強い者が身体を動かすことができるって、さっきお前は言ったな。意志の力で俺が勝てば、お前を俺の身体の中に封じ込めることができるんじゃないかって、そう思ってた」

　そうすれば、全てが解決するはずだった。神ノ杯エデングレイルも、今は目の前だ。ヘルツがいなくなれば、破壊することは容易たやすい。

「面白い！　千年近い年月をかけ強固になったおれの意志を、たかだか二十年足らずのお前の意志が粉砕できると思っているのか！」

　千年、とヘルツは言った。ヘルツが支配者としてこの世界に現れたのは二百年前。じゃあそれまでは？　八百年もの間、色んな世界を巡り、救ってきたのだろうか。そんな時代が、この男にもあったのだろうか。とすれば、その意志の力は……。俺おれは思わず、顔を俯うつむかせてしまう。

「いいだろう、いいだろう。無謀な挑戦は嫌いではない。お前におれを組み伏せる、たった一度の機会をやろう」

　俺は顔を上げた。ヘルツがほくそ笑んでいた。絶対の自信をそこに感じる。

「お前の身体からだを使って、あのクロワとかいう女をいたぶるのも悪くはない……。目を閉じろ！　意識をおれの声にだけ向けろ！　風の音さえ今ここには存在しない！　おれと、お前の契約だ」

　俺は支配者の言う通りにした。この隙すきに、俺を殺すことも、逃走することもヘルツは可能だろうが……しかし俺には他に手段がない。目を瞑つぶり、静かに待った。

　ヘルツの歌声が聴こえてきた。それは、やはり全く聴いたことのない旋律、言葉で作られた歌だった。けれど、エピカの声を通しているせいか、不思議と心地よくも感じられた。

『──魂の同化を望むか？』

　頭にヘルツの声が響いた気がして、俺は返事をした。

「ああ」

　だんだんと、意識が沈んでいくのを感じる。きっと、これが魂の同化なのだろう。

　なんとしても、負けるわけにはいかなかった。





「目を開けろ」

　ヘルツの声が響いた。俺は言われた通り、瞼まぶたを上げようとする。しかし、依然暗くら闇やみのままだった。身体に違和感がある。説明しづらいが、瞼を開けているのかいないのかも、判別するのが難しかった。自分の実体もあやふやに感じた。

「ここはお前の思念の世界だ。なんでもいい、光景を想像しろ。そうすれば視界は開ける」

　思念の世界……？

「魂の同化の契約を結ぶ場所だと思えばいい」

　つまり今、俺の頭の中にヘルツが入ってきているということか。

　俺はイメージを構築した。頭の中で、俺とヘルツが契約を結ぶ場所を。

　すると、暗闇に包まれ何もなかった空間が、支配者の間に変貌した。

「なかなかいい趣向じゃないか」

　その中央の椅い子すに、いつぞやと同じように、ヘルツは座っていた。不遜な態度で、肘ひじをついている。その姿は、支配者として君臨していた以前の頃のものだった。

「ここは、お前の思念の世界だ。お前の頭の中にしかない世界だ。しかし、今はおれの世界でもある。おれ達は良好的な関係を築くこともできるし、敵対することもできる。決まっていることは一つ、表に出られる人格は常に一人だということだ。もう片方にできるのは、感覚の共有程度しかない」

　いつの間にか自分の実体をしっかり感じるようになっていた。俺おれは頷うなずいた。

「単純な話、力が強い者が外に出られる。そういうことだ」

「ああ、ここで俺がお前を倒せばいいんだろ？」

「できるならな」

　俺は、剣をイメージした。手に馴な染じんだ青い剣。絶対に折れない俺の剣。右手を握ると、俺は自分の相棒と呼ぶべき剣を掴つかんでいた。

「この世界にも慣れてきたようだな。だが、なんでもできるとは思わないほうがいい。ここはお前の世界ではあるが、おれの世界でもある。そして契約を行う神聖な場でもな。せいぜい、創造できるのは武器ぐらいだ」

「こいつがあれば十分だ」

　俺は剣を構えた。魔法も呪術も、元々俺は持っていない。

「ならば来い」

　ヘルツは立ち上がった。俺は身体からだを低くし、跳躍した。身体が軽い。一瞬で距離を詰める。弾丸のような突きをお見舞いしようとするが、身体を横にずらすだけでかわされた。

　次の瞬間、俺は右みぎ頬ほおに強い衝撃を受け吹き飛んだ。めり込まんばかりの勢いで壁に頭から激突するが、壁にひびはなく、不思議なことに俺も無傷だった。ただ痛覚だけは妙にリアルで、頭の中に巨大な鐘が鳴り響いているかのようだった。

「この世界では、イメージした形が崩れることはない。どれだけの攻撃を受けようと、血が流れることはない」















「なんだ、じゃあ負けってもんはないんじゃないのか？　俺おれが諦あきらめなければよ」

　俺は立ち上がり、再び剣を構えた。痩やせ我が慢まんが入っていることは否めない。

「いいや、それはどうだかな。痛みや苦痛に永遠に耐えられる人間はいない。お前も、すぐに廃人になる。降参し、おれに肉体の権利を渡せばその運命から逃れられるが」

「それか、お前を倒せばだろ！」

　再び俺は支配者に立ち向かった。思念の世界において、俺は現実の俺の数倍の力を振るうことができるようだった。しかし、ヘルツはさらにその数十倍の実力で俺の攻撃を尽ことごとく打ち砕いた。

　だが俺は立ち向かった。

　駆け斬きり突き払い吹き飛ばされ、立ち向かい蹴けり殴り殴り返され転がり、立ち上がり走り剣を投げつけ叫び蹴り上げられ落下し、立ち上がり剣をイメージし構え疾駆し薙なぎ避けられ捕らえられ首を絞められもがき地面に叩たたきつけられ、それでも立ち上がり立ち向かうを繰り返し、繰り返し繰り返し繰り返した。何度も何度も何度も。

　再び俺は倒された。一撃も俺の攻撃はヘルツに届いていなかった。

　立ち上がる。しかし今度の突撃も、ヘルツにはかすりもしなかった。

「まだ起きる気力があるか。いや……」

　俺はまた立ち上がった。剣を構え、再び足を回す。

「もう何かを思考する余裕もないと見える」

　ヘルツの言葉が耳に入るが、理解はできなかった。いつの間にか、自分がどんな攻撃を繰り出しているのかもよくわからなくなっていた。身体からだのどこにも傷がないのに、何かがぼろぼろになっていた。

　現実で相対した時以上の、圧倒的実力差。俺の提案を呑のむわけだ。ヘルツの意志の力のほうが、何百倍も強かった。

　俺は、負けるのか？　自分の出した策を見破られ、それでも乗ってきた相手に負けてしまうのだろうか？　エピカからヘルツの魂を抜き出すことは成功したと思うが……無事は保証されていない。クロワはどうなる？　目障りだといって消されるかもしれない。そんなのは駄目だ。この戦いは負けられない。負けたくない。けど、俺一人の力では、この男には勝てそうになかった。けど、身体の、心の芯はぼろぼろで……。

「む？」

　その時、何かのエネルギーのようなものが、この世界に、俺の中に流れ込んできた。

「……またあの女か！」

　不思議な力……身体に再び力が戻る。それは恐らく魔力だった。クロワの意思が乗せられた魔力だ。たぶん、町中走り回った後に、花畑に辿たどりつき……それからどうなったかはわからないが、俺を助けるために、魔力を送ってくれたんだ。

　そして、俺は再び立ち上がった。身体に痛みはなく、むしろ内側に篭こもるエネルギーが大きすぎて、爆発してしまいそうだった。これなら、勝てる！

　斬きった。俺おれはヘルツを瞬またたく間まに十七回斬りつけた。ヘルツは倒れなかったが、全ての攻撃が命中した。

「忌いま々いましい！　なんなんだ、あの女は！」

　再び俺は斬りかかるが、今度は十四撃目で刃を捕らえられた。だがそれでヘルツの両腕はふさがった。俺は鳩みぞ尾おちを蹴けりつけた。

「俺の、恋人だ」

　ついでにヘルツに返答をくれてやる。

　ヘルツは宙で翻ひるがえると、両足で着地した。

「なぜだ！　なぜお前にはあの女がいて、おれにはロッテがいない！」

　クロワが絡むと、やはりヘルツは動揺するようだった。

「クロワに似てるって言ってたか？　お前の恋人かなんかか？」

　今度の十九連撃は、ヘルツを吹き飛ばした。初めに俺がそうされたように、壁に激突する。しかし、ヘルツはすぐに立ち上がった。

　そこで、ヘルツは初めて自分から攻撃を仕掛けてきた。速い、が、遅かった。今の俺にとっては。剣で拳こぶしを受け止める。

「ロッテはこの能力を作った女だ。危機に瀕ひんした世界に転移するという、この力を」

「この能力を作った？」

「そうだ。ぐぬう！」

　ヘルツの蹴りを、蹴りで返した。立場がさっきまでとは真逆だった。今は、ヘルツの言葉に耳を傾ける余裕が、十分にあった。

「お前の女によく似ている……だが違う。それがおれを苛いら立だたせる。あの影を追って異世界にまで身を乗り出したのに、結局会うことはできなかった、このおれを嘲あざ笑わらっているかのようだ……！　憎い！　憎い!!」

　ヘルツの動く速度が増した。目で追えない。俺は身体からだで感じ、避けた。俺の首があった場所を、ヘルツの腕が通過する。

「おれは彼女の初めの協力者だった。彼女の初めの唇を奪った。愛していた。いや、愛している。だから、おれは彼女の望みを叶かなえなければならない！　全ての世界を救うという、彼女の願いを──！」

　腕を引きながら、ヘルツはもう片方の腕で拳を繰り出す。俺はその拳を片手で掴つかみ、押さえ込んだ。

「そうかい。だからって他人の世界で好き勝手暴れんじゃねえ。迷惑だぜ！」

　俺は、ヘルツの身体を掴んだまま、何度も何度も斬りつけた。ヘルツの言っていたように、肉体は斬れなかったが……心は斬り裂けるはずだった。俺が一度、くじけかけたように。

「全ての世界を救うとか言って、まずこの世界を滅ぼしてどうしようってんだ！　全部を救うってんなら、全部を救って見せやがれ！　俺おれならそうするぜ！」

　渾こん身しんの力を込めて、最後に剣を振り下ろす。支配者の間の床に、ヘルツはうつ伏せに倒れ、起き上がらなくなった。

「勝った、のか？」

　その推測を裏付けることになるのかはわからないが、突然支配者の間が端から光の粒子となり散り崩れていった。思念の世界が閉じようとしている？　ヘルツの身体からだも、俺の身体も、端から砂のように霧散していった。やがて世界は闇やみに包まれ──





　──目が覚めた。

「アル！」

「お兄ちゃん！」

　目に飛び込んできたのは満天の星空と、涙を浮かべ俺の片手をそれぞれ握る、クロワとエピカとだった。俺は花畑に寝転んでいた。

「お兄ちゃん、ごめんなさい、ごめんなさい……！　わたしのせいでっ」

　俺は上半身を起こす。繋つないでいた手を離してもらうと、エピカを黒髪をそっと撫なでた。

「アル、勝ったのね」

「さすがは僕の親友だ」

　トゥットもいた。片かた膝ひざをついて、エピカの隣に佇たたずんでいた。

　俺は苦笑すると、首を横に振った。

「いや、まだだ。あいつ、まだ俺の中で生きてる。ちょっとでも気を抜けば、すぐにでも身体が乗っ取られそうだ」

　そう、ヘルツはまだ何も諦あきらめてはいない。魂が同化しているからわかる。千年近く積もり積もった想おもいの力は、そう簡単に砕けるものじゃなかった。魔力の支援があったから、一時的に俺が表に出てきているだけだった。俺の覚悟は早かった。

「でも、大丈夫だ」

　俺はにっと笑った。俺の剣を探し、掴む。俺は戦いの中で、ヘルツを完全に殺す唯一の方法を、すでに思いついていた。だが、たぶんみんなに覚悟をしてもらう時間は残されていなかった。

「みんな、少しの間、目を瞑つぶっていてくれないか？」

　三人は頷うなずき、目を伏せる。

　俺は、剣を月明かりにかざした。傷一つない青い刀身が、綺き麗れいに煌きらめく。ありがとな、相棒。ここまでよく一緒に戦ってくれた。最後に汚れ役を押し付けちまうが、勘弁な。

　そして俺は、躊躇ためらいなくその剣で自分の身体を貫いた。

「え？」

　肉を貫く音に一番慣れているのは、クロワだった。だからだろう、彼女が一番最初に目を開いた。再び倒れつつある俺おれの身体からだを、クロワは受け止めた。ああ、そんなことをしたら、クロワの服が汚れちまうじゃないか。

「アル!?」

　クロワの悲痛な叫び声で、エピカとトゥットも目を開けてしまう。くそ、心臓を貫いたからって、即死じゃないのかよ。この能力のせいで、ぎりぎりまで意識が残りそうだ。

「お兄ちゃ、ん……なんで……」

「へへ……」

　残念なことにというべきか、喋しやべる余力すら残っていた。

「言ったろ……？　俺じゃあいつをずっと押さえつけておくことはできないって……たぶん……すぐにでも俺は乗っ取られて、新しい支配者になっちまう……。俺は……この世界が好きだ……。この世界の危機になって……みんなを危険に陥おちいらせたり、クロワと戦ったりしたくはない……」

「あなたは馬ば鹿かよ！　だからって、こんな……！」

　そう、俺は馬鹿だ。馬鹿な俺にできることは数少ない。だからその数少ないできることを、しっかりやり遂げなくちゃ駄目なんだ。

「残される人の気持ちをどうして考えないの!?　どうして勝手に決めて、一人で背負いこんで、そんな満足げな顔をして……！」

「……クロワ」

「なによ！」

「好きだよ」

「私もよ！　だから、生きて！」

　さすがに、意識が遠のいてきた。口が開かなくなる。みんなが口々に何か叫んでいるが、やけに遠くでこもっているように聞こえた。その代わり、風が草花を通り抜ける音だけは、澄んで聴こえた。俺は、みんなに残る俺の最期の顔を、せめていい笑顔にしようと、力を振り絞って笑顔を作った。にっ、と。

　やがて、俺は宵よい闇やみの中に意識を吸い込まれ──死んだ。





　目を開けると、明るい光が俺を包んだ。

「────？」

　俺は、確実に死んだはずだった。となると、ここは死後の世界か？　それにしては、俺の故郷の花畑に似ていた。

　というか、俺の故郷の花畑だった。

「なんだ、ここは？」

　思念の世界、というやつだろうか？　それとも、死後の世界は俺の記憶によって作られるとか？　よくわからない。風の音も、花の香りも、とても現実実があった。

「なんだここは、じゃないわ。本当に」

　クロワの声がして、俺おれは振り返った。そこには、クロワやエピカを初めとして、トゥットも、エテルノも、カリーナも、そして親父おやじとおふくろもいた。みんな、俺を見てほっとした表情をしていた。

「ていうかクロワ、血が！」

　ここが死後の世界かどうかなどどうでもよくなり、俺はクロワの服を指差した。クロワの服はべったりと血がついていた。並みの出血量ではない。

「何言ってるの、あなたの血でしょ」

「んえ？」

　俺は自分の身体からだを見下ろした。確かに、俺は血まみれだった。だが、胸に刺さっていたはずの剣はなく、傷口がある感じもしない。

「ここは？」

　俺は改めて問い直した。

「あなたの故郷よ、アル」

「おおおっ、お兄ちゃあああああん」

　エピカが抱きついてきた。しっかりと体温を感じる。黒髪が俺の鼻を擽くすぐった。

　生きて、いる？　俺は死んでいなかったのか？　あの重傷で？

「驚かされたわ。あなた、突然自殺して」

「お、おう。死ねなかったのか？　俺は」

　いや、しかし、魂を同化したはずのヘルツの気配が全くなかった。死ななかったというなら、あいつはどこに行ったんだ？

「死んだわよ、あなた。もう私まで後を追って死のうかと思ったわよ。でもエピカちゃんが持ってたナイフで先に自殺しようとしたから、それを止めてたら、なんだか機会逃しちゃったけど。でも、本当に危なかったわ。トゥットくんが気づかなかったら、私もエピカちゃんも、死んじゃってたかもしれないじゃない。もう少し詳しく説明してほしかったわ、いくらあなたに時間がなかったと言っても」

　俺は、本当に何がどうなっているのかわからなかった。目をぱちくりとして、尋ねる。

「トゥットが気づいたって……何に？」

「何を言ってるのあなたは。神ノ杯エデングレイルに決まってるじゃない」

　その時、エピカが持つ質素な器に目が行った。

「あ、ああ！　え、もしかしてそれで俺を生き返らせたのか？」

「他にどういう手段があるっていうのよ。アル、これがあるから自殺したんじゃないの？」

「い、いや、ヘルツを倒すには俺が死んで道連れにするしかないって思って……それしか考えてなかったけど」

　場の空気が、一瞬凍る。

「じゃ、じゃあ、きみはもしかして本気でただ死ぬつもりだったっていうのかい？」

　トゥットが狼ろう狽ばいしながら尋ねてきた。

「お、おう。ていうか、神ノ杯エデングレイルは盲点だった。ヘルツが、それで世界を救うってずっと言ってたから、そういうことにしか使えないみたいに勘違いしてたなー。なら、俺おれも自殺せずに神ノ杯でヘルツだけどうにかしちまえばよかったのか」

「アル……あなたって人は……」

　クロワがその場にへたり込んで、俺の肩に寄りかかった。

「あなたはいつも、みんなを救おうとするわ。でも、そろそろその『みんな』の中に、自分自身を含めてもいいんじゃない？」

　クロワはそう言うと、俺の顎あごに小さい手を当て、口づけをした。

「わ、わたしも！」

　俺に跨またがっていたエピカも、俺の右みぎ頬ほおにキスをした。

「私もアル様に！」

　カリーナが慌てて駆け寄ってきて、俺の左頬に柔らかい唇をくっつける。

「ねえトゥット、あたし達も、する？」

「え、えっ？　……あ、ああ」

「若い者達に負けちゃいられんな！」

「あらあらまあまあ」

　こいつら……よく人前でこんなに大胆になれるもんだ。















　俺おれは呆あきれた。けど、熱い唇を拒むことはしなかった。





「本当に、そんなことができるのかしら」

「あのヘルツだって言ってた。神ノ杯エデングレイルは、異世界に関することでも叶かなえてくれるって」

　俺は、神ノ杯を太陽にかざしながら返した。

　俺やクロワは、まだ転移していなかった。支配者はこの世界からいなくなったが、神ノ杯は残っている。全ての元凶であるこの器を壊すことで初めて、この世界は真の平和を取り戻す。

　もちろん壊すと決めていた。だが最後に一つ、神様に俺のわがままを聞いてもらうことにした。いくらか願いを叶えたといっても、二百年も人の血を飲み続けたんだ。もう少しは働いてもらおう。

　俺はその願いを口にした。

「世界を救うこの力、俺とクロワが同じ世界に転移するように変えてくれ」

　すると神ノ杯はぼんやりと光った。俺を生き返らせる時にも、こんな感じだったと聞いていた。たぶん、成功しただろう。

「……もう、行っちゃうんだね、お兄ちゃん」

「ああ」

　エピカは寂しそうな顔をした。俺はエピカの頭に手を乗せ、その髪の毛をわしゃわしゃと撫で回した。それから、ぽんぽんと頭を優しく叩く。

「いつか、必ず帰ってくる。だから、笑顔で送り出してくれよな」

「……──うんっ！」

「いい子だ」

　俺は、クロワに向き直った。

「クロワ、これからもよろしくな」

「ええ。どこまでもついていくわ、アル。ずっと、ずっとね」

　俺は、掌に乗せていた神ノ杯を、軽く宙に浮かせた。相棒の青い剣を真上から叩きつける。花畑に神ノ杯が割れる音が響き、直後、俺とクロワの足下を囲むように、魔法陣が現れた。二人分の転移の始まり。

「それじゃ、またな」

「また会いましょう」

「行ってらっしゃい！　お兄ちゃん！　お姉ちゃん！」

　次はどんな世界が俺達を待ち受けているのだろう。

　でも、どんな世界だろうが関係ない。

　クロワと一緒なら、どんな世界でも乗り越えていけるから。

　俺はにっと笑うと、新たな世界への期待で胸を膨らませた。
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　こんにちは、お久しぶりです。もしくは初めまして。九く條じよう斥せきです。

　一巻の発売から、早半年が経たってしまいました。度重なる延期、楽しみにしてくれていた読者の皆様、本当に申し訳ありませんでした。

　だんだんと暖かい季節になってきました。大阪で暮らし始めて既に一年、そろそろエアコンくらいはほしいなぁと思っている日々。一巻の印税が入り本格的に購入を検討していたのですが、なかなか購入に踏み切れず。そろそろ夏に備えて買いたいと思っています。それまでは近場のマクドナルドが主な仕事場として活躍してくれるでしょう。水飲み放題でうはうはです。

　作品について。自分は今まで、二巻、あるいはそのくらいの文章量のある作品を書いたことがありませんでした。新人賞に投稿していた頃は、「二巻のことなんて受賞してからだ。今は目の前の作品だ！」なんて思っていたし、それがそんなに間違っていたと思っているわけでもありませんが、いざ二巻となった時、自分の「ライトノベルの二巻」に対する知識のなさに愕がく然ぜんとしました。

　なんとなく、漠然としたイメージはありました。一巻で出てきた主人公を含むキャラクター達の日常に、新キャラが登場し掻き回す──大雑把に言うと、二巻にはそういうイメージを感じます。ですが、それをできない、しない作品も多々あります。そして、このディバースワールズ・クライシスは、そうした展開に不向きな作品であると感じました。

　そんなわけで、自分でもどのような形になるか、はっきりしたイメージも浮かばないまま、このディバースワールズ・クライシス２はスタートしました。楽しんでいただける内容になっていれば幸いです。

　遅くなりましたが、謝辞を。

　担当の児こ玉だま様、不ふ甲が斐いない自分を何度も叱しつ咤たし、導いていただき、本当にありがとうございました。児玉様が担当でよかったと、心から思っています。

　活き活きとしたキャラクターを描いてくれるえむけー様。一巻以上にハードスケジュールになってしまったと思います。すっかりファンの一人として、イラストをいただく度に興奮していました。ありがとうございます。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、書店員の皆様、この本の制作、出版に携わってくれた全ての方々にお礼申し上げます。ありがとうございました。また、新人としてはありえないご迷惑ばかりをおかけして、本当に申し訳ありませんでした。

　そして、本書を手に取ってくれた読者の皆様に、最大級の感謝を。

　またお目にかかる機会があることを祈っています。

　その時までに、今よりもずっと面白い作品を書けるよう、精進しようと思います。
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